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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ







　一かず大ひろの唇に温かく潤ったものが触れた。

　それは、汗で濡ぬれた自分自身の手のひら。

　抱きついてきた謎の美少女Ｘのキスを、思わず手でブロックしてしまったのだ。

　ここ一週間ほど、相手の動きに素早く反応するトレーニングを重ねてきた成果である。

　もちろん向こうの唇も手の甲に触れている。

　実際には塩っ辛いだけなんだけど、手のひら越しの口づけ──なんて言うとちょっとロマンティックな感じもする。

　とか、のんきな事を考えている場合じゃない。

「カぁズぅっ！」

　塀の陰から、鷹たか奈なが飛び出して来たからだ。

　顔は真っ赤で、眉まゆがつり上がっている。

　何だ何だ？

　どうしてそこにいる？

　もちろんご近所なんだからこのあたりにいるの自体は不自然じゃないけれど、どうして氷ひ魚お家じゃなくてそんな曲がり角の向こうに身を潜めてたんだ？

「何やってんの？　ウチの近所──あたしのテリトリーでっ！」

　ドドドドドドッ！

　土煙を上げ、急迫する鷹たか奈な。

　西部の荒野を蹂じゆう躙りんするバッファローのスタンピード集団暴走か。

　はたまたユーラシアの大地を蹂躙するジンギスカンの軍勢か。

　何もかもを破壊し尽くす圧倒的なエネルギーの奔ほん流りゆう。

　ヤバい。

　理屈がどうとかじゃなく、直感的な危険が背筋を駆け上る。

　それなのに謎の美少女Ｘは怯おびえた様子もなく平然と──あるいはぼんやりと──声の方に顔を向けただけ。

「バカっ！　逃げるんだよ！」

　とっさに謎の美少女Ｘの手を握り、走り出す。

「え？」

　まだ状況を理解してないのか。微かすかに頰ほおを赤らめつつ、無抵抗で一かず大ひろに引かれるままだ。

　まるで鷹奈の姿が目に映っていないかのよう。

「待てっ！　逃げるなっ！　手なんかつなぐなぁ～っ！」

　そう言われると逃げたくなるのが人情。

　いや。この場合生物としての生存本能。

　追いつかれたら命が危ない。

　基礎体力の違いは承知の上で懸命に走る一大だが、スピードは上がらない。

　謎の美少女Ｘの反応が鈍い。ただでさえフリルごてごてのゴスロリは走行能力に不安がある上に、本人に危機感がないからまるで錨いかりを引っ張っているみたいだ。

　鷹奈相手にこれは大きすぎるハンデだ。

　ダメか？

　これはもうお終しまいか？

　何とか話して分かってもらうか？

　いや。それにしたって一大自身が事実を把握していない。

　特にこの『謎の美少女Ｘ』について。

　こんな状況で鷹奈に上う手まく説明して落ち着かせるなんて無理だ。

　オレは何とか平謝りするとしても、彼女をどうやって守ればいい？

　絶望で真っ暗になった目の前に、神の助けが現れた。

　カタツムリマークを屋根に載っけた一台のセダン。

「タ、タクシーっ！」

　右手を挙げて停車させ、大急ぎでリアシートに体を滑り込ませる。

　そのまま謎の美少女Ｘも車内に引きずり入れる。

　いつもは神を信じないというより敵視している一かず大ひろも、この幸運には感謝した。

　やっと今までのツケを返してもらった気分。

「発車してください！　早くっ！　車が破壊されますっ！」

「は、はいっ？」

　事態を理解しないまま運転手はアクセルを踏む。

　軽快なエンジン音を上げて、タクシーが走り出す。

　鷹たか奈なの驚異的な脚力は主にキックで発揮される。走る事に限れば、普通よりちょっと速いという程度。

　車に追いつけるはずもなく、少しは追いすがったけれど結局諦あきらめて地じ団だん駄だを踏む姿がバックミラーの中で小さくなっていく。

　一大の頭の中で鳴り響いていたモンスターパニック映画のＢＧＭは、静かにフェードアウトしていった。

「ふぅ……」

　とりあえず生命の危機から逃れて、一大は大きく息をつく。

　ひとまずピンチは去った。いや、ピンチの現場からこっちが去ったというべきか。

　何しろ相手は鷹奈だ。

　追いつかれていたら車内に閉じこもっていても安全じゃない。それこそ猛牛の暴走に巻きこまれたかのように破壊されかねない。

「お客さん、どちらまで？」

「え？　えっと……とりあえず駅の方へ向かってください」

　緊急避難で飛び込んだだけで、どこかへ行く当てがある訳ではない。

　まずは自宅の近所から距離を置き、安全を確保する事だ。どこかに腰を落ち着けるにしても、鷹奈も知ってる場所はマズい。

　タクシー料金は安くないけれど、車を利用して市の反対側まで足を延ばすのがこの際は得策だ。

　駅を越えて国道のバイパス沿いなら、鷹奈もそうそう追っては来ないだろう。

　そう言えばさっき鷹奈の足音に混じって真さな愛えの声も聞こえたような気がしたけれど、多分気のせいだろう。

　街外れの山中にある天てん弓きゆう院いんのお屋敷で別れて、リムジンで送られてきたばかりだ。

　真さな愛えは今ごろ問題が一件片付いたのだから、リラックスして志し束づかとお茶でも楽しんでいる頃。こんな場所にいるはずがない。

「ふぅ……」

　額に浮かんだ汗を拭ぬぐおうとして──左手が挙がらない。

「あ……あのっ！　手が……」

「えっ？　わ！　ご、ごめんっ！」

　気付かなかった。

　慌てていたせいで、謎の美少女Ｘの手を握りっぱなしだったのだ。

　小さくて華きや奢しやな手。女の子らしい細い指。

　急いで離した手はまだ熱く火ほ照てって、しっとり汗で湿っている。

　一かず大ひろ自身と、彼女──二種類の汗が混じり合ってどちらのものかはもう分からない。

　さっきはこの手を表と裏から、お互いの唇で挟んだのだ。そう言えば一昨日早少女さおとめのキスをブロックした手のひらに自分の口が触れたから間接キスという事にもなっちゃうのか。

　変に意識したせいで、今度は顔にまで血の気が上ってくる。

　謎の美少女Ｘの方も頰ほおを染めてうつむき、解放されたばかりの手をぎゅっと握りしめていた。

「お客さん、お熱いですねぇ」

　ミラーに映る初老の運転手は遠慮しつつも好奇心いっぱいの視線で、ちらちらとこちらを見ている。

　一大は年齢に似合わぬ高級ブランドスーツでかっちり身を固めた姿。

　謎の美少女Ｘはフリルいっぱいのゴスゴスロリロリスタイル。

　この組み合わせだけでかなり不自然というか正体不明の組み合わせなのに、後方からもう一人の女の子が恐ろしい勢いで追いかけてきていたのだ。

　どう考えたって平穏なシチュエーションではない。

　率直に連想する単語は『痴ち情じようのもつれ』という奴やつだ。

「べ、別に熱くないですっ！　何言ってんですか、運転手さんっ！」

　物理的な意味でも、熱くない。

　車内はエアコンが効きすぎてるくらいだ。

「ははは、照れなくてもいいですよ。いいですねぇ、若いっていうのは。いやね。私もこれで若い頃は結構モテまして。デートが二件重なっちゃったり、自分の部屋で女性が二人鉢合わせしそうになったりとか、いろいろあったもんですよ。お客さんもそんな事ないですか？」

「べ、べ、別にそーいうのはありませんっ！」

　ほとんど同じシチュエーションを経験したなんて、さすがに言えない。

「照れなくていいですよ。そりゃこじれて包丁持ち出されたりしちゃたまらんですが、少しくらいは男の甲か斐い性しようって奴やつですからね」

　タクシーの運転手や床屋さんは、大きく二つのタイプに分かれる。

　黙々と業務に徹して客のプライバシーに立ち入ろうとしない人と、会話で楽しませるのも仕事のうちと考えるタイプ。

　この人は後者だった。

　普段なら他人からいろんな話を聞けるのを楽しむ一かず大ひろでも、この状況は喜べない。

　今までの不運を埋め合わせる救いの手かと思ったら、しっかり罠わなが内包されていた。

　神、さすが汚い神。

「男の甲斐性とかって何です？　あたしと彼だけがラブラブなんですよぉ♡」

　謎の美少女Ｘが一大の腕にしがみついてきた──かなりぎこちない態度で。

「えーと……その、くっつかないでくれるかな？」

　なるべくやんわりと、事を荒立てないように一大はお願いする。言葉だけでなく、もう片腕でそっと彼女を押して離れる。

　タクシーの後席で隣り合っているから充分距離を取る事はできないが、少なくとも密着状態ではなくなった。

「ど、どうしてそんな事をいうの？　あたしたちつき合っているよね？」

　戸惑う声。焦点のぼやけた潤んだ瞳が見つめる。

　だが──。

「いや、それは違うでしょ」

「な、何を言うのっ？　あたしの事を忘れたの？」

　謎の美少女Ｘが叫ぶ。

　ドライバーが浮かべた野や次じ馬うま根性満点の表情がミラーに映る。

「おやぁ、お客さん。何だかややこしい事になってますねぇ。どうします？　本当に駅前方面でいいんですか？」

「や、ややこしいのはややこしいんですけど、その……オレにもよく分かってないっていうか、とにかくちゃんと前見て、こっちの事は気にしないで走ってくださいっ！」

「そんな事言われましてもねぇ。私だって気になりますよ。万が一にも事件性がある事なら見過ごせませんしねぇ」

　とか言ってるけれど、目はにこやかなカーブに細められ、口元だって緩んでいる。

　正義感や職業倫理とは無関係に、単なる好奇心なのは明白だ。

「そちらのお嬢さんとはどういうご関係で？」

「あたしは星ほし川かわ早少女さおとめっ！　この人とつきあってる恋人でぇーす♡」

　ゴスロリ美少女は再度抱きついてきた。

　今度は腕どころか全身でのしかかるような体勢で、頰ほおまでくっつけようとしている。

　一かず大ひろはやはり咄とつ嗟さに手の平を挟む形でブロックしたが、車内という密室では動きがままならない。すりすりくっついて来る謎の美少女Ｘを完全にはね除のけるのは無理だ。

「ねえ？　どうして今さらそんな事するの？　あたしたち恋人同士でしょ？　まさか二人で過ごしたあの燃えるような情熱の日々を忘れてしまったというのっ？」

「いや、違う！　頼むから離れて！　君は早少女じゃなくて、謎の美少女Ｘなんだろ？」

　迷いのない言葉が、一大の口から放たれた。




「うわぁん！　カズ！　カズってばぁっ！」

　ドンドンドンドンッ！

　一〇〇メートルほど走って人力によるタクシー追撃を断念した鷹たか奈なが、スニーカー越しでも路面がへこみそうなほど激しくアスファルトを踏みつける。

　怒っているだけではない。

　まだ流れ落ちてはいないけれど、目尻には涙の珠たまが結ばれていた。

「鷹奈さん、大丈夫ですか？」

　ようやく追いついてきた真さな愛えも少し髪が乱れている。慌てて走るなどというのが、日頃の彼女からすれば極めて珍しい事だった。

「……真愛も見たでしょ？　あれ、早少女だったよね？」

　訴えながら、鷹奈はスンと鼻を鳴らす。

「……信じたくありませんが、わたくしにもそう見えました」

　真愛の手には、少女が投げ捨てたシルクの日傘が握られていた。

　これに遮さえぎられていたから姿がちゃんと見えていた訳ではないけれど、別人と判断するには顔も声も似すぎている。

「カズが……カズと早少女があんな事……」

　涙をこらえて肩を震わせる鷹奈の頭に真愛の手が置かれ、ポニーテールに結んだ髪をそっと撫なでる。

「しっかりなさってください。あなたがそのような弱い気持ちでどうするのです？」

「……え……」

「早少女さおとめさんの真意も問いただすべきですし、一かず大ひろ様が迷惑がっているのであればわたくしたちが手を差し伸べなくてはいけませんわ」

「そ、そうか……。うん、そうだよね！」

「何より、わたくしたちは早少女さんの親友ですわ」

　きっぱり断言した真さな愛えを、鷹たか奈なはきょとんと見つめる。

「もしも早少女さんが何か乱心してあのような暴挙に出たのであれば、友達として正しい道に引き戻してあげるのが務めではありませんか。わたくしたちには、この問題を追及する正当な理由があるのです」

「う……うんっ！　親友だもんね！　早少女だってニセの彼女でしかないんだから、あんな事するはずないんだもんね！」

「ええ。もしも何かの原因でニセという立場を失念しているとすれば、それは由ゆ々ゆしき事ですわ。一刻も早く何らかの対抗手段を講じませんと」

『親友』と『ニセ』にアクセントを置き、二人は互いの手を握り合った。

「それにしても……油断していましたわ。今日はお仕事で動けないなどとわたくしたちを欺あざむき、スキを突いてあのような抜け駆けをするなんて……」

　真愛は表情をうかがえない眼まな差ざしで虚こ空くうを見つめる。鷹奈から解ほどいた右手が、今は強く握りしめられていた。まるで爪が食いこみそうなくらいに。

「一緒に逃げたって事は、カズも最初からグルだったのかな……？　ううんっ！　そんな事ないっ！　カズは騙だまされてんだよ！　とにかく追いかけて話を聞きだそう！」

　泣きそうに潤んだ瞳を、固めた拳こぶしで拭ぬぐう鷹奈。

　ニセ彼氏──と簡単に言い切ってしまうにはちょっと微妙だけど──を共有する三人の間には、微妙なバランスがある。

　誰か一人が抜け駆けしそうな時は、自然と他の二人が協力して対抗するのだ。

　たとえ一分前まではお互いに張り合っていてもだ。

「落ち着きましょう。追いかけると言っても、相手は自動車ですわよ。行き先もわかりませんし」

「メイドさんの車があるでしょ？　呼び出してくれない？」

　ポケットからケータイを取りだし、ひょいと投げ渡す。

　真愛が反射的に両手でそれをキャッチした途端──

　ポンッ！

　あり得ない音が響き、白い煙が立ち上る。

「きゃっ！」

　驚いた真さな愛えがそのまま放ほうり投げたケータイは、アスファルトの上でバウンドした。プラスティックが焦げる異臭を放ちながら、ぶすぶすとくすぶっている。

「あ……」

　鷹たか奈なも気まずそうに黙り込む。

　焦ったせいで忘れていたが、真愛は『触ると電化製品が故障する』という特異体質の持ち主だった。

　もちろんケータイだって電気が流れててスイッチがある以上、例外ではない。

「も、申し訳ありません。こちらの携帯電話につきましては、すぐに弁償させていただきますので」

「いいよ。うっかりしてたこっちも悪いんだし」

　車を呼び出せないからと言って、何もせずに待っているのは性分に合わない。

「じゃああたしは、このまま走ってカズを追いかける！　あいつの行きそうなところくらい見当つくから！」

「では、お任せしますわ。わたくしも後から追いかけます」












「ＯＫ。じゃ！」

　短く言い残して、鷹たか奈なはダッシュした。

　タクシーに追いつくスピードが出せないだけで、体力は有り余っているのだ。

　見つけたらどうするのか。お互いに情報交換はするのか。そもそも連絡を取り合う手段がないのではないか。そういうポイントは全部放置。

　元々鷹奈は細かい事を考えるのは苦手なタイプなのだ。

　一人その場に残された真さな愛えは、あたりを流して時間を潰つぶしているはずのマツリの車が現れるのを待つ。

　鷹奈のスピードについていくのは不可能だし、このあたりの道もよく分からない。

　そもそもレディとはこういう時、はしたなく走ったりしないものだ。

　さっきは慌ててしまったが、既に冷静さを取り戻している。

　しかし激げき昂こうしていないというのは、一切を抑制しているという意味ではない。

「許しませんわ……。絶対に……。わたくしを裏切ったのなら、然しかるべき報むくいを与えてやらねば……」

　表面に吹き出さないエネルギーは、内部で圧力を高めている。

　誰に聞かせるでもなく呟つぶやき続ける真愛の手は、小刻みに震えていた。





第１話　スキャンダル未然形







「どうして……どうして正体がバレてしまったの？」

　青ざめた顔。早少女さおとめの震える唇が掠かすれかけた言葉を紡ぎ出す。

　訪れる──一瞬の静寂。

『はい、ちょっとストップ。ピュセル、気負いすぎ。今のセリフ、もっと自然体で。それとリップノイズも出ちゃってるよ』

　ガラスの向こう、副調整室からスピーカー越しに音響監督が合図する。

「はい。ごめんなさい」

　早少女は録音ブースからガラスの向こうへ向かって頭を下げた。

　ピュセルというのは『幻げん葬そうのソワレ』で早少女が演じるキャラの名だ。録音現場では芸名でなく、役名で呼ばれる事の方が多い。

　たまたま同じ名字の役者が共演する事もあるし、一人が複数のキャラを兼任する事もあるから、こっちの方が合理的なのだ。

　さつきほしみこと早少女が演じるピュセルは現代社会の背後で魔物と戦うチームの一員で、今のは自分たちの素す性じようをメインヒロインの磨ま璃り亜あに知られてしまった場面だ。

　最年少だけどキャリアは長く実質的なサブリーダーという役どころなので、もっと落ち着いた雰囲気で演じた方がいいか。

　ただ、そちらを意識しすぎると今度は一番の年下らしさが出なくなる。

　設定年齢は一三歳だから、いつも演じている五歳児や年齢不詳の動物キャラに比べると自分に近い分、かえって芝居の加減に悩んでしまう。ファミリー向けのほのぼの作品と美少女バトルアクションでは演技のテンションも違うし。

　そのせいで唇が触れあう雑音をマイクに拾われるという、初心者レベルのミスまで犯してしまった。まだ作品を摑つかむための通しリハーサルだからいいけれど、本番だったら大変な失態だ。

　深呼吸してから、濡ぬれた唇にそっと触れてみる。

　この唇は、一かず大ひろの手の感触を覚えている。

　大きくて温かい、男の子の手のひら。

　受け入れてもらえなかったのは、半分残念で半分嬉うれしかった。

　誰でもいいから彼女がほしいなんて言ってる一大だけど『本当の彼女』でもない女の子からのキスを気軽に受け入れたりはしない。

　お人ひと好よしで、何でも器用にこなすくせに性格は不器用で、自分自身が思っているよりもずっと真面目まじめ。

　そろそろ真さな愛えの件はクリアした頃だろうか。

　あんなに頑張ったんだもん。一大が失敗するなんて考えられない。

　彼も立派に自分の『役柄』をこなしてる。

　そう。真愛の彼氏は一大の本心じゃなく、あくまでも『役柄』。

　絶対にそのはず。そうに決まってる。そうじゃなきゃ困る。

　とにかく──

「プロであるボクが失敗してるんじゃ、顔向けできないもんね」

　スタッフや共演者に聞こえないよう、口の中だけで小さく呟つぶやく。

　今はこの仕事に集中する。完璧にこなしてみせる。

　スタッフのため、共演者のため、原作ファンのため、家族のため。

　仕事を再開する時に声優という形を選んだ自分自身のため。

　そして何より頑張れって言ってくれた、彼自身のピンチよりも仕事の方を大切にしろって送り出してくれた一大のために。

『リラックスしていこう』

　だから、音響監督の声に元気よく応こたえる。

「はい！　もう一回お願いします」




　あくまで自分を早少女さおとめと言い張る謎の美少女Ｘと、いちいち横から口を挟む運転手に悩まされた一かず大ひろは、とりあえず駅前を通り過ぎ、跨こ線せん橋きようを越えた先にあるファミレスでタクシーから降りた。

　これ以上遠くに行くと料金がバカにならないし、バスのルートから外れて帰りが面倒になる。何よりこれ以上運転手につき合うのが辛つらい。

　こんな状況でなければ、多分楽しくていい人なんだろうけど。

　日曜の夕方という事もあり店内は家族連れや中学生や高校生のグループなど、いろんな層の客で賑にぎわい、ほぼ満席になっていた。一大たちが通されたのは、運良く空いていた奥の窓際だった。ドリンクバーだけ二つオーダーする。

「何がいい？　紅茶？　コーヒー？」

「ううん。メロンソーダ」

「ＯＫ」

（……やっぱり逃げないで話し合うべきだったかな）

　ドリンクサーバーのボタンを押しながら、一大は考える。

　別に悪い事をした訳ではない。

　むしろいきなり襲われた被害者だ。

　前にファーストフードで早少女と一緒のところを真さな愛えに目撃された時もそうだが、後知恵で考えればもっと適切な処理はあった。

　少なくともキスはしてないのだから、その場ではっきり説明した方が後々こじれずに済んだ気もする。

　ただまあ、あんな状態の鷹たか奈なが冷静に話を聞いてくれるとは思えないし、とりあえずは強引にでも時間を空けてクールダウンさせなければ。

　結局、逃げて正解か。

　あのまま接触したら、自分だけじゃなく謎の美少女Ｘの命が危ない。

　用心のため、ケータイの電源も切っておいた。

　向こうの頭を冷やすためにも鷹奈との連絡は遮断しておきたい。ただし一時的にでも着信拒否にしたら、かえって変な邪じや推すいをされたり向こうの機嫌を損ねたりする恐れがある。

　電源オフでの通話不能だったら、最悪『切ったまま忘れてた』と言い訳ができる。

　こんな風に小細工をして相手をごまかすのは良心が痛むけれど仕方ない。

　謎の美少女Ｘを鷹たか奈なから守るためだ。

「ほい。お待たせ」

　自分のためにはホットコーヒーを汲くみ、二つの飲み物を持って一かず大ひろは席に戻る。

「……で、君は誰なんだ？」

　改めて、目の前のゴスロリに尋ねる。

「いいい、言ったでしょ！　あたしは星ほし川かわ早少女さおとめ！　あなたのクラスメイトで、つきあってる恋人でしょ？　この通り一いち目もく瞭りよう然ぜん！　誰が見てもはっきり分かるこの違い！　お客様満足度ナンバーワンッ！」

「自分で違いとか言っちゃってるよ」

「はわぁうううっ！　しまったぁっ！」

　あたふたと両手を振り回す謎の美少女Ｘ。まるで暗あん黒こく舞ぶ踏とうだ。

「クラスメイトなら分かるよね？　オレの隣の席は誰？」

「え？　えーと、そ、それはその……そ、そうよ！　もちろんあたしに決まってるじゃないっ！　恋人同士なんだから当然よ。ふふん。そういう引っかけ問題に騙だまされるとでも思ったの？」

「不正解。席、離れてるだろ？」

　早少女が告白──普通のじゃないけれど──したのは席決めの後だ。今の二人の間柄は、別に反映されていない。

「え？　ち、違うの？　そんなまさかっ！」

「だいたい早少女、今は仕事で録音スタジオ入ってるはずだし」

「え？　えええっ？　そ、そうよね。仕事中なのよね。えーとえーと……そ、そうっ！　あたしはあなたを愛する気持ちが生み出した星川早少女のドッペルゲンガー！　愛する気持ちだけが純粋に実体化したもう一人の自分なのよっ！」

　ダメだ。

　何か思惑があるらしいので、できれば向こうから話して欲しかったのだけどこの子が素直に説明してくれるのを期待するのは無理か。

　だったらもうズバリ言ってしまう以外はない。

「君、早少女の妹さん？」

「はわうっ！　何な故ぜそれをっ？」

　謎の美少女Ｘ──というか、早少女の妹（推定）が飛とび退のいたが、元々座っているのでファミレスのソファに背中を押しつけただけだった。

「いや。だってまず顔がそっくりだし」

　赤の他人とは思えないほど似ている。

「え？　そっくり？　うふ、うふふ……。そっかぁ。あたしとお姉ちゃんがそっくり……。うふふふふっ！」

　両手を頰ほおに当てて、嬉うれしそうにくねくね身をくねらせる。

「はあうっ！　そーじゃないわ！　違う違うそーじゃないのよ違うのよ！　あたしはニセモノなんかじゃなく星ほし川かわ早少女さおとめその人っ！　ずばり当人まさに本人これぞ本物！　それ以外の何者でもありませんっ！」

「似てるけど、よく見ると違うのは分かるよ。髪の感じとか、鼻や顎あごの微妙なラインとか」

「……わ、分かっちゃうの？　やっぱり？　あたし、お姉ちゃんとは違う？」

　別人だから別人と言ったのに、謎の美少女Ｘは妙に大げさに狼ろう狽ばいした。

「だいたい早少女のつもりだったら、何で最初に『謎の美少女Ｘ』なんて名乗ったんだよ。意味ないだろ、それ。それにあいつ、オレの前じゃ自分の事『ボク』って言うし。よく似てるけどやっぱり顔違うし」

「はわうっ！　何という失態っ！　外見だけじゃなく、そういう部分のリサーチでミスを犯してたなんて、この星川鈴りん音ね一生の不覚っ！　お姉ちゃんに変装して一気に既成事実を作ってしまうという完璧で完全で無欠で無む謬びゆうな計画がっ！」












「完璧でも何でもないって。それに既成事実って何だよ？」

「既成事実っていうのは……その……既成事実よっ！　条例で規制されちゃうような事実なのよっ！」

「……真っ赤になって恥ずかしがるくらいなら言うなよ」

　星ほし川かわ鈴りん音ね──とりあえず名前は分かった。

　あと、性格がナニな事も把握。

　早少女さおとめ自身、以前教室で伊だ達てメガネ掛けて地味にしていた時とその後の超美少女モードでずいぶん印象が違うが、それでも間違いなく同一人物だ。

　謎の美少女Ｘこと早少女妹であるところの星川鈴音はそっくりさんレベルではあっても、ちゃんと別人として区別できる。

　特に気になるのは胸──さすがに本人には言えないけれど。

　最初に見た時からちょっと違和感があったが、走って逃げた時に確信した。

　胸のサイズが小さいから、揺れ具合が早少女とは違う。

　人の顔や姿をしっかり覚えて間違わない記憶力がなければ『みんなのいい人』なんて務まらないのだ。

　ましてそれが自分自身の彼女の顔なら、似ている別人と混同したりはしない。

　たとえニセ彼女ニセ彼氏の間柄でもだ。

　だからこそ確信をもってキスをブロックした。

　早少女本人からだって防いだのに、ニセ彼女のニセモノに唇を奪われてたまるか。

　要するに鈴音は早少女のフリで一かず大ひろに近づいたはずが、焦ってテンパってたのか、単に性格がマヌケなのかは知らないが、自分でキャラ設定を忘れたらしい。

　謎の美少女Ｘというのもパニクって口走っちゃったのだろう。

　問題は、この子が何のためにそんな事をしたのかという事だ。

　正体を自白しちゃったのが恥ずかしいのか、鈴音はまだピンクに染まった顔をうつむき加減にして、鮮やかなグリーンのメロンソーダをストローで吸い上げている。

　このあたりも早少女とは違う。

　彼女が好きな飲み物はコーヒー。それもブラックか、砂糖抜きでミルクだけというスタイルだ。

　一大が眺めていると、不意に鈴音が顔を上げた。

　じーっ。

　ずいっと身を乗り出し、真顔で、真まっ直すぐに、真正面から、こっちを見つめ返している。

「……」

「……」

　至近距離で見つめ合っていると一かず大ひろは照れくさくなるのに、謎の美少女Ｘはまるっきり動じた様子がない。よっぽど異性慣れしているのか。それとも神経が図太いのか。

「で、だ。星ほし川かわ鈴りん音ねさん」

　マグカップで湯気を立てるコーヒーをかき混ぜる事で視線を逸そらし、一大は訊たずねる。

「どうしてこのあたし星川鈴音の名前をっ？」

「いや。さっき口走ってたし。今も言ってるし」

「はわうううっ！　この星川鈴音一生の不覚っ！」

「ほら、また言った。一生の不覚って、オレと会ってからそのフレーズ二回目だよ？」

「一生の不覚を二回もやっちゃうなんてまさに一生の不覚！　これは一生では足りなくなっちゃう！　生まれ変わった次の人生はノーミスパーフェクトクリアしなくちゃ帳尻が合わないわっ！」

「いや。その考え方が根本的に間違ってると思うな、オレは」

　人生は一度きりだ。

　失敗フラグが立ったからってセーブポイントまで戻ってやり直すなんてのは無理。

　そんな事が可能なら、今すぐ引き返してニセ彼氏の話を断る。

　いや、自分が断ってしまったら三人とも困るだろうから、何とかこんな風にこじれないようにするしかないのか。

　しかしまあ、何が何やら訳分かんない状況だけど、やるべき事だけははっきりした。

　まずは目の前のこの子から、ちゃんと話を聞き出すしかない。

「落ち着いて。君の正体が分かったからって、叱しかるとかそういうつもりじゃない。オレの事は、お姉さんから聞いたの？」

　訊ねると、鈴音はコクリと肯うなずいた。

「歳としは？」

「一四歳」

「じゃあ中二？」

「ううん、中三。来月誕生日だから」

「じゃウチの妹と同い年か」

　これはコミュニケーションにおける基本技の一つ。

　分かりきった事でも、質問と回答のやり取りで相手との間に回路を作る。そこからだんだん対話を深めていく。

　答がイエスかノーの問いは簡単に答えやすい反面、そこで話が止まってしまう。だから相手が自然と言葉を費やす『開いた質問』へとシフトしていく。

　さらに相手の言葉に同意したり、ちょっとした共通点を挙げたりすれば心理的な距離は縮まり、話を進めやすくなる。

　彼女が欲しくていろいろ研究している時に本で読んだテクニックだ。

　今まで実際に使う機会はほとんどなかったのが、まさかこんな形で役に立つとは予想外だった。

　それを言ったらニセ彼女の妹がいきなりキスしようと飛びかかってきて、熊殺しの幼なじみに追いかけられて逃げるなんて状況そのものが、そもそも絶対に予測不可能。

「で、一体どういう目的であんな事したんだ？」

　スプーンを左手に持ち替え、右手をテーブルの下に隠す。

　さっきこの子のキスを受け止めた手が、何となく照れくさい。

「あんな事って？」

「だから早少女さおとめのフリして──ってできてなかったけど──待ち伏せしていきなりキスなんかしてきた事だよ」

「重要なのは何よりも第一印象のインパクト！　マンガやアニメだと最初の出会いでだいたいのところが決まっちゃうじゃない？　転校初日にいきなりパンくわえて曲がり角でぶつかるとか、空から降ってくるとか。あなたと付き合うためには、まず奇襲で致命傷を与えるべきなのよ！」

　何だか鷹たか奈なから教わった打撃系の心得みたいだ。

　地じ力りきに劣おとる側の勝機は不意打ちの一撃必殺だけ。自分でもプロのボディガード相手に試して成功させた戦術。

　それにしたって女の子が唇で殴ってくるのは、かなりキツい反則攻撃だ。

　普通の男だったら食らっただけで確実に轟ごう沈ちんするんじゃないだろうか。

「だから君がオレとつき合うなんて話が、どこからどうやって湧わいて出たんだ？」

　誰でもいいから彼女が欲しいと思っていた頃なら、こんな嬉うれしい申し出は何の疑問も抱いだかずに喜んで受け入れていただろう。いきなりのキスだって防いだりしなかった。

　だけど今は事情が違う。

　ニセ彼氏を三件も引き受けている身だ。

　彼女たち三人の問題が円満解決してお役御免になるまで他の女の子とつき合う訳にはいかないし、彼女を持つのが楽しいばかりじゃないのも理解している。

　みんなに親切にするのと、大切にしなきゃならない特定のパートナーがいるのでは全然意味が違うのだという当たり前の事も、経験するまでは理解できていなかった。

　いくら知り合いの妹でも初対面の女の子から突然告白されて、『はいそうですか』と受け入れるほど脳天気じゃない。

「そ、それはその……お姉ちゃんのためよっ！」

　鈴りん音ねは両手を、膝ひざの上でぎゅっと握りしめる。

「はあ？」

　意味不明の回答に、一かず大ひろとしては語尾を上げて首を傾かしげるしかない。

「全すべてはお姉ちゃんのため！　ハイルお姉ちゃん！　ビバお姉ちゃん！　ブラボーお姉ちゃん！　バンザイお姉ちゃん！　あたしの全てはお姉ちゃんのために捧ささげられるのよっ！」

　宗教的とさえ言える忘我の表情で、鈴音はうっとりと天を仰ぐ。

　おい待て。そっちに早少女さおとめはいないぞ。

　あいつは今、どっかのスタジオで収録中だぞ。

「えーと……まず早少女は一人暮らしで家族とは別居してるんだよな？　そもそも君はオレの事をどんな風に聞いている訳？」

　どうも鈴音は独り合点というか、先走りがちで話がスムーズに通じない。まず前提条件を明らかにしなければ。

　そう思って訊たずねたのだが──。

「あーっ！　早少女なんて呼び捨てにしてたっ！　ずっとそう呼んでるという重要ポイントに今まで気づかないなんて、この星ほし川かわ鈴音何という不覚！　不覚静かに潜行せよ！」

　ざわっ！

　鈴音の大声に、店内の注目が集まる。

　何しろ正体不明で目立つ服装の組み合わせだし、鈴音は早少女によく似ている。

　つまり誰もが注目しちゃう飛びきりの美少女なのだ。

　厳密に評価すれば早少女の方がちょっと上──というのが一大の評価だけど。

　ニセでも彼氏だからひいき目で見てしまうのかも知れないけれど、やっぱり頰ほおの線とか眉まゆの感じとか、似ているけれどはっきり違うから、好みの違いは出てしまう。

　さすがに他の客も店員も、鈴音と違って常識人なので、いつまでもジロジロ見たりはしないでそそくさと視線を逸そらす。

　しかしこの子、意外に些さ細さいなポイントに気がつく。

　思考回路がねじくれて変な角度でループしているだけで、注意力そのものは鈍くない。

　これは下へ手たな事を口にしたら墓穴を掘る。用心しなければ。

「……つまり、早少女はオレの事を彼氏だって紹介してるのか？　家族にも？」

　ニセ彼氏じゃなくて？

「家族っていうか、あたしだけよ。あなたの事を知ってるのは。我が家でもお姉ちゃんが一番信頼してるのはあたしなんだから！」

　一かず大ひろはあたりをはばかって声を潜めたのに、鈴りん音ねは周囲の視線が気にならないのかハキハキした声で答える。

　正体バレも含めて一生の不覚が連続しすぎて開き直ったらしい。

　どうすりゃいいんだ、これは。

　ニセではなく本当の彼氏だと妹にまで話しているのだとしたら、一応はその設定に合わせて話をした方がいいのか。

　まあ両親にまで話していないのはいい。

　真さな愛えのケースでも痛感しているが、ニセの恋人でしかないのに家族ぐるみのつき合いなんて事になったらやっかいだ。

　家族にも事実を話していないという事は、つまりバレたら早少女さおとめが困るという事な訳で。

　しかし妹だけとは言え、そもそもどうしてそんな風に説明したのか。

　早少女の真意が不明だから、安易に事実を喋しやべっちゃっていいのかどうかが分からない。

　本人に確かめようと思ったけれど、今日は早少女にとって転機となる新作アニメ『幻げん葬そうのソワレ』の収録日。仕事中は当然ケータイの電源も切っているだろう。

「……で、再確認。早少女はオレの事をどんな風に話してるんだ？」

　だから、目の前の当人に探りを入れるしかない。

　鷹たか奈なの彼氏としては最強拳けん法ぽう家か、真愛の相手をする時は教養ある紳士。それぞれ無む茶ちやなキャラを押しつけられている。

　さすがに早少女が妹に変な設定を吹き込んでいるとは考えにくいけれど、万一話に食い違いが生じたらどんなトラブルが湧わいて出るか分かったもんじゃない。

「ふふっ。気になるんだ？」

「そ、そりゃそうだよ」

「まあ、このままならお姉ちゃんと結婚して、あなたがあたしのお兄ちゃんになってたんだもんね。妹の評価はやっぱり気になる、と」

　ぶっ！

　思わずスプレーしたコーヒーを、とっさに右手でブロックする。

　すっかりこういう反応だけが素早くなってしまった。

「むむむっ？　『お兄ちゃん』に反応？　まさか妹属性？　それなら話はスムーズっ！」

「そーじゃないっ！　いきなり不意打ちで変な事言われたからビックリしただけだ！　だいたい本物の妹がいるんだから、そんなのは呼ばれなれてる！　だいたい君が妹って、早少女さおとめは結婚の話とかしてるのか？」

　汚れた手をペーパーナプキンで拭ぬぐいながら、再度訊たずねる。

　何がスムーズなのかも気にかかるが、まずは状況把握が優先だ。

「お、お姉ちゃんはそこまで言ってないわよ！　だいたいお姉ちゃんが男の人とつき合うようになったのだって、信じられないくらいの進歩っていうか回復なんだし」

「まあ事情考えれば、家族が心配するのは当然だろうな」

「だけどお姉ちゃんは、あなたの事をクラスメイトで、優しくて、誠実で、ちょっぴり優柔不断で煮え切らないところがあるけど強くて頼りになる人だって。仕事にも理解あって、一生懸命応援してくれるとも言ってた」

「そ、そうか……？」

　最初は『作り話に調子を合わせる事ができて、秘密を守ってくれる』『しかも自分が弱みを握ったので主導権を取れる』という理由でチョイスされただけだった。

　ニセ彼氏という本質は変わらないとしても、彼女がそんな風に評価してくれているのは素直に嬉うれしい。

「ちょ、ちょっと待て。つまり君の認識ではオレは『尊敬する姉が信頼する彼氏』って事だよな」

「おおっ！　自分でそこまで言うっ！　恥ずかしげもなくっ？」

「これは話を整理する都合っ！　オレだって照れくさい。で、どうして君はそんなオレにいきなり抱きついたり、つき合えって言ったりしたんだ？　さっきからオレはそれを知りたいの！」

　ニセだと隠して彼氏の事を話すんだから、姉妹仲もいいはずだ。

　女同士と男女の違いはあるにせよ、一かず大ひろと妹の間では色恋沙ざ汰たの話題はほとんど出ない。特に、具体的につき合っている人の話なんて皆かい無むだ。

　しかし仲良し姉妹なら何でいきなりキスとか略奪愛に走る？

　姉の恋愛を温かく見守ったり、せめて面白がって囃はやすのが普通じゃないか？

　思いつく可能性はたった一つしかなかった。

「まさか大好きなお姉ちゃんが持ってるのと同じのが欲しいけど、この世に一つしかないから奪い取っちゃえ、とか？」

「どうしてそうなるのよっ？　そんな事をしたらお姉ちゃんが悲しむじゃないっ！」

「え？　違うの？」

　妹として姉を悲しませたくないなら、どうして彼氏を奪い取ろうとする？

　まあ実際にはニセ彼氏だから、強奪されても早少女さおとめは多分悲しまないんだろうなぁ。

　オレはちょっぴり悲しいけれど。

　目的があってのニセ恋人だから、いつかは卒業というかクリアというかお終しまいになる。

　それ自体は喜ばしい事のはずだ。

　女の子の方はトラブルや課題が解決し、一かず大ひろだって晴れて本当の彼女探しを始められる。

　だけど理屈で理解している内容と、感情の部分がきれいに一致しない。

　もちろん三件同時がややこしくて危険というのは動かしがたい事実。

　決してハーレムでウハウハなどというモノではない。

「確かにお姉ちゃんとあなたが心の底から愛し合ってつき合ってるなら、その仲を裂くのはあまりにも許し難い、非情の行いよ。鬼よ、悪魔よ、羅ら刹せつよ、夜や叉しやよ！　デビルよサタンよデーモンよっ！」

　はい。ごめんなさい。

　心の底から愛し合ってる訳じゃありません。

　ニセの彼氏です。

　でも向こうから頼まれたんです。

　こっちがお願いした訳じゃありません。

　なのにどうしてここまで言われなきゃいけないのか。

　早少女が妹向け公式見解の中でさえ欠点として挙げた己の優柔不断、煮え切らない性格が恨めしい。

　しかし早少女本人が『本当の彼氏』という風に伝えてあるなら、一大としてはその設定を守るしかないのだ。

「だけどお姉ちゃんには恋よりも大事な事があるのっ！」

「役者の仕事か？」

　そもそもニセ恋人になったのも芝居の勉強のためだ。

　早少女の情熱、そして実力は、一大だって何度となく目まの当あたりにしている。

「そうよ。それを理解してるなら話が早いわ。これ、読んでみて！」

　鈴りん音ねはスマートフォンを取り出した。

「えーと……『お姉ちゃん、コミックス送ってくれてありがとう。主演じゃなくなったのはちょっと残念だけど、ちょっとえっちな原作よりもこっちの方がいいってママもパパも安心してます』？」

　画面に表示されているのは、ごく普通のテキスト。

　日付からすると送信済みメールだった。

「はわわうっ！　何読んでんのよっ？」

「いや。だってそっちが読めって言ったんだし」

　星ほし川かわさん家ちの事情を知らせるためだと思って、言われた通り素直に読んでしまった。

　小学校時代は人気子役としてストーカー被害に遭い、中学時代は半ば引きこもりで、高校に入ってから声優として芸能活動再開。

　きっといろいろ葛かつ藤とうも反対もあったのだろう。

　自分が親の立場でも、すんなり賛同はできない。

　早少女さおとめの一人暮らしも、恐らくは一筋縄ではいかない事情の産物だ。

　実際、もう一度ストーカーに襲われたりもしたし。

「それじゃない！　それじゃないのよっ！」

　大慌てで取り戻したスマートフォンに鼻の頭がくっつきそうなほど顔を近づけて操作し、別のページを呼び出してから再度一かず大ひろへと突き出す。

「こっちよ！　見せたかったのはこっち！」

　今度表示されているのは匿とく名めい掲示板。『幻げん葬そうのソワレ』が連載されている雑誌の読者が集まるスレッドだ。

『今月号、神じん保ぼう町ちようでげと。幻げんソワのスタッフキャスト発表』

『さつきほしみって誰？　新人？』

『なかよしベイビーとか出てるよ』

『あの声の幼女は萌もえる』

『お前らアニメだけじゃなくて人形劇チェックしろ』

『オタアニメ出てないから知名度低いけど実力派だよね』

　ログを見ると、さつきほしみ＝早少女が話題の中心のようだ。

　所属事務所の公式プロフィールでも芸歴くらいだけで、写真や誕生日なども伏せられているせいか、かえっていろんな憶測を呼んでいるらしい。

『何で顔非公開なの？』

『きっと本物の幼女なんだよ』

『次号グラビアあるぞ』

『写真ならアニメ雑誌の方が多分早い』

　読んでいるうちに一大の口元が緩んできた。

　仕事そのものは本命企画が流れたせいで泥どろ縄なわっぽく決まったものだが、注目度は高い。

　しかも早少女がこれまでやってきた仕事も、ちゃんと評価されている。

　確かにこれは声優としての大きな転機になりそうだ。

「何にやついてるの？」

「あ……いや、その……。早少女さおとめの人気が出そうで嬉うれしいなって」

「なるほど。お姉ちゃんが選ぶだけの事はあるわね。『お前はオレだけの女だ。他人に笑顔を振りまくなんて我慢できない。芸能活動なんか今すぐやめちまえ』なんて言い出すような男じゃなくてよかった。もしそうだったら……」

「だったら？」

「この場で瞬殺してた」

「待て、おいっ！」

　冗談には聞こえない。

　と言うより、思い詰めた表情でスカートの膝ひざに乗せた拳こぶしをぷるぷる震わせている姿は、どう見ても本気だ。

　これが芝居だとしたら鈴りん音ねは演技力も早少女並みという事になるが、それはない。

　この子は明らかにうっかりさんだ。それも超一級三つ星クラスの。

　演技ができるなら『謎の美少女Ｘ』なんて名乗ったりしない。

「話を本題に戻すぞ。これと、君がオレのところに現れた理由に何の関係があるんだ？」

「見れば分かるでしょ。これからがお姉ちゃんの正しよう念ねん場ばなの！　もしそんな時に彼氏がいるなんて発覚したらどうなると思うのっ？」

　ビシッ！

　一かず大ひろの鼻先に人差し指が突きつけられる。

「えーと……あんまりいい話じゃない……かな？」

　うっかりさんは自分の方かも知れない。

　向こうから頼まれて引き受けたせいもあって今まであまり考えなかったが、早少女がアイドル声優として有名になると『彼氏』の存在は決してプラスにならない。

「で、でもまあ……最近だと結婚出産しても人気あるアイドルとかもいるし……」

「結婚ならまだしもいきなり出産っ！　まさかお姉ちゃんとそんな事までっ？　殺す！　死なす！　刺殺して絞殺して撲殺して毒殺して轢れき殺さつして惨ざん殺さつして謀ぼう殺さつして、即死させて悶もん死しさせて憤死させる！」

　鈴音の体から殺気が立ち上る。

　見た目はかよわい女の子だが、油断してはいけない。

　外見だけなら鷹たか奈なだって普通の女の子なのだから。

　あ、違うか。普通よりかわいいし、胸は標準を超えたサイズだけど。

「ま、待てっ！　やってない！　そーいう事は一切やってないから！　キスだってまだなのに！」

「ホント？」

「ホントホント！」

「絶対？」

「絶対に！」

「神様に誓う？」

「神様じゃなくて早少女さおとめに誓ってやってないっ！」

　一かず大ひろは神を信じない。存在を疑うという意味ではなく、信用しないという意味で。

　同じ日にニセ彼氏の依頼三連発なんて、運命のいたずらなどという生やさしいものではなく運命の嫌がらせ、フェイタル・ハラスメントだ。

　だから不実で気まぐれで信頼できない神じゃなく、この場で一番重要な存在の名前を掲げて誓約した。

「……お姉ちゃんにかけて誓うなら信じてもいいわ。そうよね。お姉ちゃんは神より偉大だもんね」

　ファッションとして普及していても、やっぱりゴスロリというのはどこか非日常感をまとった服装だ。

　血の紅と闇やみの黒と虚きよ無むの白を凝縮させたような姿で言われると、死ぬだの殺すだの言うのが完全な冗談には聞こえない。目つきもどこか怪しいし。

「でも、たとえあなたがお姉ちゃんに手を出してないとしても彼氏がいるというだけで充分な致命傷なの！　さっきアイドルファンの話をしたけど、声優ファンはなまじのアイドルファンよりもピュアなんだから！　シャイで傷つきやすいトゥーデリケートハートの持ち主なのよっ！」

「そ……そうなのか？」

　それなりにアニメも見るし、オタク系女子に頼まれて情報収集をした事もあるけれど、正直なところアイドルにも声優にもそれほどディープな興味はない。

　早少女とつき合って──ニセ恋人だけど──からも、一気に声優そのものの内情に触れる事になって、ファンの生態には全然詳しくないのだ。

　ストーカーとは激突した事があるけれど、あれは声優というより子役時代から追いかけている悪質な奴やつのなれの果てだったし。

「そうなのよ！　たとえ清らかなお付き合いであったとしても、彼氏がいる──いいえ、過去につき合ってた人がいると判明しただけでも！　いいえ！　ちょっと親しい男性の存在を匂におわせただけでも、たちまちお姉ちゃんはビッチビチのビッチ扱い！　ちゃっぷちゃっぷらんらんらんよっ！」

「そりゃさすがに考えすぎじゃあ……」

「甘いっ！　甘いわっ！　甘すぎるっ！　アスパルテームの三万倍は甘く、しかもカロリーオフッ！　ダイエットの時は糖分より適切っ！」

「カロリーは別に関係ないだろ」

　というかこの場合は高いのと低いの、どっちがいい事になるんだ？

　それにダイエット甘味料だけだと脳にエネルギーが行き渡らないぞ。

「過剰な清純を求める者ほど、裏切られたと感じた時の反動は強烈な上に強大で凶暴に狂奔するわ！　クリスマスに公式ブログの更新がないだけで、即座に今夜は彼氏と一緒に違いないとか邪じや推すいされちゃうんだから！」

　そういう話は、一かず大ひろも小耳に挟んだ事はある。

「ネットでは叩たたかれ、ブログは炎上し、抗議と嫌がらせのメールは所属事務所の業務に支障を来きたすほど大量に送られてくる事必至っ！　事務所の前では抗議デモが繰り広げられ、機動隊でも鎮ちん圧あつできずについには自衛隊が出動！　これを好機と見た米軍と中国軍の介入によってとうとう第三次世界大戦がっ！」

「ない！　それはない！」

　声優ファンの不満──というか自分一人がきっかけで最終戦争が勃ぼつ発ぱつしてたまるか。

　いくら神の嫌がらせが続いてもそれはない。

　そんなのはギリシャ神話の中の話だ。

　確かトロイア戦争はたった一人──ヘレネという美女を巡って起きた。

　さらに根本に遡さかのぼると『自分が一番きれい』と主張する三柱の女神の争いが原因だ。

　結婚を守護し、権力を握るヘラ。

　男にも負けない強さを持つ戦いくさ女神アテナ。

　そして最も美しいアフロディーテ。

　審判役を務める羽目になったパリスという男に三女神がそれぞれ『人の世を支配する力』『あらゆる戦いにおける勝利』『世界最高の美女』をワイロとして提示し、結局最後の『美人』が選ばれたのだ。

　ぶんぶんっ！

　一大は頭を振って、思わず浮かび上がってきたイメージを振り払った。

　さすがにこの顔触れから三人を思い出すのは、連想の暴走だ。

　あくまでニセ彼氏でしかない自分には三人の格付けをする権利も資格もないし、別にワイロを提示されている訳ではない。

　ましてそのワイロが、当の三女神とは別の美女だなんて。

「まあ、さすがに戦争はオーバーだけど、アイドルっぽく売り出すのなら、彼氏がいるってのは問題かも知れないな……」

　だけどこっちは早少女さおとめから頼まれてやってる訳で。

　もしも向こうから『仕事を続ける上でマイナスだから、別れようね』って言われたとしたら、一かず大ひろとしては素直に了承すべき──なんだろうか。

　単純に理屈で考えればニセ三みつ股またがニセ二ふた股またになるので、負担がちょっと減るのだけれど、全然平気かと言われると、やっぱりちょっと寂しい。

　彼女が欲しくて『嫌われない男子』のマニュアルに従い、みんなのご機嫌うかがいを続けてきた一大にとって、常識に縛られない早少女は一緒にいるだけで刺激される楽しい女の子。

　本当の彼氏彼女じゃなく、秘密を打ち明けてもらえる親しい友人としてであっても。

　鈴りん音ねが言う事──もちろん世界大戦じゃなくてファンがデリケートというあたり──が本当だったら、その程度の存在であってもファンにとってはジェラシーの対象になってしまうのか。

「でも現に学校でも誰にもバレてないし、大丈夫なんじゃないかなぁ……」

「このグラビアを見なさいっ！」

　そう言って鈴音が取り出したのは、さっきの掲示板でも話題になっていたアニメ雑誌のページだった。正確には、その一部。早少女たち『幻げんソワ』主演声優のグラビアとインタビューのページである。しかも紙質が普通じゃない。

「まだ発売前だけど特別に見せてあげるわ。内容チェック用にお姉ちゃんに送られてきたプリントを借りてきたの」

　ページに目を落とし、一大は思わず息を飲んだ。

　早少女が美人なのは知っていた。

　いや。知っていたつもりだった。

　写真の中、白を基調にたっぷりのレースで飾られたワンピース姿の『さつきほしみ』の美しさは記憶している早少女よりずっと上質で、異質だった。

　もちろん彼女の魅力は外見だけじゃない。

　最初にニセ彼氏を引き受けてしまった理由は、正直なところを言うと見た目がかなりの部分を占めていた。

　でも、今はそれ以上に頭の回転の速さや鋭いウィット、それに仕事に対して真剣なところが何よりも素敵だと思う。

　だけどそういうところはカメラには写らない。

　だからこの写真は早少女さおとめの美び貌ぼうという素材の魅力を一〇〇パーセントどころか二〇〇パーセント、一〇〇〇パーセントも引き出している。

　カメラマン、スタイリスト、メイク──早少女も属している『プロ』の世界で、己の仕事に誇りと責任を持つ人々が力を尽くした成果だ。

「……すげえな、早少女……」

　自然な感想が、思わず口を突く。

「その目に焼き付けるがいいわ！　お姉ちゃんの女神の如ごとき神こう々ごうしい美しさをっ！　これを見たら今まで気づかなかった人の心にだって永遠に消えない聖像イコンがしっかりと刻みつけられるのは間違いなしっ！」

　にしても、鈴りん音ねの感想はちょっとひいきのしすぎだろう。

　一かず大ひろがこの写真の凄すごさを理解できるのは、あらかじめ素顔とそれ以前の地味モードの両方を知っている上に、彼女を通じて『プロの仕事』全般に着目し、敬意を払う心の準備ができているからだ。

　そうでない普通の読者が目にしても、単に『かなりかわいい新人アイドル声優』で終わっちゃうんじゃないだろうか。












　確かに一緒に写ってる他の共演者に比べたらレベルが五つくらい上だけど──って、これはこっちがひいきしすぎか。

　少なくとも他の声優のファンにとっては、それぞれ自分にとっての一番のはず。

　いろんなカップルで、それぞれが自分の彼氏彼女が最高だと思っているのと同じで。

　例えばクラスメイトのミキにとって、タケシ以上の男はどこにもいないだろう。

「む、むしろこれだけきれいだと学校にいる時とイメージ違うし、芸名使ってるし、早少女さおとめ自身もいろいろ気遣ってるし。大丈夫だよ。バレないって」

　ニセ彼氏を終わりにしたいのかしたくないのか──自分でもよく分からないまま、一かず大ひろは現状を維持するためのセリフを口にしてしまう。

　これが『煮え切らなさ』であり、状況をややこしくしている原因だとは分かっているのだけど。

　実際クラスの中にもかなり濃いめのアニメマニアがいるが、そいつも『さつきほしみ＝星ほし川かわ早少女』という事実には気づいていない。生の声を教室で聞いているのに。

「絶対にバレないって保証はないわ！　『幻げんソワ』はお姉ちゃんが今まで出ている作品とは声優ファンの注目度が違うのよ！　さっきのスレを思い出しなさいっ！」

「確かにそうかも知れないけど……」

　そう言ってから、一大は不意に本題を思い出した。

「ちょ、ちょっと待って！　話を戻そう。早少女の人気が出そうだって事や、そのために彼氏がいたらマズいってところまでは一応分かった」

「じゃあもし『別れて』って頼んだら別れてくれるの？」

「分かったってのは納得したって意味じゃない。単に理解したって事！　だいたい今から別れたって、早少女とオレがつき合ってるのはクラスのみんなが知ってるんだし」

　これはかなり抑えた表現。

　実際にはクラスのみんなどころか学校中に知れ渡っている。

「そうっ！　まさにそれこそが問題なのよ！　だからこそこのあたし、星川鈴りん音ねが解決に乗り出したんじゃない！」

「えーと……君がいきなりオレに抱きついてくる事が、何の解決になるんだ？」

「だから！　今まであなたとつき合っていたのはお姉ちゃんじゃないの！　実はこのあたしこそがあなたの恋人だったという事にすれば、お姉ちゃんの清純さは保たれたまま！　どうよ？　この一いち分ぶのスキもない完璧なプランっ！」

「はあ……？　どういう意味ですか、それは？」

「あたしがあなたのクラスメイトの『星川早少女』になって、お姉ちゃんには声優『さつきほしみ』に専念してもらうの！　これで問題はクリアよ！」

　何だ、その穴だらけの計画は。

　いや。穴というのは少なくとも縁ふちはしっかり実体があるから、開いている部分が穴と呼ばれるのだ。

　確かさゼロの計画は穴だらけでさえなく、虚うつろな空間にほんのり煙が漂っている程度。

「えーと……クラスのみんながオレたちの事知ってるんだから、実は君だったっていうのはさすがに無理がある設定じゃないかなぁ……。教室でも結構イチャイチャしてたし」

「なんとぉーっ！　あたしの目が届かないと思って、お姉ちゃんとそんな恥ずかしい事までっ？　爆殺して扼やく殺さつして抹殺しなくちゃ！」

「待て！　待ってくれ！　恥ずかしいって言っても、普通のバカップルレベルだから！　だいたいウチの学校内での事に中学生の目が届かないのは当たり前だし！」

　恥ずかしくない、とは言えない。

　実際恥ずかしいのだから。

　普通のバカップルというのは、普通に恥ずかしいという事である。

「だいたい君が早少女さおとめと入れ替わるって無理ありすぎだろ！」

「どうして？　クラスメイトはお姉ちゃんが地味っぽくメガネっ娘こになってただけでその美に気づかない『♪節穴アイならスルー力』の群でしょ？　それなら彼氏公認よく似てるで賞のあたしがすり替わってもバレないはず。このグラビアと普段のお姉ちゃんとあたしと、似てるのはどれとどれよ？」

「そりゃまあいつもの早少女と君の組み合わせが似てるって言えば似てるんだけど、重要な問題があるぞ」

「この星ほし川かわ鈴りん音ねのパーフェクトプランに何の問題が？」

「一四歳がどうやって高校二年のクラスに入り込む気だ？」

「はわうううっ！　意外な盲点っ！」

「意外でも何でもないから。常識の第一歩だから、これ」

　鈴音が本気で驚いてるという事実に、一かず大ひろは驚きよう愕がくせざるを得ない。

　何も考えてなかったのか、こいつ。

　いや。そもそもまともに考えていたら、姉から話を聞いているとは言っても見ず知らずの男性にいきなりキスしようとしたりはしないか。

「そ、そこはほら！　誰にも言わずにこっそり入れ替われば！」

「つまり早少女が事実上学校辞める事になるけど、それで構わないのか？　あいつ自身が希望してるから、仕事しながら通ってるんだろ？」

「意外な盲点その二？」

「だから意外じゃないって」

　メガネかけて地味にしていた頃の早少女さおとめは友達が少なく、クラスメイトともあまり話していなかったけれど、つまらなそうとか辛つらそうには見えなかった。

　学校行事の雑用なんかも嫌がらずに引き受けていたけれど、今にして思えばあれは仕事が忙しい中で何とかやりくりしていたのか。

　正体がバレないように周囲とは距離を置きながら、それでも学校という場の空気を楽しんでいたというのが、一かず大ひろが記憶している早少女の姿だ。

　対人恐怖症気味で引きこもっていた、失われた中学時代を彼女なりに取り戻そうとしていたのかも知れない。

「それにどれだけ見た目を似せても、もっと重大な問題があるぞ」

「それはっ？」

「頭。早少女、結構成績いいぞ」

「はわわうううっ！　それこそがまさに盲点っ！　大おお喜ぎ利りのコーナーでございますっ！」

　学年トップクラスではないけれど、クラス内では上位をキープしている。記憶力がよくて頭の回転が速いと言っても、実は本業が忙しくて時々欠席する事まで考えると陰でかなりの努力もしているのだろう。

　これも、早少女が学校という場を尊重しているひとつの証あかしだ。

「た、確かにあたしはお姉ちゃんに比べれば勉強もできないっていうか……。もしあたしが高校に入って『星ほし川かわ早少女』としてテストを受ければ、絶対に点数は壊滅して撃げき滅めつして破滅してしまうわ！　それではお姉ちゃんの名誉と栄光を著しく傷つけちゃうっ！」

「変装の方はそんだけ頑張っても、テストの点数を努力でどうにかしようという発想はないのか、おい？」

「人間向き不向きというものが……絶対に乗り越えられない壁があるのよ」

「あっさり言うなよ」

　頭を抱えて大げさに苦悩する鈴りん音ねに、一大の方が頭を抱えたくなった。

　いやまあ、ここで必死に食い下がられたらかえって困るのだけど。

「この際はっきり言おう。君はうかつでおまぬけさんな性格だ」

「ううっ！」

　大げさなポーズで鈴音が構える。

「やる気はあっても精密さは全然ない。早少女と違って、別人のフリをするとか本来とは違う性格を装うとか他人を騙だまし続けるとか、そういう作業には全然向いてないから」

　残酷な宣告だが、鈴りん音ねに現実を理解させるためには仕方ない。

「何て事なのっ！　やっぱりあたしにはお姉ちゃんの代わりは務まらないっ？」

「そう。絶対に無理。だからおとなしく諦あきらめようよ」

　やっと一回りして本題に戻った。

　要は彼女に、無謀な計画を諦めさせればいい。それで万事解決だ。

「……そう……。やっぱりあなたはそこまでお姉ちゃんに執着しているのね！　あたしじゃ代役にならないと、そう言いたいのねっ！」

「そうじゃないっ！」

　もうこの娘こはどうやって説得したらいいんだか。

　肝心な事は見落としているくせに、ツッコミだけは妙に鋭く素早い。

　間違った思い込みから高速回転で突っ走る、ある意味一番始末に困るタイプだ。

「だいたい君自身はそれでいいの？　好きな人とかいないの？」

　これだ。

　このアプローチならきっと何とかなる。

「好きな人は、もちろんお姉ちゃんよっ！」

「そうじゃなくて！　学校に気になる人とかいるだろ、その歳としなら！」

「クラスの男子なんかみんな子供っぽくて問題外よ。アウト・オブ・問題っ！　アウト・オブ・眼中！」

「問題や眼中も英語にしろよ、せめて」

「じゃあアウト・オブ・アイセンター」

「目の中のつもりか？　その眼科の研究機関みたいな名前は？」

　確か妹も同じような事を言っていたか。

　もちろんアイセンターじゃなく『同い年の男子なんか子供』という奴やつを。

　鈴音の場合、子供の頃から大人に混じって仕事をしている早少女さおとめを見ているからなおさらだろう。本人はかなり子供っぽいけど。

「それにしたって君個人としてはオレに何の不満も不安も無い訳？　今日初めて会って、お互いの事なんか何にも知らないだろ？」

「お姉ちゃんがメールで言ってたもん。とっても誠実で、信頼できる人だって。お姉ちゃんがいいって言う人に、あたしが不満を持つなんてあり得ないわっ！」

　喜ぶべきか、困るべきか。

　家族相手に取り繕う理由なんてないだろうから『ニセ彼氏』への早少女なりの評価という事になるのか。

　不実で信頼できないなんて言われるよりはまあマシだけど。

　そもそもニセ彼氏の事を本物みたいに話す理由が分からない。

　一かず大ひろだって、己の現状については家族には内緒にしてある。

「お姉ちゃんお姉ちゃんって、君自身はどうなんだ？　本当にオレでいい訳？　ちゃんと自分の目で確かめてよく考えてみろよ」

　ずいっ！

　いきなりテーブルを越えるように身を乗り出し、至近距離まで顔を近づける。

　ほとんど鼻の頭がくっつきそうで、確実に息づかいまで感じ取れてしまう間合い。

「えーと……。鈴りん音ね……さん？」

「何？　よく見ろって言ったのはそっちでしょ？」

「その、もう少し顔を離してくれるとありがたいんだけど」

「し、仕方ないでしょ！　このくらいじゃないとはっきり見えないんだもん」

　視界いっぱいに広がる鈴音の顔が寄り目になっている。

「ひょっとして近視？」

　さっきもスマホの画面をかなり至近距離で確かめていたし。

「そうよ。何か文句ある？」

　そう言って、鈴音は自分の席に腰を下ろした。

　全体のシルエットはぼんやりと認識できるけれど、顔かたちや表情は至近距離じゃないと判別不能。細かい文字は顔をくっつけるようにしないと読めないと鈴音は説明した。

「まあ顔は……特にイケメンって程じゃないけど許きよ容よう範はん囲いよね。お姉ちゃんが好きになった顔なんだから、あたしも好きにならないといけないわっ！」

「自分の目で確かめろっていうのは、単純に肉眼でしっかり観察しろっていう意味じゃないんだけど……」

　早少女さおとめがどうかという事は一度棚に上げて、鈴音自身の価値観で判断しろと言いたかったのだけど、この子には難しすぎる言い回しだったのか。

　はぁ……。

　大きくため息を吐ついてから、一大は席を立った。

「どこへ行くの？　逃げる気っ！」

「トイレだよ、トイレ」

　逃げられるものなら逃げてしまいたい。

　だけど緊急避難とは言えタクシーでここまで引っ張ってきたのは自分だし、中学生の女の子を放置する訳にもいかない。

　やっぱり自分が面倒見るべきなのだろう。

　思い込みが激しい上に勢いだけはあるから、顔つき合わせて話をしているとついつい向こうのペースに巻きこまれてしまう。

　トイレに行きたいというのも事実だけど、もっと重要な目的は少し間合いを取って頭を冷やす事だ。

　真さな愛えの一件との立て続けで疲れ切った体をずるずる引きずる気分で、一かず大ひろは店の奥へと歩いていった。




「……悪い男じゃなさそうなのよね」

　背中を丸めてうなだれ気味に歩いていく後ろ姿を見ながら、鈴りん音ねはポツリと呟つぶやいた。

　あの状態だと頼りなさそうだけど、何だかトラブルになりそうな時にいきなり手を引いて助けてくれたところとか、ちょっとやるじゃないなんて思ってしまった。

　ためらわずタクシーに乗るなんてさすが高校生って感じだし、近くで見たら顔だってまあそこそこ。

　少なくとも、クラスの男子なんかよりずっと素敵というのは本当だ。

　だけど、早少女さおとめに釣り合う男だとは思えない。

「お姉ちゃんの相手はもっとかっこよくて、イケメンで、素敵で何もかも最高じゃなきゃダメなんだもんっ！」

　小さな拳こぶしを二つ、胸の前で握りしめる。

「もちろん教養も必要よ。上品で洗練されていて紳士的でマナーを弁わきまえていて、上流階級の中に混じっても遜そん色しよくないレベル。お金持ちなら言う事ないわね。それにスポーツも万能じゃないとダメ。世紀末救世主レベルなら文句ないけど、最低でもお姉ちゃんが悪い奴やつに襲われた時にはパンチ一発でやっつけるくらいの強さは欲しいわ」

　一大がこの場にいたらいろんな意味でひっくり返りそうな事を、鈴音は呟いた。

「そりゃ不意打ちしたこっちが悪かったけど、女の子のキスをいきなりブロックしちゃうような男じゃ失格なの。あそこは優しく受け止めてくれる人じゃないと」

　もう薄れてしまった感触を何とか思い起こしながら、小指の先でそっと唇をなぞる。

　彼の手に触れた部分が、まだ熱く火ほ照てっているような気がする。

　じゃああのキス、成功していたらよかったのか？

　胸に問いかけても、もやもやして納得できる答は返ってこない。

　だって正真正銘、掛け値無しに初めてのキスだし。

　それを会ったばかりの男の人にしちゃうなんて。

「ううんっ！　仕方ないのっ！　お姉ちゃんのためなんだもんっ！」

　小さい頃から憧あこがれだった、きれいで素敵なお姉ちゃん。

　画面の中で演技したり唄うたったりする姿は、妹にとっても誇りだった。

　あの事件の後、お仕事を辞めちゃったのは本当に悲しくて、声の仕事で再スタートするって決めた時には本当に嬉うれしかった。

　事務所やスタジオに通いやすいところで一人暮らししたいという早少女さおとめの希望が叶かなうように一緒に親を説得もした。

　両親はなるべく手元に置いておきたかったのだけど、もう一度芸能活動を始めるにあたって嫌な思い出の現場である自宅を離れ、芸名も改め、生活そのものをリセットして気分を一新したかったのだ。

　一かず大ひろに言われた通り早少女が高校生活も満喫しているのなら、それを奪うような真ま似ねはしたくない。

　何とか姉をスキャンダルから守り、高校生活も送らせるという離れ業はないものか。

　両方の目尻に人差し指を当てて、ぐりぐりねじ込みながら考える。

　考える。

　考える。

　考える。

　ぴきーんっ！

「本当に好きなのは最初っからあたしの方で、学校での事は偽装工作でしかなかったっていうのはどう？」

　天てん啓けい──というにはナニな考えが、鈴りん音ねの脳裏に閃ひらめいた。

　つまり最初からつき合っていたのは一大と鈴音。

　だけど鈴音にラブラブ首ったけな一大は鈴音と離ればなれになるのが我慢できず、このままだと不登校に。そこで見かねたお姉ちゃんが『学校にいる間は代役で我慢して』と、哀あわれな一大を慰めていた。

　これによって一大は辛うじて学校生活を送る事が可能だったのである。

　高速で無駄に空回りする頭脳は、間違った前提から異常な結論を導き出した。

「うんっ！　このシナリオなら完璧よっ！」

　これなら早少女が大人気声優としてマスコミの寵ちよう児じになった時、クラスメイトから『つき合っていた男性がいた』という情報が漏れたとしても、実はニセの恋人関係という事になるからごまかしきれる。

　哀れなクラスメイトをその演技力で救ったのだから、評判アップも間違いなし。

　一かず大ひろがこの場にいたら即座に否定するアイディアだが、鈴りん音ねは満足げな笑顔で何度も肯うなずく。

「あくまでも表向き、周囲が知っているニセの関係なんかいつでも解消できる。本当に愛し合っているのは一大とあたし、これで万事解決よ！」

「何が万事解決だって？」

「え？」

　店の入り口の方から女性の声が聞こえていた。

　近視なので、誰なのかは分からない。

　ただ、ぼんやりしたシルエットでも胸が大きいのだけは分かった。

「見つけた！　絶対に逃がさないよ！」

　音だけでも伝わる強い感情が、その言葉には宿っていた。





第２話　胸を揺らしてハルマゲドン？







「見つけたわ。絶対に逃がさない」

　殺意の籠こもった冷たい声が、敵を射すくめる。

　メインヒロインの磨ま璃り亜あが魔物に襲われている現場に、早少女さおとめ演じるピュセルが駆けつけたシーンだ。

　既にピュセルは超能力を強化するドレス『夜会服ソワレ』を纏まとった戦闘モード。

「待って！　殺さないで！　あれは……友達なの！」

　磨璃亜が訴える。

　眼前で蠢うごめくグロテスクな怪物は、磨璃亜の友達が変化させられたものだ。

　演じるのは、若手の中では人気実力ともにトップクラスと評価も高い、早少女にとっては初共演になる先輩声優。

　台本に印刷されている文字はありきたりなセリフだけど、彼女の口から絞り出された声からは織りこまれた複雑な感情が伝わってくる。

　未知の現象への驚き。

　怪物を前にした恐れ。

　友達を救いたい祈り。

　無力な自分への焦り。

　そして絶体絶命のピンチに現れたピュセルへの期待と、友達を殺されてしまうかも知れないという不安。

　だから早少女さおとめ──ピュセルは磨ま璃り亜あの微かすかな希望を断ち切るべく、無む慈じ悲ひに言い放つ。

　長き戦いに身を置いてきた経験者の実感を込めて。

「さっきまでは友達だったとしても、今は敵よ。敵である以上、確実に仕留めるしかない。不ふ俱ぐ戴たい天てん──同じ世界で生きる事はできない存在になってしまったんだから」

「でも！」

「理解しなさい。もう友達だった日々は終わったの。二度と、仲良しだった頃には、何も知らなかった曖あい昧まいな頃には戻れないのよ」

　それがピュセルにとって絶対の真理。

　たとえ今までどんなに信じ合い、尊敬し合った親友であったとしても、一度魔物になってしまったら──敵になったら絶対の敵同士。

　エゴで、怒りで、嫉しつ妬とで、執着で、悲しみで──小さなきっかけによって、どんな人間でもたやすく怪物へと変わってしまう。

　幼くして才能を見いだされ、過酷な世界に生きてきた者の常識。

　だけど穏やかな世界で生きてきた普通の人間はそれを理解できない事もピュセルは知っている。

　だから諭すように、突き放すように。

　優しさと厳しさを声に込める。

　その決意に応こたえるようにピュセルの手の中に、光の細剣レイピアが現れる。

　実際には既に作画でタイミングが決まっている出来事だけど、ピュセル自身と重なった早少女は、己の意志に力が反応したように認識する。

　そしてこの先のストーリー展開を知った上で、内側からそれをコントロールするもう一人の早少女が、次のセリフの合図を出す。

「今は、もうすべてをはっきりとさせる時」




「はっきりさせようよ。全部。こうなっちゃった以上はさ……」

　ずんずんずんずんっ！

　店の入り口から大おお股またで歩いてくる輪郭のぼやけた人影の、胸のあたりがぽよんぽよん揺れているのが分かる。

　とは言っても鈴りん音ねに判別できるのは大まかなシルエットと仕草だけ。顔立ちや服装の細かい部分はピントが合わずにぼんやりした映像だった。

「お、お客様！　お席にはこちらでご案内いたしますので」

「いいの！　知り合いが先に来てるから！」

　ウェイトレスが押しとどめても『誰か』は無視。挙げ句にしがみついて止めようとしても構わずに引きずって近づいてきた。

　ここまで近づいても、新たに加わったデータは髪型だけ。

　確証はないけど多分ポニーテール。

　ずんっ！

　そのまま真正面に──さっきまで一かず大ひろが座っていたポジションに腰を下ろす。

「えっと……ご注文は？」

　引きずられてきたウェイトレスが、怯おびえた声で訊たずねる。

「ドリンクバー。それにカツカレーと和風あんかけハンバーグとシーザーサラダっ！」

「お、お会計はご一緒でよろしいでしょうか？」

「別々にして！」

「か、かしこまりましたっ！」

　オーダーを端末に入力すると、ウェイトレスは逃げるような足取りで──というかあからさまに恐怖に駆られて逃げていった。

「ちょっと早少女さおとめ！　どういうつもりよ？」

　強こわ張ばった声が尋ねてきた。

　聞き覚えのある声ではなかった。そもそも家族や親類以外に、姉と共通の友達なんていないし。

　ただはっきりしているのは、この人は自分と姉を間違えているという事だけ。

　一大には見破られたけど、やっぱり自分の変装は上う手まくいっている。姉の知り合いが見間違うくらいにお姉ちゃんに似ている。

　彼氏には見分けられなくても、普通の知り合い程度なら充分通じる。

　だったら学校ですり替わる計画も、一大本人が協力してくれたら何とかなる！

　そう思うと、自然に口元に笑みが浮かんでくる。

「な、何笑ってんのさ！　あたしに勝ったつもり？　カズにいきなり……そ、その……キ、キキ、キスなんかしてっ！」

　相変わらず相手が誰なのかは不明。

　それでも断片的情報からいくつか理解した──鈴りん音ねなりに。

　カズというのは一かず大ひろの事だろう。それでこの人は、あのキスが成功したと思っている。

　現場を目撃したっていう事は、タクシーに乗る前に走ってきていたあの人か。確かあの時もカズって呼んでいた。

　キスについて怒っているからには、姉の恋こい敵がたきに違いない。

　一大の事を好きでも何でもないなら、キスしたからってこんなに怒る理由はない。

　早少女さおとめの敵ならば、それは即すなわち鈴音の敵。

　絶対に駆除し、駆逐し、放逐し、追放しなければならない敵だ。

「それにちょっと聞こえてきたけど、ニセの関係ならいつでも解消できるとか……それってどういうつもり？」

　声の感じからすると相手はかなりの剣けん幕まくみたいだけど、何しろ鈴音からははっきり見えないし、全然知らない人だ。

「何の事？　あなたが何を言ってるのか、あたしはそっちの方が分かんないわ」

　どういう意味と言われても困る。

　だから素直にこう答えた。

　鈴音としては、あくまで姉と一大の関係について言っただけの事だから、目の前のポニテ巨乳さんがどうしてその言葉に注目したのかも分からないし。

「と……とぼけないでよっ！」

「別にとぼけてるんじゃないわ。本当に意味不明だから、分かんないって言っただけ」

　鈴音にとってお姉ちゃんが世界で一番。何よりも気高く美しい存在だ。

　今の自分はその姉になりきっている。

　という事は、あらゆる相手を見下す権利があるはず。

　それに──こんなに胸が大きな人はお姉ちゃんの敵であり、あたしにとっても憎んでも憎んでも憎みたりない敵に決まっている！

　早少女本人がこの場にいたら泣いて止めそうな、鈴音の決心であった。

「急に他人行儀になって……。あたしとはもう友達じゃないって事？」

「え？　わたしたちって友達だったの？」

　単なる恋敵じゃなくて早少女の友達だとしたら、ひょっとしたらマズい事を言ってしまったのかも知れない。

「そ、そこまで言うの！　あたしは……あたしはずっと早少女の事、本当に友達だと思ってたのにっ！」

　バンッ！

　巨乳さんの手がテーブルを叩たたく。

「初めて会ったとき、会場のアナウンスですっごい素敵な声だなって思った。こういう声出す人は、きっと顔もきれいなんだろうなって想像して……」

「そうよ。分かってるじゃない」

　早少女さおとめが褒められたので、鈴りん音ねは得意げに胸を張る。

　でも、会場のアナウンス？

　声だけという事は高校に入学して活動再開してからだろうけど、そんな仕事はいつやったのだろうか。

　姉の出演した番組は残らず録画し──ＤＶＤやＢＤブルーレイデイスクが出るようなタイプの作品じゃないから──何度も視聴しているけれど『会場のアナウンス』という役にも心当たりがない。

「その後、本当に会って……本当にきれいだなって思って……。でも、早少女はきれいだからかえって苦しんだってのを知って……」

　あれ？

　この人は単なる恋こい敵がたきじゃなくて、例のストーカー事件や引きこもり時代の事まで知っているレベルの友達だったの？

　別居している早少女からは、割と頻ひん繁ぱんにメールが届く。もちろん家族に余計な心配をさせないためだ。

　ただ仕事についてはこまめに報告するけれど、友人関係などプライベートな事はあまり書かないので、鈴音もそっちの方はほとんど知らないのである。

　ただ基本的に学校では仕事の話は秘密にしているはずなので、声優という事はもちろん子役時代のストーカー被害を知っているなら相当親しいはず。早少女自身、ぺらぺらと喋しやべりたいような話題でもないし。

　どーしよ！

　あたし、お姉ちゃんの友達にケンカ売っちゃった？

　ようやく鈴音は自分がかなり困った事を言ってしまったのに気づいた。

　だけどもう引き返せない。

　一度飛び出した声を呼び戻して、自分の中にしまい込むのは不可能なのだから。

　こうなったら次は何を言えばいいのか。

　口を閉ざしていると、相手の方が沈黙に耐えられなくなったのか言葉を吐き出してきた。

「早少女はかわいいしさ。学校だって共学で、仕事先でもいろんな人に会うでしょ？」

「そうよ。かわいいの。ふふっ！」

　姉をかわいいと言われて、鈴りん音ねの口元にはまた笑みが浮かんできた。

　今の自分は、そのかわいくて素敵で最高のお姉ちゃんにそっくりなんだし。

　ここはひたすら強気強気、強気で押す！

「そ、そうやって余裕見せてさ！　もう男が怖いのも大分克服できてるんだから、いろんな出会いあるじゃない！　でも、あたしにはカズしかいないの！　カズ一人だけなの！　早少女さおとめだってその事は分かってるでしょ？　それを……それなのに……」

　ええっ？

　何だかこの巨乳さんと一かず大ひろの間には、何か特別な絆きずながあるの？

　だったら余計な事は言わない方がいい？

　いや。

　徹底抗戦しかない！

　姉の親友だと分かって躊ちゆう躇ちよしかけたけれど、既にそんな段階じゃない。

　相手は相手で、一大を独占しようとしている。

　よく分かんないけど『カズ』なんてあだ名で呼ぶような仲だし。

　しかもあの男を姉が『彼氏』として紹介した以上は、こっちの巨乳さんは横入りの横よこ恋れん慕ぼ、正当性ゼロの不法占拠を目もく論ろんでいるという事。

　短期的戦術なら巨乳さんに一大を押しつけてしまえば、早少女のスキャンダルは回避できるという考え方もある。

　しかしそれでは星ほし川かわ早少女が敗北した事になる。

　そんなのは絶対に許されない。

　おとなしく引き下がったりしてはいけない。

　それに誰とも知れない巨乳さんなんかに一大を預けたら、早少女が超メジャーになった時に──というかもうすぐ絶対なるんだけど──姉のプライバシーをマスコミに売り渡すかも知れない。

　やはりしっかりと自分が管理しなければ！

　使命感が、鈴音の胸に火を点つけた。

「何よ？　泣き言で同情誘って、大目に見てもらいたいの？　お生あい憎にくさま。一大はわたしの彼氏なんだから。わたしたちの仲に、あなたなんかが入り込む余地はないの。これっぽっちもね」

　右手を掲げ、人差し指と親指の間にほんの数ミリの隙すき間まを開く。

「そ、そんな事言うの？　あたしとカズの事は早少女だって知ってるでしょ？　あたしたちだってずっと一緒で……早少女より先に……それなのにっ！」

　えええっ？

　まさかこの巨乳さんと一かず大ひろが先につきあっていて、お姉ちゃんの方が後から略奪愛？

　正当性は向こうのもの？

　いや──鈴りん音ねは唇を嚙かみしめた。

　仮にそうだったとしても、あたしはお姉ちゃんの味方。

　彼氏がいるだけでも大スキャンダルなのに、友達の彼氏を奪い取ったなんて事になったらもう評判最悪。

　だったらこの場で巨乳さんを完かん膚ぷ無なきまでに叩たたきつぶし、姉の勝利を確実なものにして、その上ですべての罪も汚名も自分が引き受ける！

「後からのこのこやってきて、いつまで図ずう々ずうしくそこに座っているつもり？　そこは一大の席よ。あたしの正面は一大の場所なの」

「……な……っ！」

　巨乳さんの顔が真っ赤になった。

　細かい目鼻の様子はピントが合わないので判別できないけど、色合いの変化なら鈴音にも分かる。

「あ、あの……お待たせしました。シーザーサラダとカツカレーと和風あんかけハンバーグでございます」

　両手にトレイで料理を運んで来たウェイトレスは、明らかに腰が退ひけている。

　まるで猛獣にエサを運んで来た新米の飼育係だ。

「そこに置いといて！」

「は、はいっ！」

　大急ぎでテーブルに三皿並べて、弾はじかれたような勢いで去っていく。

　巨乳さんは何かヤケクソじみた勢いで即座にサラダを平らげ、そのままカレーのカツにフォークを伸ばす。

「よくもまあ平然と料理置けるわね。言ったでしょ。そこは一大の席なの。勝手に居座らないでよ」

　ピタッ！

　動きが止まった。

「分かった。それが早少女さおとめの本心なんだ。友達だからって気ぃ遣ったり遠慮したりしないで、どんな手段使ってでも自分の気持ち押し通すってのなら……」

　涙混じりの声で宣言すると、目の前の影がゆらりと動いた──と言っても実はそんな大した事ではない。

　単に、フォークを持ち直しただけだ。

　メギ、メリ、グニ、ゴニ。

　巨乳さんの指先がもぞもぞ動くのと一緒に、何だか奇妙な音が聞こえる。

　まるでビルの解体工事現場というか、鉄骨を強引にねじ曲げているような音。

　まさか。そんな事があるはずない。何かの聞き間違い。

　だって目の前にいるのはちょっと乳が大きいだけの女の子だし。

　コロン。

　巨乳さんがそっとテーブルに手を差し伸べると、指先から何かが転げ出て来た。

　目を凝らしてよく見ると、直径一センチ程度の銀色のボールだった。

　どこかに隠し持っていたのだろうか。

　それとフォークはどこへ行ったんだろう。

　まあこっちの目が悪いから、ポケットとかに入れたとしても気づかなくても仕方ないか。

　何だか周りの席の人たちから驚いたり怯おびえたりしている気配を感じる。

　このパチンコ玉より小さい奴やつの何がそんなに怖いんだろう？

「あたし……早少女さおとめの事は本当に友達だと思ってた……。だけど、顔とか比べたら絶対敵かなわないし……。そんな事言うなら……言われたら……自分でも何するか分かんなくなっちゃうよ！」

　ポキッ、ポキッ！

　大げさに指を鳴らす。

　表情はやっぱり分からないけど、怒っている声の中に少し涙が混じっているように鈴りん音ねには聞こえた。




　鷹たか奈なも鈴音も、何やってんだ！

　飛び出して行きたくなるのを、一かず大ひろは必死に堪こらえて衝つい立たて状にせり出した壁に身を潜めていた。客席からトイレへ、真まっ直すぐ視線が通らないようになっているファミレスの工夫がありがたい。

　一大が目にしたのは、鷹奈の恐るべきデモンストレーションだ。

　親指、中指、人差し指──三本だけで大きめのフォークをこねくり回してきれいなボールにしてしまった。

　しかも単に潰つぶしただけでなく、圧縮した上にボールベアリングみたいに表面がつるつる。

　誰が見たって恐るべきパワーだ。

　感情が高ぶると、鷹奈は無意識にああいう事をやってしまう。

　あふれ出そうな力を発散するために、指先で手近なものを潰つぶしたりちぎったりしちゃうのだ。

　それ自体は割とよくあるクセだけど、鷹たか奈なの場合は紙とかじゃなくて鉄製品を容易たやすく破壊してしまう。

　それなのに鈴りん音ねは平然としている。おかげでますます鷹奈は苛いら立だっている。

　あの怪力が見えてないのか──って見えてないんだ！

　ようやく一かず大ひろは気づいた。

　あいつは近眼じゃないか！

　しかも断片的に聞こえてきた声から判断すると、どうやら鷹奈は鈴音を本当の早少女さおとめと思っているようだし、鈴音は鈴音で相手が誰なのか理解してないらしい。

　だいたい鷹奈。お前が何でそんなに怒る？

　オレとの関係はあくまでニセ彼氏であって、本気で腹立てる必要はないんじゃないか？　しかも早少女は友達なんだし。

　パターンとしてはこうじゃないか？

『なぁんだ。カズってば早少女とつき合ってたんだ？　あ、でもあたしの方もちょっと困った事あってさ。時々ニセ恋人役っていうか、ちょっとつき合ってもらってんの。そっちの用事がある日は借りる事になっちゃうけどかんべんね』

　とか何とか言って、笑って手を合わせてお終しまいってあたりじゃないのか、あくまでニセの恋人関係としては？

　何しろ細かいところまで全部聞こえていた訳ではないので、どっちがどれだけ勘違いしているのか、事実を把握しているのかが分からない。

「あたしは……あたしは早少女みたいにかわいくないし、女らしくないし……。バカみたいだよね。こんな乱暴なところ見せびらかしたりしてさ……」

　テーブルに目をやると、鷹奈は拳こぶしを握りしめたまま声を震わせていた。

　怒っているだけじゃない。大きな瞳は涙で潤み、滲にじんでいる。

　ちょっと待て、おい！

　何でそこまで深刻な話になってる？

　オレが聞き逃している部分でどういう会話してたんだ？

　だいたい鷹奈が怒るのはそれなりに慣れているというか、当たり前だと思っていたけど、泣くというのは想定外だ。

　あいつの泣き顔なんて滅めつ多たに見ないぞ。

　幼稚園の頃にオレをいじめてた連中を殴って叱しかられた時とか、小学校時代に捨て犬拾ってきたけど飼っちゃダメと言われた時とか、一緒にオバケ屋敷に入ってオレがちょっといじわるして置き去りにした時とか──って結構な数を思い出せてしまった。

　さすが一六年お隣さんの幼なじみ。

　それにしたって珍しいケースなのは間違いない。

　ここは下へ手たに一かず大ひろが顔を出したら更に話がこじれそうだ。

　いっそここで状況を静観していた方がいいか。

　いや、そうじゃないだろ！

　頭に浮かんだ考えを、無言で叱しかりつけて追い払う。

　何だか鷹たか奈なは感情的になっちゃってるし、鈴りん音ねは調子に乗ってるみたいだし、あのまま放置していたらマズい事になる。

　今はまだギリギリ抑えているみたいだけど、鷹奈が爆発したら鈴音はもちろんこの店だってただじゃ済まない。鷹奈本人だって責任を背負い込む事になる。

　何しろあの鷹奈がカツカレーの半分と和風あんかけハンバーグに手をつけず、目の前の相手を睨にらんでいるという異常事態なのだ。

　何より鷹奈が泣いているのなんて見たくない。

　お前はいつでもあっけらかんと明るくて、気さくで、ご飯をもりもり食べるのが持ち味だろ！

　彼女の性分を知らない他の客も、鉄製品を指先だけで圧縮加工するパワーの恐ろしさはちゃんと理解し、三分の一は現場から遠ざかろうとしてそそくさとレジに向かっている。

　三分の一は他人のもめ事を面白そうに横目でちらちら観察し、残りの三分の一は礼儀正しく表面上の無関心を維持している。

「ままー、あのおねーちゃんすごーい。ぼくもフォークまげるー」

「しっ！　指さしたりしちゃいけません」

「すっげー。痴情のもつれって奴やつ？」

「血の雨降るんじゃねえの？」

　そんな周囲の状況も、当事者二人は意に介さない。

　ただでさえ日頃から思慮が浅くて気分屋の鷹奈と、本日初対面でも自信を持って断言できる空回り系おまぬけさんの鈴音。

　頭に血が上ってるせいもあるが、お互いに相手に集中しているから周りの些さ事じは意識に入らないのだ。

　この事態を少しでも好転させられるのは一大だけだ。

　どうする？

　飛び出していって二人の間に入るか？

　いや。それはかえってマズい。

　ショックで鷹たか奈なのタガが外れて暴れ出すかも知れない。

　そーっとそーっと、古いマンガに出てくるドロボウみたいな足取りで一かず大ひろは客席フロアを大きく迂う回かいし、レジに並ぶ人の列に紛れる。

「あの、すみません。伝票、あの席に置きっぱなしなんですけどこっそり持ってきてもらえますか？」

　小声で耳打ちするとウェイトレスものっぴきならない事情を察してくれた。

　レジと二人が睨にらみあう席とをそそくさと往復し、伝票のバーコードをレジに読ませる。

　自分と鈴りん音ね、二人分だけの会計を済ませる。

「おーい。こっちっ！　支払いしちゃったから！」

　声をかけ、大きく手を振って招く。

「え？　はーいっ！」

　声に反応して鈴音が立ち上がり、そそくさと一大へと駆け寄る。

「あっ！　カズっ！　ちょ、ちょっと待ってよ！」

「すまん鷹奈っ！　詳しい話は後でする！　いろいろ埋め合わせもするから、今は見逃してくれ！」

　鷹奈も追いすがるが、一大と鈴音は一瞬速く店外へ飛び出した。

「お客様、困ります。お会計を済ませていただきませんと」

「ちょっと待ってよ！　え？　あれっ？　あーっ！　サイフがない？　どうして？　どっかで落としたの？　忘れてきたとか？」

　足止めされた鷹奈の声が、後ろから聞こえてくる。

　予想外の幸運だった。

　鷹奈が食べ物より追跡を優先したのには驚いたが、それでもレジで足止めされて数分でも時間が稼げれば御の字と思っていたが、サイフを持っていないとは。

　しかも払うべきお金がないというダイレクトなトラブルのせいで、涙も引っ込んでしまったらしい。

　想像以上に困った事になってしまったから引き返してフォローしてやりたい気持ちもあるのだけど、今は危険すぎる。

　悪いな、鷹奈。

　今はそこで身動き取れなくなっていてくれ。

　何があったってお隣さんの幼なじみ。いつまでも逃げてシラを切り通すのが無理だってのはこっちも分かってるから！

　鈴りん音ねの手を引きながら、一かず大ひろは必死に走った。





第３話　逃げ込め、萌える避難場所シエルターへ







「はぁ……はぁ……」

　息を切らしながら懸命に走る一大。

　何しろ足の速さやスタミナでは鷹たか奈なの方が遥はるかに上だ。あのままレジを突破して追いかけてきたなら、すぐに追いつかれる。

　後ろから声が聞こえてこないという事は、どうやらひとまずは安全か。

　考えてみれば、かなり危険な賭かけだった。

　もしも逃げ切れなければ、必要以上にエキサイトした鷹奈が背後から襲いかかってきたのだから。

　まあ自分一人なら彼女の相手は慣れているし、いざとなればひたすら平謝りして何とかする事もできた。

　ただ、今は鈴音が一緒だ。

　事情を理解してないくせに挑発するような物言いをするこの子をあのまま鷹奈と対面させていたら、絶対にトラブルが拡大していた。

　やっぱりあの場は、物理的に引き離してクールダウンの時間を作るしかなかった。

　こうやってその場しのぎを続けていると、溜たまりに溜まったエネルギーが解放された時の破壊力が大きくなる。それは分かっているのだ。

　いざとなったら、それは全部自分が引き受ければいい。

　鷹たか奈なだってあのパワーをそのまま全力で振るったりはしないだろう、きっと。

　多分一瞬で赤い混合物になって消滅とかじゃなく、入院程度で済むはずだ。済むだろう。済めばいいなぁ。

　無関係──どころかよく考えたらトラブルの元凶なんだけど、それでもやっぱり鈴りん音ねが鷹奈と揉もめる現場は見たくない。もちろん鷹奈の泣き顔も。

「あ……そうだ」

　その鈴音の手を握り、引っ張ったままだった。

　振り返ると、うっすらと汗ばみ、激しく息を切らしていた。浮世離れしたゴスロリにはちょっと似合わない。

　見下ろせば、一かず大ひろのスーツも激しく走ったせいで膝ひざの裏や肘ひじのあたりにはシワがよってしまったし、シャツにはうっすらと汗染みが浮き出ていた。走りながら緩めたネクタイも乱れている。

「あ、ごめん。無理に走らせちゃって」

　逃げるのに精一杯で気遣いがおろそかになっていた。

　火ほ照てった顔が、恥ずかしさと申し訳なさで一層熱くなる。

「だ……だいじょぶ……だけど……」

　口ではそう言うけど、全然大丈夫には見えない。

　立ったまま膝の位置に片手をついて上半身の重さを預け、荒く息を継いでいる。

　このまま走り続けるのには無理がある。どこかゆっくり休めて、できれば水分補給もできる場所に腰を落ち着けなければ。

　ファミレスやファーストフードはダメだ。窓が大きくて外から店内が見通しやすいし、自分が行きそうな場所として、すぐ鷹奈に気づかれる。

　何とか彼女から身を隠せそうな場所を探さなければ。

　一大はあたりを見回す。ペースは落とすが、足は止めない。まだ逃走中なのだから。

　同じ市内でも普段はほとんど来ないあたりだから土地勘は乏しい。ただ、逃げる者の本能みたいなもので一大の足は自然と人目を避けて裏通りへと向かっていく。

　まだ開店していないバーやスナックが並んだ通りを横目に、安全地帯を求めて迷いこんだのは薄暗い雑居ビルの谷間だ。人通りは少なく、業種のよく分からない会社の看板がいくつか建物を飾っている。

　きょろきょろしていたら、コンクリートで固められた灰色の風景の中に、場違いな色彩が飛び込んできた。

『メイドカフェ・くりーむ・ちーず』

　萌もえ絵の大きな看板が、小さなビルの前に設置されている。

　市内にも競合店が増えたから対抗措置が必要と、朋とも店長がスク水デーやら男装執事デーやらを始めるきっかけになったライバル店の一つだ。

　名前くらいは聞いた事があるけれど、ここだとは知らなかった。

　というか一かず大ひろはメイドカフェの厨ちゆう房ぼうで働いているけれど、客として利用した事はない。

　知り合いの女子から下調べを頼まれた事もなかったし。

「……ひょっとしてここなら大丈夫か……？」

　鷹たか奈なは潔癖なところがあるから、こういう店には近づきたがらない。

　先日『スウィート・ドロップ』に訪ねてきたのも、一大のバイト先をチェックするという大義名分の上で、しかも宣言してから実行するまで何日も逡しゆん巡じゆんしていた。

　ここなら外から店内が見えるような窓もないし、発見される恐れは小さい。一時身を寄せる隠れ家としては悪くないか。

「とりあえずここで一休みしよう」

　グズグズしていると鷹奈が追いついてくるかも知れない。とにかく今は安全地帯の確保が最優先だ。

　鈴りん音ねの手を引っ張ったまま、ドアを開けてビルの中に入っていく。

「お帰りなさいませぇ～。ご主人様ぁ、お嬢様ぁ～♡」

「わっ！」

　一大たちを出迎えたのは、ずらりと並んだメイドさんたち。

　まあそれはメイドカフェだから当然と言えば当然なのだけど、面食らったのは露出度だ。

　スカートはショーツが見えそうなほど短いし、トップスもバストの上のｍ字ラインで切れているから鎖骨のあたりは丸見え。

　上着は丈も短いので、おへそのあたりは一応エプロンで隠れているけれどウエストのサイドは素肌が出ている。

　これに比べれば『スウィート・ドロップ』で一度真さな愛えも着せられた遅番バージョン限定のメイドコスなんてまだまだ上品な方だ。

「……何だか肌色が多いっ！」

　視界がぼやけていても色は判別できるから、呼吸を整えた鈴音も鋭く指摘した。

「こ、ここ、こんなところへあたしを連れてきて、何を企たくらんでいるのっ？」

「企むとかそういうのじゃねえ！　ただのメイドカフェだ！」

「そういうお店、よく来る訳？」

「客として入るのは初めてだよ！　ここも、メイドカフェ全般も！」

　店員としてなら、毎週三日ほど通ってるけど。

　もちろんそっちの事実はわざわざ口にしない。

　鈴りん音ねだったら何か変な勘違いというか、決めつけをするに決まっている。

「はぁい。初めてのご主人様とお嬢様ですねぇ♡　こちらへどーぞぉ♡」

　妙に甲高い声のウェイトレスに案内され、席に着く。

　言葉の一つ一つが砂糖でコーティングしているような甘ったるさ。

　腰を下ろすと、椅い子すからギシッと微かすかにきしむ音が聞こえてきた。座面も固くて、座り心地が悪い。テーブルにかかっているのも、安っぽいビニール素材のクロスだ。

　まずは運ばれてきたお冷やで一気に喉のどを潤す。

　鈴音も両手で包むようにコップを持って、ちびちびと水を口に含んでいる。

「ご主人様ぁ、お嬢様ぁ、何になさいますかぁ？」

　ウェイトレスに促されてメニューを開く。

『胸を焦がすあつあつコーヒー♡』

『刺激強めのツンデレコーラ♡』

『甘酸っぱいときめきのオレンジジュース♡』

　普通の名前が一つもなかった。

　ドリンクばかりでなくフードの方も同様。

『ハートを包む黄金のケープ』がオムライスで『小指をつなぐ運命の赤い糸』がスパゲティナポリタン。

　いいのか、それで？　そんな頼りない運命で？

　スパゲティなんか引っ張ったり嚙かんだりすればすぐにプツンと切れちゃうぞ。

　しかも値段はどれもこれも『スウィート・ドロップ』と比較して二、三〇〇円は高い。

　ドリンクや料理のメニューは乏しい反面、オプションと称して『メイドさんとカラオケデュエット』『メイドさんと握手』『メイドさんと記念撮影』『メイドさんからビンタ』果ては『メイドさんのスプーンであ～ん♡』などがそれなりの値段で並んでいた。

　実際、他の客は全員が男性で、あっちこっちの席からメイドさんと『あっち向いてホイ』や指相撲をしてるのが聞こえてくる。

　はっきり言って女の子連れの一かず大ひろは目立ってしまい、店内の注目を集めている。

　しかもただの女の子ではない。顔を赤らめて、はぁはぁと息を荒らげているゴスロリ美少女だ。

「えっと……何にする？」

　周囲から注がれる無遠慮な視線に耐えながら、一かず大ひろはメニューを差し出す。

「……そっちで決めて。よく見えないし」

　視界がぼやけてても──あるいはぼやけているからこそ周りの空気は敏感に感じるのか、鈴りん音ねは真っ赤な顔でうつむいている。

　別な場所に移動した方がいいかもと思ったけれど、入店して水飲んだだけで何も注文しないで出て行くのはさすがに問題があるし、うっかり外に出ると神様のフェイタル・ハラスメントで鷹たか奈なと遭遇しそうな気がする。

「じゃあオレンジジュースでいいかな？　またメロンソーダだと飽きるだろうし。すみません。ホットコーヒーとオレンジジュースを一つずつ」

「はぁ～い♡　胸を焦がすあつあつコーヒー♡と甘酸っぱいときめきのオレンジジュース♡をひとつずつですねぇ」

　わざわざこの店特有のスペシャルな名前に言い換える。

　好きな人にはたまらないのかも知れないけど、一大にとっては逆の意味でたまらない羞しゆう恥ちプレイだった。

　すぐに注文した品が運ばれてくる。

「ではご主人様、お嬢様、これからおいしくなるようにおまじないをいたしまぁす♡　他のご主人様もご一緒におねがいしまぁす♡」

　一大がカップに手を伸ばすよりも早く、ウェイトレスが両手の人差し指と親指でハートの形を作った。

　周囲の客──他のご主人様も、反応して同じ構えを取る。

　よく言えば見事な一体感。悪く言えば部外者お断りの空気。

　喫茶店というよりアイドルのライブみたいな雰囲気だった。

「はぁ～い。萌もえ萌えきゅんきゅん、美お味いしくなぁれぇ～♡」

「萌え萌えきゅんきゅん、美味しくなーれー」

　他のメイドのみならず、店内の客が一斉に声を揃そろえてコールする。

　それに合わせて指のハートが胸元でくるくる回る。

「ほらぁ。ご主人様もお嬢様もご一緒にぃ♡」

「あ、いや。オレ、そーいうのはいいからっ！」

「ご遠慮なさらずにぃ♡　当店の全メニューとセットの基本サービスですので、追加料金はかかりませぇん♡」

　痛い。痛すぎる。

　そしていたたまれない。

　同じメイドカフェでも『スウィート・ドロップ』はまだおとなしくて上品である事を痛感する。

　だけどここで露骨に場の空気に逆らっても、他のお客を不愉快にするだけだ。

　どういう理由があるにせよここを選んで入ってきたのは自分なのだし、その店独自のノリを尊重するのは客としてのマナー。

　意固地に逆らったら、他のお客さんの気分を害してしまう。

　我を通さず、相手や状況に合わせてしまうのは一かず大ひろの性分だ。

「も……もえもえきゅんきゅんおいしくなーれ」

　笑顔を引きつらせながら、一大も仕方なくポーズを取る。

「はぁい♡　ご主人様ぁ、ご唱和ありがとうございましたぁ♡」

　ご主人様お嬢様とメイドは言うけれど、本当に貴族のお屋敷でこんな事をしているとは思えない。

　それこそイギリス留学までしてメイドの作法を身につけたマツリが目にしたら、烈火の如ごとく怒り出しそうだ。無表情のままで。

「本当に初めて？」

　上目遣いで、鈴りん音ねが訊たずねてくる。

「何度言えば納得する？　初めてだよ、初めてっ！」

「その割にはノリノリで『萌もえ萌えきゅんきゅん』なんてやってるし」

「今のがノリノリに見えたか？　お前にはノリノリに見えたのか？」

「見えてないし」

　眉み間けんに手を当て、がっくりうな垂れる一大。

　ダメだ。

　やっぱりこの子との会話はダメージが大きい。

　ただでさえ半日ハードミッションをこなしたばかりの体には辛つらすぎる。

　手っ取り早くエネルギーを補給すべく、いつもはブラックのコーヒーに砂糖を二杯入れて口に運ぶ。

「……マズ……」

　豆は安物で、しかもローストしすぎ。ずっとサーバーに作り置きしていたらしく、風味が抜けて焦げ臭くささだけが強い。注文してから出てくるまでの時間が短すぎるからよもやと思ったが、悪い予感は的中だ。

『スウィート・ドロップ』だって『純喫茶・甘かん露ろ』で名人芸とまで呼ばれた先代の味には敵かなわないができる範囲の努力は惜しまず、電動ミルとドリップマシン頼りだけどきちんとオーダーを受けてから淹いれている。

　ウチが元は純喫茶でシックな路線だから、後発店は対抗上味は二の次で女の子による過剰気味のサービスをウリにしているのだろうか。

「ところで──」

　一かず大ひろが職業的関心事に耽ふけっていると、鈴りん音ねが訊たずねてきた。

「さっきの巨乳さんは、一大さんとどういう関係？」

「あー……」

　神様の嫌がらせがもたらした、タチの悪い質問だった。

　鷹たか奈なを名前で呼ばないのは本人を知らないからだろうけど、それにしたって『巨乳さん』というコードネームはどんなもんだか。

「いーえ、説明しなくても分かってるわ！　あなた、二ふた股またかけてるんでしょ？」

「違うよ！」

　二股じゃなくて三みつ股またです。しかもニセ三股です。

　まるで『実は双子ではなく三つ子だったのです』という超古典いじわるクイズのオチみたいな話だ。

「なるほど……二股じゃない。あくまで本命はお姉ちゃんであって、あの巨乳さんは浮気相手なのねっ！　そうよそうよそうに決まったそれで間違いないわっ！　だってお姉ちゃんと他の女の子を同列に扱うなんてありえないものっ！　確かにお姉ちゃんはグレートでパーフェクトでゴッドなエターナルな美少女だけど、胸のサイズは標準よりやや上という程度でしかないわ。もちろん形は完璧だけど！　たまには巨乳さんに誘引されてしまうのも高校生男子としてはやむを得ないのかも知れないわね！」

「いや。だから、そういう事じゃないから！」

「巨乳には興味なしっ？　という事は貧乳派？　つまりお姉ちゃんと同じ顔で胸は一層乏しいこのあたしは今や大ピンチ？」

「どうしてそうなる！　そういう事じゃないって言ったのはそういう事じゃないの！」

「じゃあ普通に二股っ？　お姉ちゃんの方が浮気っ？　まさかそんな神をも恐れぬ大胆にして冒ぼう瀆とく的な事を？　こうなったらもう死滅させて破滅させて消滅させて全滅させて殲せん滅めつして撃げき滅めつするしかないわっ！」

「違うっ！　浮気じゃないっ！」

　また思わず言い返してしまった。

　これも論理的には間違っていない。だって全部本気じゃないのだから。

　あくまでニセの恋人関係。こっちが変にその気になったりしたら、女の子の方が迷惑するはず。

　だからあくまで節度を守らなければ──と今も自分に言い聞かせている。

「許せない！　絶対に許せないわっ！　あたしが敬愛し敬慕するお姉ちゃんを毒どく牙がにかけただけでは飽きたらず、謎の巨乳さんにまで手を出すなんて！」

「落ち着け！　まず声のトーンを落とせっ！　周りが見てるからっ！」

　自分の方が大声を出す訳にもいかないから、息に力を込めながら、両腕のジェスチャーで懸命に訴える。

　ただでさえこの店では浮きまくっている二人だ。

　それが大声で『二ふた股また』だの『浮気』だの『巨乳さん』だのと叫んでいたら、当然注目を集めてしまう。客ばかりでなく、ウェイトレスからも。

　一応遠慮して横目で見ている人より、露骨に興味津々の顔を向けている人の方が多い。

　さすがにこれは嬉うれしくない状況だ。

「静かにしないと目立っちゃうだろ！」

「目立つと都合が悪い事でもあるの？　やっぱり後ろめたいのねっ！」

「そうじゃないけど、君も困るだろ！　もしも早少女さおとめが大騒ぎしてるって勘違いされたらどうする？」

「はっ！　それもそうね。意外な盲点がここにも！　世界は盲点に満ちているわっ！」

　鈴りん音ねも理解して、声のボリュームを絞る。

　この手のメイドカフェなら、客の中に声優ファンがいてもおかしくはない。

　もしももうすぐ発売される雑誌のグラビアを見た奴やつが『さつきほしみって、あの時大声で痴話ゲンカしてた娘こじゃないか？』なんて事になったら、それこそちょっとしたスキャンダルだ。

「さっきの娘は氷ひ魚お鷹たか奈な。ただの幼なじみだよ。彼女とかじゃない」

　少なくとも本物の彼女ではない。

「ただの幼なじみが『あたしにはカズしかいない』なんて訴えるの？」

「ええええっ？」

　大声が出そうになって、慌てて口を押さえる。

　前半はトイレの個室内だったから会話の内容までははっきり聞こえなかったが、鷹奈はそんな事まで言っていたのか？

　それじゃまるで本気でオレに惚ほれてるみたいじゃないか。

　事情を知らない鈴りん音ねが誤解するのも当然の言い回しだ。

　あ。女子校だし、ニセ彼氏を頼む相手が自分しかいないと考えたって事か？

　待て待て。それ以前に鷹たか奈なと早少女さおとめは友達同士だけど、鷹奈の方は自分と早少女の関係を知っているんだっけ？

　ああ。そうだ。

　ニセ早少女＝鈴音にキスされた現場を目撃したからか。

　ただでさえややこしい状況にイレギュラーな乱入者まで現れたものだから、誰が何をどこまで知っているのか、一かず大ひろでさえ勘違いしてしまいそうだ。

　後から鷹奈に謝るだけじゃなく、早少女との関係についても何とか説明しなくちゃいけないのか。

　ある意味で、これはもつれた状況を少しでも改善するチャンスかも知れない。

　どうあがいても逃げられない。絶対に釈しやく明めいしなければならないんだから、下へ手たにごまかしたりせずに本当の事をきちんと納得してもらえばいいんだ。

　だけど早少女本人の許可もなしに、オレだけの判断で勝手に『事情があってニセの恋人としてつき合ってる』って言う訳にもいかない。

　全員が一堂に会して、三人それぞれが自分の事情を明らかにするなんて形になったら万事丸く収まるのだけど、そんな奇跡が都合よく起きるはずはないし。

　あ、いや。今はそんな事を考えている場合じゃない。

　まずは目の前の鈴音をどうにかしなくては。

「多分、鷹奈は何か勘違いしてるだけじゃないかな。君がいきなり早少女のフリして変な事したりするから。あいつは中学から女子校で、男の友達がオレしかいないんだよ。それでいろいろ相談に乗る事もあるけど……」

「いろいろ相談って？」

「まあ……だからいろいろと、だよ。服選びとか。隣同士だから後は時々ご飯作ってやったり」

「なぁーんですとぉーっ！　お隣さんでしょっちゅう行き来して、ご飯も一緒に食べて、服まで相談するっ？　つまりそれって衣食住三点セットって事よ？　それじゃ恋人じゃなくて夫婦みたいなものじゃない！　お姉ちゃんは恋人だけど、巨乳さんは妻っ！」

「どうしてそういう発想になる？　だいたいメシ作ってるのはオレの方なの！」

「イクメンって言葉もあるわ。専業主夫を狙ねらってるのね？」

「違うって！」

　実のところ一かず大ひろには将来のビジョンなんてものはない。

　将来どんな職業に就きたいとか、真剣に考えた事なんて一度もなかった。

　まだ高二なんだし別にそれが普通だと思っていたのだけど、既にプロとして仕事をしている早少女さおとめや、将来自分が担う立場をしっかりと見越している真さな愛えと話す機会ができた今では、このままでいいのかと感じる事もある。

　鷹たか奈なもあまり深くは考えてなさそうだけど、この間は半ば勢いに押されて『道場を継ぐ』とか言っていた。

　一大の方は普通のサラリーマン家庭なので、親の跡を継ぐという選択肢はない。

「……とにかく、本当にただの幼なじみ」

　一大自身事情を完全に把握している訳ではないから、この程度の釈しやく明めいが精一杯だ。

　もちろん鈴りん音ねだって納得せず、難しい顔でじーっとこちらを睨にらんでいる。

　単に近視が原因で目つきが悪くなってるだけかも知れないが。

「じゃああくまで本命はお姉ちゃんで間違いないのね？」

「う、うん……。まあ、そういう事になるかな？」

「そうやって口ごもるところが怪しいっ！」

　実際後ろめたいんだから仕方ない。

　プロの早少女から褒められた事もある演技力だけど、ここでいけしゃあしゃあとシラを切れるほど神経は太くないのだ。

　好きか嫌いかと言われると好きだけど、オンリーワンやナンバーワンだと断言できるかというと、自分の気持ちに自信が持てない。

　何しろ最初は『誰でもいいから彼女が欲しい』だった。

　真愛だって魅力的だし、自分が支えてやらなければと思う事もある。

　鷹奈は鷹奈で一番気安いのは確かだし、自分以外に相手は務まらないところがある。

　そんな風に考えてしまう自分は結局優柔不断で、責められても仕方ない浮気性なのかも知れない。

　いや。今は己を卑ひ下げしている場合じゃない。

　何とか鈴音を説得しなければ。

「オレが信用できないってのなら、早少女に確かめてみろよ、後でな。今は収録中のはずだからな。鷹奈がただの幼なじみだって事は早少女も知っているから」

　この言い方ならウソや間違いにはならない。

　多少のごまかしはあるけれど。

　正確にはただの幼なじみじゃなくてニセ彼氏をやってる事も知っているのだけど、早少女本人が一かず大ひろの事を彼氏と妹に紹介している以上、その件は内緒にしてくれるはずだ。

「お姉ちゃんに確認してもいいって言うなら、本当の事なのね」

　ほっと胸を撫なで下おろす。

　ある程度対処法というか操縦法が分かってきた。

　早少女さおとめの名前を出すのが鈴りん音ねには一番効くらしい。

　何とか納得してもらえたようだが、ここで油断してはいけない。

　放ほうっておくとまた何かのきっかけで話をぶり返される恐れがある。こっちから会話をリードして三角関係とか二ふた股またとか、そういう単語が飛び出さないようにしなければ。

「ところで君は──」

　と、そこまで言ってから何を話せばいいのか分からない事に気づく。

　何しろ今日出会ったというか、待ち伏せされたばかり。共通の話題と言えば早少女の件しかない。

　ただし彼女の名前を出すとまた鈴音が暴走するし、二股疑惑が再燃する。

「あたしがどうしたの？」

「えーと、その……そうだ！　目だ、目！　メニューも読めないって言ってたけど、それじゃ不便だろ？　メガネかけた方がいいんじゃないか？」

　これなら大丈夫。

「ダメッ！　あたしはお姉ちゃんの代役を務めるために、最高の美少女じゃなきゃいけないの！　ううん。最高はお姉ちゃん本人だから次点で第二位で銀メダルの美少女ね。だったらメガネなんかかけてられないもんっ！」

　一大の願いも虚むなしく、結局早少女の話からは逃れられない。

「メガネかけたら冴さえないって、それは偏見だぞ」

「あたし知ってるもん！　お姉ちゃんは学校で目立ちたくないようにメガネかけて美しさを抑えていたんだって！　つまりメガネは女の子の魅力を大きく減じる恐るべき拘束具！」

「だからアレは、メガネなら全部ダメって話じゃないよ。早少女がわざわざ地味に見えるメガネ選んだだけで」

「……メガネなんてヤなんだもん……。やっとお姉ちゃんに近づいて、ここまできれいになったのに……」

　鈴音はうつむいて、つんと唇を尖とがらせた。

「今日は変装するためだから仕方ないとして、普段はどうしてるんだ？　日常生活でも不自由だろ？　学校の勉強とか」

「本やノートならこのくらいくっつければ読めるもん」

　ぽそりと答えて、鈴りん音ねは手に取ったメニューをぐっと顔に近づけた。やはり鼻先に触れそうな近さだ。

「だからそれじゃ大変なんじゃないか？　人の顔や表情だって区別できないし。メガネがイヤなら、コンタクト使うとか」

　現に鷹たか奈なとの件だって、鈴音にとっては知らない人であっても『恐怖のフォーク丸め』をちゃんと目撃していたら多少は対応が変わっていたはずだ。

「……だって、アレって何だか入れる時怖くて……。一応メガネ持ってるから家では使う事あるけど、前にクラスの男子とかに似合わないって笑われたし……」

　手に負えない高速空回りおまぬけさんと思っていた鈴音から、初めて普通に中学生の女の子らしい言葉を聞いたような気がした。

「そんな奴やつら、気にしてもキリないって。男子ってのはしょーもないところあるからな。女の子がそれまで使ってなかったメガネ着け始めるとからかったりとか」

「でも……。あたしメガネ似合わないもん。いっぱいバカにされたし……」

「ちょっとくらい不便でもかわいくしていたいってのも分かるよ。でも不便ってだけじゃなくて、周りがちゃんと見えなかったら危ないだろ？　危険なものが側そばにあっても気づきにくいし、他人の迷惑になる事もある」

　優しく諭すように訴える。

　現に目の前で鷹奈が自らの危険性をアピールしていたのに気づかず、挑発を重ねたりしていたのだ。

「それに、早少女さおとめが出てる番組だってちゃんと見られなかったら悲しいだろ？」

　ここで必殺技だ。

　これを言えば鈴音だってメガネをかけようという気になるだろう。

「……いいもん。子供の頃は顔出し出演だったけど、今は声優だからお姉ちゃんの声だけ聞ければ充分なんだもん」

「家族がそういう事言ったら、早少女が悲しむぞ」

「え？」

「ラジオとかドラマＣＤとか、最初から音だけの作品ならそれでいいかも知れないけど、早少女は役者としてちゃんとキャラの外見や仕草に合わせて芝居してるんだろ？　だったら画面と音、両方味わって評価しないと失礼ってモンじゃないか？」

「そ、それはそうかも知れないけど……」

「だからちゃんとメガネかけよう？　その方が早少女だって喜ぶと思うぞ」

「で、でも……あたし似合わないし。かけたらみっともないし。お姉ちゃんだってきれいなのを隠すためにメガネかけたんだから、あたしなんかが……」

　単なる暴走娘じゃない。

　大好きな姉を尊敬する反動がつきすぎているのか、比較して自分を卑ひ下げしてしまうところがあるようだ。

「そんな事ないって。ちゃんと似合うのをかければいいんだよ。早少女さおとめのアレは地味なように目立たないようにって選んだ奴やつだけど、君と早少女はよく似てても別人なんだし、ちゃんと素材を活いかす方向で探せば、かわいいメガネだっていろいろあるんだから」

　何だかんだ言っても、女の子が困っているのは見過ごせない。力になりたいと思ってしまう。

　これは一かず大ひろのポリシーというより、もはや本能に近いものだ。

「どんなのかけてるんだ？」

「どんなのって……普通の奴よ」

「普通って言っても、メガネのデザインにも種類あるだろ？」

　派手なゴスロリスタイルなんか着ているけれど、ファッションの知識も偏っているというか、関心のない事にはとことん無む頓とん着ちやくなんだろうか。

「こう、メタルフレームでレンズはこんな形で……。かっこ悪いでしょ？」

　鈴りん音ねの指先が横長の楕だ円えんを描く。

「……ふぅん。なるほど」

　確かにオーソドックスで知的な雰囲気を強調する『普通の奴』だ。

　デザインそのものは万人向きだけど、それだけに鈴音の突とつ拍ぴよう子しもない性格にはマッチしないのかも知れない。

「そうだなぁ……。素材がいいからいろいろ似合うと思うけど、やっぱり早少女との違いを考えると性格がよく出るようにした方がいいと思う」

「あたしの……性格？」

「そう。早少女は頭の回転が速くて口が上う手まい。しかもしっかり者で自制心のある努力家。それは分かるよな？」

　嬉うれしそうに笑って、鈴音が肯うなずく。

「比べると君は──元気がありあまっていて怖いもの知らず。考えるよりもまず行動ってタイプ。思い込みが激しいところがあって、こうと決めたら一直線。そうだろ？」

　さすがにこの流れでは『おまぬけさん』とか『暴走空回り娘』とは言えない。

　だけど、鈴音のそういう持ち味だって上手く引き出せば魅力になるし、そこを好きになる男の子だっているはずだ。

　こちとらダテに何組ものカップルの仲を取り持った校内のキューピッドではないのだ。

「クールな知性よりも明るくておちゃめなイメージを強調した方が似合うかな？　明るい色合いのセルフレームとか、いっそ小さめまん丸レンズのリムレスを鼻先にちょこんと乗せる感じとか。アラレちゃん風のちょっと古くさいスタイルの黒縁で大きいタイプなんかも似合いそうだな。最近流は行やりだし、時代がかったゴスロリにもマッチしそうだ」

　両手の人差し指と親指で四角いフレームを作り、中に鈴りん音ねの顔を収める。

「え？　ええっ？」

「ちょっと待ってろ」

　ケータイで検索してメガネ店のカタログページにアクセスし、鈴音の前に差し出す。

「ほら。こんな感じの奴やつ。どうせメガネを使わなきゃいけないのなら、メガネ選びも楽しんだ方が得だろ？」

「……そうやってお姉ちゃんもたらしこんだの？」

「ええっ？」

　店内の目が集まる。

　予期せぬツッコミに、一かず大ひろの方が大声を上げてしまった。

「たらし込むっていうか……。早少女さおとめの方から告白されたんだぞ、実は」

　厳密に言えば違うのだけど、一応これが表向きの設定。

「お姉ちゃんは美人だけど男の人に免疫ないっていうか、男はみんな身勝手で怖いものだと思ってたから、一見押しが弱そうで細かい気配りができる人に騙だまされちゃうのかも知れないわ」

「騙してない、騙してない！」

　むしろこっちが騙されたのだ。

「……じゃあさっきの巨乳さんにも、こんな風に親切にするの？　ご飯作ったり」

　さっきまでの狂騒的な雰囲気とは違う、怯おびえた小動物を思わせる、反応を慎重にうかがうような囁ささやき声だった。

「え……？　ま、まあ、さっきも言った通り幼なじみだし。オレ、一人暮らしで自炊してるから料理とか苦にならないしな」

「……だから巨乳さんも誤解しちゃうのよ」

「誤解って？」

「ひょっとしたら自分の事が好きなんじゃないかって」

「……え……？」

　まさかのフレーズだった。

　笑ったり驚いたりする以前に、耳から意識に届くまでに真空の時間が生まれた。

「優しくされると、そんな風に思っちゃうっていうか……思いたくなるもん」

「ええっ？　そーいうつもり全然ないぞ、オレ？　料理作るのだって、向こうがすぐ腹減らすからってだけだし」

　事情があってニセ彼氏やってるけれど、鷹たか奈なはあくまで幼なじみ。そもそもあいつと色恋沙ざ汰たという組み合わせには違和感大爆発だ。

「それに自分で言うのも何だけど、オレ、割と誰にでも親切な方なんだ。その……早少女さおとめとつき合う前からクラスの女子からいろいろ頼み事されたり、好き合ってる同士をくっつけるキューピッド役やったりとかな」

「好きな人がみんなに親切にしてたら、自分だけに優しくしてほしくなるもん。自分だから優しくしてるんだって思いたいもん……」

「そ、そーいうモンなんだろうな、やっぱり……」

　表向き早少女とつき合うようになった後で、周りの女子から似たような事を言われたりもしている。要するに『いい人』なんだけど、受け身の八方美人だから彼氏としては今一つ物足りなかったのだと。

「だから巨乳さんも勘違いしてるんだよ。あなたが本当はお姉ちゃんとつき合ってて、巨乳さんには幼なじみとして親切にしてるだけでも、向こうはあなたを自分のモノだって思い込んでるのかも知れないし」

「はははは。いくらなんでもそりゃないって。一般的なパターンとしてはアリかも知れないけど、あいつとオレはそういう間柄じゃないんだってば」

　着るものの相談はごく最近だけど、飢えた鷹奈にご飯を作ってやったり、宿題を手伝ってやったりなんていうのは小学校の頃からやっていた。何しろあいつはお湯を沸かすのさえ一人じゃできなかったんだし。

「……そうなんだ……」

　ぽそりと呟つぶやいて、鈴りん音ねは立ち上がった。

　いつの間にかオレンジジュースのグラスは空になっていて、残されたアイスキューブだけがただ溶けてしまうのを待っているだけだ。

「どうかしたのか？」

「き、聞かないでよ！」

「あ……」

　そのリアクションで気づいた。トイレだ。

　いつもの一かず大ひろならすぐに気づいてスルーすべきところを、うっかりわざわざ問いただしてしまった。

　やはり精神的な余裕がなくなっているのか。

　視界が不自由で不安なのか、片手をさりげなく前に伸ばしてぎこちない足取りで慎重に鈴りん音ねは歩いていく。ゴスロリ服とも相まって機械仕掛けの人形か、ホラー映画に登場する生ける死者を思わせる動きだった。

「はぁ……」

　一人になった一大の口から、大きなため息がこぼれる。

　まず何とか鈴音を諭して『早少女さおとめの代わりに恋人になる』という愚挙をやめさせる。

　かなり気持ちは落ち着いたみたいだし、一大とも打ち解けてくれたけれど、完全に諦あきらめた訳じゃない。

　その後で鷹たか奈なに平謝りしてから、何とか話を丸く収める。多分こっちは命がけだ。

　何しろ鷹奈は一大と早少女の関係を正しく理解していないし、早少女の事情を一大から勝手に話す訳にもいかない。

　どういう手順で説明するにしても、まずは鈴音は早少女本人じゃない事とキスはブロックした事を信じてもらえるかどうかだ。

「あ～あ、どうすりゃいいんだ？」

　ポン！

　悩んでいる一大の肩を、大きな手が叩たたいた。

　振り返ると、ガーゴイルズタイプのサングラスで顔を隠した大男が覆おおい被かぶさるように立っていた。

　顔はシュワルツェネッガーそっくり。

　ただし着ているのは美少女キャラが描かれたＴシャツとジーンズだ。

　内側から大胸筋や腹筋がピチピチに盛り上がっているので、プリントされた美少女キャラの姿がちょっと歪ゆがんでいる。

「え？　えっと……」

　服装が変わっていても見間違うはずはない。

　トリオ・ザ・アーノルドこと真さな愛えのボディガード三人組の一人だ。

　ただし三人の中の誰なのかは分からない。というか区別がつかない。

「いらっしゃいませぇ♡　胡こ満まん堂どうご主人様ぁ♡」

　メイドたちが声を揃そろえて名前を呼ぶ。

　最初に会った時に、真愛から呼ばれる序列が三番目だった人。アーノルド三号だ。

「ああ、胡こ満まん堂どうさんでしたか。こんなところで会うなんて奇遇ですね」

　この顔にこのサングラスだとつい『田た峰みねさん』と呼びたくなるところだ。

　関係者から変な情報が伝わったらマズいので、とりあえず呼吸を整えて『対真さな愛えモード』の落ち着いて上品な感じを演出する。

『くりーむ・ちーず』店内の狂騒的な雰囲気からすると明らかに無理があるのだけど。

「ええ。まったく奇遇です」

　下半分しか見えないが真面目まじめな表情を崩さずに、胡満堂は答える。

　はっ！

　その時、一かず大ひろは気づいた。

　もしもこのタイミングで鈴りん音ねが戻ってきたら？

　彼女はトリオ・ザ・アーノルドや真愛の事は知らないから、さっきの続きで鷹たか奈なの話をするだろうし、自分こそが一大の彼女だと主張する。

　それを聞いたら胡満堂はどう判断する？

　決まっている。

　もちろん『お嬢様と交際している男性が、他の女性とも恋愛関係にある』だ。

　既に一度、学校帰りに早少女さおとめといるところを目撃されているのが伏線になってしまう。

　あの時の一大の言動が、全部ごまかしだと思われるだろう。

　ヤバい。これは明らかにヤバい。

　頼むからしばらくは出て来ないでくれ！

　女の子のトイレが長引きますように──これほど情けない祈りがあるだろうか。

　しかし一大自身にできる事は何もない。

　祈る対象が神ではなく、鈴音自身なのがせめてもの救いだ。

　神なら絶対最悪のタイミングで事を起こす。

「どうしました、八や木ぎ本もと様。さきほどからずいぶんとお手洗いの方を気にしておられるようですが？　自分の事なら気になさらずに行って来ては？」

　吹き替え声優そっくりの低音が訊たずねる。

　味方だったらこの上もなく頼もしいが、敵に回れば難攻不落、そんな重厚な響きだ。

「い、いえ。別に近い訳ではありません。先ほど済ませたばかりです」

「それならよいのですが顔色も優れないようですし、どこか具合でも悪いのでは？」

「いいえ？　そ、そんな事はありません。ただ今日はちょっといろいろあったから疲れただけで。はは……」

　頰ほおが引きつる。

　こめかみに汗が浮かぶ。

　タイミングで考えればそろそろ鈴りん音ねが戻ってきても不思議ではない。

　早少女さおとめだったらかなり際どいシチュエーションでも空気も状況も読み取り、アドリブで乗り切る事ができるけど、どう考えたって鈴音には無理。

　そして職務に忠実な胡こ満まん堂どうは確実に真さな愛えに報告するだろう。

「そうですか。疲れましたか」

　渋さの中にも哀愁と愛あい嬌きようを含んだ声で、胡満堂が呟つぶやく。

「八や木ぎ本もと様が同好の士だとは知りませんでした。自分も激務で心身が疲ひ弊へいした時には癒いやしを求めてこの店に来ます」

「そ、そうなんですか」

　考えてみれば名前まで覚えられているのだ。通い詰めているのは間違いない。

「自分はずっと男子校だったもので、恥ずかしながらプライベートで女性と知り合う機会がありません。今でも仕事以外で言葉を交わすのは苦手で」

　確かにそういう事を言っていた。トリオのうち二人が男子校出身で一人がアメリカ帰り。

　一かず大ひろにとっては同じ顔同じ声なので、誰がどれなのか分からなかったけれど。

「ですから……何と言いますか、ある程度『型』にそった触れあいができる場というのはありがたいものです」

　なるほど。そういう考え方もあるのか。

　一大には妹がいるし、友達レベルで親しい女の子は少なくない。ただ、男の友達の中には女子と口を利くのだけでも緊張してしまうという奴やつもいる。

　どんな女の子が相手でも器用に要求に応じられる一大の方が珍しくて、こんな風に『準備されたガイドラインを利用できる』きっかけを必要とする人だっているのだろう。

「職場もメイドカフェですし、なかなか筋金入りのメイド愛好家のようで」

　うわぁ、そうだった。

　胡満堂は真愛のボディガードだから、目につく形ではないにせよ『スウィート・ドロップ』まで送り迎えした事があっても全然不思議じゃない。

「自分も仕事と趣味のけじめはきちんとしなければならないと思い、お嬢様が働いている店には客としては通わぬようにしてましたが、八木本様も同様の考えという事ですね」

「うんうん！　そうそう！」

　変な誤解が一ポイント増えてしまったが、今はこの流れに乗っかるしかない。

　ここに駆け込んだ本当の理由は絶対に内緒なのだから。

「胡満堂ご主人様ぁ♡　本日のご注文は何になさいますかぁ？　いつものでよろしいでしょうかぁ？」

　会話が途切れるのを待っていたウェイトレスが、甘ったるい声で尋ねてくる。

「あ、いや。済まない。今はすぐに立ち去らねばならない。用事が済んだら、改めて戻ってくるのでその時に頼む」

「はぁい♡」

　妙にウェストに力の入った、くいくい捻ひねる足運びでウェイトレスは去っていった。

「あの……用事って？」

「八や木ぎ本もと様、自分と一緒に来ていただきます」

　質問ではない。口調は丁寧だが、疑問符はない。

　こちらに質問や拒否を許さない依頼──いや、命令だった。

「えっと……どういう事でしょうか？」

「お嬢様が近くまで来ております。急用で、どうしてもお会いしたいと。自分は本日非番なのですが、八木本様を見かけたら連絡するようにと仰せつかっておりまして。外に出ていただけますか？」

　たとえ服装は典型的なオタモードでも、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの強こわ面もてだ。言葉は丁寧だけどこちらにノーと言わせない迫力がある。

「は、はい……。わかりました……けど」

「ありがとうございます。自分としても、この店にお嬢様をご案内するのはちょっと」

　そりゃそうだろう。いろんな意味で。

　この店の様子は真さな愛えにとって目の毒だし、メイドカフェに対する理解と誤解が深まりそうだし、胡こ満まん堂どうだってプライベートは大切にしたいだろうし。

　一かず大ひろにとっても幸運だった。トイレから戻ってきた鈴りん音ねと真愛が鉢合わせでもしたら、また一層ややこしい事になる。

　一度ごまかしたけど、彼女は『年頃の男女が一緒にいるだけでデート』という認識っぽいし。

　それにしたって今日はずっと真愛の用事──というか親類からふっかけられた無理難題に応こたえるためにずっと一緒だった。

　それを片付けて郊外の屋敷から戻ってきたばかりなのに、一体何の用事だろうか。

　しかも休日のボディガードにまで命じる急用だなんて。

「では、ご同行願います」

　胡満堂の分厚い手のひらががっちりと一大の肩をつかんだ。穏やかだが、走って逃げ出しでもしたら即座に確保できる構えである。

「ちょっと出るけどすぐ戻ってきますから、連れの女の子にはそう伝えてください。ここで僕が戻るのを待つようにと」

「はぁい♡　かしこまりました、ご主人様。胡こ満まん堂どうご主人様のお知り合いでしたら、心配いりませんね♡」

　途中外出はモメそうだったが、顔なじみの常連客が一緒で助かった。

　もしもここに他のアーノルド──田た峰みねや五ご利りが来店したらどうなるんだろうか？

　常連客と同じ顔だけど別人だから、話が通じないのは厄介なトラブルの元になる。

　何しろ一かず大ひろは、同じシチュエーションを身をもって経験している最中なのだ。

　胡満堂に肩を押されながら路地に出ると、例のワンボックスカーの前に真さな愛えがいた。

　先刻屋敷で別れた時のドレスとは違い、白に近い水色のワンピースの上にボレロを合わせた普通の外出着。

　それなのに、何か覚悟を決めた白装束みたいに見えてしまう。

　何気なく立っているだけなのに何だか得体の知れない迫力がひしひしと伝わってくる。

　いわば精神的な仁王立ち──いや、般はん若にや立ちとでも言うべきなのか。

　ぴたりと寄り添っているのはマツリ。

　こんな街中の路地で、きっちり完璧にオーソドックスなメイド服というのがこの状況では不気味さを醸し出している。

　まるでこの一角だけが、別のルールに支配される空間として切り取られたみたいだ。

　走って乱れた一大のスーツがそぐわないくらいに、真愛から放たれる緊張が周囲を満たしている。

　がしっ！

　背後の胡満堂が、両肩をがっちりつかむ。

　万まん力りきを思わせる大きさと力。しかも肩の関節を軽く極きめているので、痛みはないが全く身動きができない。

「一大様、急にお呼びだてして申し訳ありません。ですが、どうしても早急に解決しなければならない問題がありまして」

　真愛の笑顔を目にした一大の背に、何やら冷たいものが走る。

　あの時と同じ──いや、あれよりももっと鬼気迫る、唇だけで形作った笑みだった。





第４話　汚物は消毒だぁ～♥







「この問題は、早急に解決しなければならないわ」

『ストップ！　ちょっと止めて』

　早少女さおとめがセリフを口にした直後、音響監督から制止が入った。

「ごめんなさい。どこかまずかったですか？」

『ピュセルは悪くない。そこ、サッキュウじゃなくてソウキュウで読んで。分かりやすさ優先で』

　調整室からスピーカーを通じて、穏やかな声が答える。どちらにも読める言葉で、台本にルビが振られていなかったのだ。

「はい。分かりました」

　自分のミスでないと分かり、ほっと息を吐く。

　些さ細さいな事に思えても、発音一つでニュアンスやイメージは変わる。だから言葉を大切にして意志と感情を乗せて、気持ちを表現する。

　今、早少女がやっているのはそういう仕事だ。

『どうもみんなちょっと煮詰まり過ぎてるね。少し……そうだな、一五分ほど休憩しよう。その後でＢパートの頭からもう一回』

「はい」

　音響監督の合図で、スタジオ内で凝っていた緊張の空気が溶けて緩んだ。

　マイクの前に立っていた声優たちが、隅のソファに腰を下ろす。

　若いキャストが多い上に、第一話なので今後の展開も見越した上でキャラをきちんと作り込み、把握しなければいけない。

　そのため自然と収録に熱が入り、時間がかかってしまっているのだ。

　早少女自身、レギュラー出演している『なかよしベイビー』は既に他のスタッフ、キャストが場を固めている中に新キャラとして入っていったし、『たのしい大実験』では分かりやすいリアクションばかりで複雑な感情表現は少ない。

　他にも人気声優が出ているとか、アニメファンの注目度が高くなりそうという理由ではなく、『幻げんソワ』は自分にとって大きなステップアップになる──強い確信に、早少女はそっと胸を押さえて大きく息を吸う。

　一かず大ひろはもう家に帰った頃だろうか。

　収録が終わったら電話しよう。

　自分の成し遂げた事を話して、彼の方の戦果も聞かせてもらおう。

　そんな事を考えるだけで気持ちにハリが出てくる。

「さつきさん、まだ高校生なんでしょ？　学校との両立、大変じゃない？」

　雰囲気を和なごませようとしているのだろう。

　チームのリーダーであるジャンヌを演じる先輩声優が温いお茶を差し出しながら話しかけてきた。

　昨年いきなり深夜枠の一クール作品だけど主役に抜ばつ擢てきされて注目を集めた気き鋭えいで、レギュラー陣の中では早少女さおとめに次いで若く、まだ女子大生だ。

「ありがとうございます。まあ、おかげさまで何とかやれてます」

「それにしても女子大生とか高校生とか、どんどん若い娘こが出てくるよねー。あたしだってちょっと前まではぴちぴちに若手だったのにぃ」

「はいはい、嘆なげかない嘆かない。あたしたちももう現場で他の子をリードする立場になったって事よ」

　主役とライバル役の二人が笑って話に加わる。

　不慣れな早少女を気遣う雰囲気が確かに伝わってくる。

　出演している他の番組とは違って若い女性が多いから、プロとしてのけじめの中にも明るく賑にぎやかな空気がある。

　ただ、それでも『職場』だ。

　何の義務も責任もない、ただ個人としての気持ちだけで繫つながっている『ただの友達』とはやっぱり違う。

　早少女の脳裏に二つの顔が浮かんだ。

　鷹たか奈なと、真さな愛え。

　親友だけどライバルで、ライバルだけど親友。

　さっきのセリフみたいに『一度敵になってしまったらもう同じ人間ではなく、徹底的に否定し合う』以外に選択肢がなくなるのなら、むしろ簡単だ。

　そうじゃなく大切な友達である事は変わらないし、相手の事情だって理解できるから話はややこしい。

『幻げんソワ』でも、ピュセルたちは魔物は殺すしかないという前提でずっと戦ってきたのに、磨ま璃り亜あに『魔物を人間に戻す力』が発現した事で物語が大きく動く。

　だけど人が欲望や心の弱さから怪物化するのを防ぐ事はできないし、一度救った相手がもう一度魔物になってしまう事もある。

　フィクションの中でさえ、何もかもを完全に解決する便利な設定なんてなかなか存在しないのだ。

　真さな愛えや鷹たか奈なを簡単には憎めないし、自分自身が最初は身勝手な理由で近づいたという後ろめたさもある。現状がベストでないのは分かっているけれど、下へ手たに動かせば今までやってきた事を自分で否定しなければならなくなるかもという恐れもある。

　あ、そうか──早少女さおとめは気づいた。

　この気持ちを芝居に乗せればいいんだ。

　ピュセルだって単純に割り切っているんじゃなく『割り切らなければ辛つらい』からこそ、戦い、倒す事が正義だと信じようとしていた。

　だから単純に磨ま璃り亜あを受け入れ、肯定する事ができない。

　このニュアンスをもっと反映させられれば、ピュセルのキャラ描写が深くなるはず。

　最初に監督に言われた『もっと自然体で』というのは単純な事ではなく『現状が当たり前だと思いたい』という意志を反映してだったんだ。

　思わず口元が緩む。

　役者の業ごう──なのかも知れない。

　プライベートな問題で感じたもやもやした感情を解決しないで、それを演技に取り入れる事を考えてしまう。ある意味では、不純とさえ言える。

　だけどこの気持ちだって一かず大ひろとの出会いで知った事。

　親友なしには実感できなかった事。

　星ほし川かわ早少女の経験を抽出し、熟成させて、さつきほしみの仕事に結晶させる。

　それが自分の選んだ道なのだから。

『はーい。それじゃ休憩終わります。さっきのところからもう一度』

「はいっ！」

　音響監督の声を受け、早少女はすっくと立ち上がった。




「先ほどもう一度……と言いますか実はわたくし、あの時一大様のご自宅の近くにおりまして、再度一大様を見ていたのです」

　抑揚のない、丁寧で上品な口調だ。

　だからこそ不気味に感じられる。

　泣きそうで怒り出しそうな鷹奈は興奮気味だから落ち着かせなければならないという対処法がすぐに分かるけれど、こっちは何をどうすればいいのか糸口が見つからない。

　傍かたわらに控えているのが、これまた無表情なマツリ。背中に棒を通したみたいに、ピッと真まっ直すぐに立っている。

「えっと……あの時っていうのは？」

　ひょっとしたら何か忘れ物でもしたとか？

　それを届けに来たらタイミング悪く留守で、ケータイも通じないからこちらを探していたとか？

　自分でも甘く、無理のある想像だというのは分かっている。

　いくら何でもそんな他た愛あいもない用事で非番の人まで駆り出すとは思えないし、そもそも忘れ物や落とし物がない。

「うちの屋敷から一かず大ひろ様がご自宅に戻られたちょうどその時ですわ。ですから、再度と」

　最悪の──だけど予想済みの回答だった。

「さ、真さな愛えさん、どうしてそんな時にウチの近所にいた訳？　お屋敷でちゃんと挨拶して、オ……僕だけ運転手さんに送られてきたんだよね？」

『オレ』じゃなくて『僕』と言い直す。真愛自身は一大の正体を知っていても、マツリや胡こ満まん堂どうもいる以上、彼氏役としての設定を遵じゆん守しゆしなければならない。

「わたくしも壇だんさんの車で追いかけてきたのです」

「どうして？　何のために？」

「わたくしの方の理由など、今は取るに足らない話です。問題は、一大様が、あのような不実な事をなさっていたという動かしがたい事実ですわ」

「ふ、不実な事って？」

　分かってはいるけれど、それでも確認せずにはいられない。

「……そ、それはつまり……キ……と申しますか……せっぷ……くちづ……。ダメです！　そのようなはしたない言葉、わたくしの口からは言えませんっ！」

　紙みたいに蒼そう白はくだった真愛の顔に、いきなり朱が差した。

　両手で頰ほおを覆い、恥ずかしそうに身をよじる。

「まあ、一大様。はしたない事をなさったのですか。何てはしたないのでしょうか。そのようなはしたない事など、自分には想像できません」

　無表情のままマツリも顔を赤らめる。

　あんたそんな純情キャラか！

　真愛がキスと口にするのを恥ずかしがるのは分かるけど、いきなりカーセックスとか持ちかける人が想像できないはしたなさってどういうレベルですか？

　ツッコみたくなったけれど声には出せない。

　何しろこの人が特殊性癖のエロエロメイドであるという事実は、雇っている天てん弓きゆう院いん家の人たちも知らないのだ。

　ここで下へ手たな事を言ったら、一かず大ひろの方の立場が怪しくなる。

「あ、あの……はしたない事とか、やっていません！　本当です」

「はしたない事をしていない……？　承知いたしました、八や木ぎ本もと様。それはふしだらな事の方を実行したという意味ですね」

「それも違うっ！　違いますっ！」

「では淫みだらな事を？」

「淫らでもありませんっ！」

「ならば淫いん靡び？　淫いん猥わい？　卑ひ猥わい？」

「だから！　何もしてませんってば！」

　ほんのり頰ほおを赤らめながら無表情のまま次々と言葉を繰り出すマツリに、思わず声を張り上げてしまう。

「八木本様はお嬢様とお付き合いしていますし、正式な婚約はまだとは言え、将来を誓い合った仲です。体内が白いエキスでパンパンの男子高校生としては、清い交際だけでは我慢できなくなるのも仕方ない事でしょう」

　やはり仮面のように表情を固めたままで、淡々ととんでもない事を述べ立てるマツリ。

「ちょ、ちょっと！　壇だんさんっ！」












　抗議したくても声を出すのが精一杯。何しろ体の方はアーノルド三号によってがっちりホールドされているままだ。

「しかし、だからと言って他の女性と淫いん蕩とうな行為にふけるというのは感心いたしかねます。獣欲が抑えられないのであれば、この自分に申し付けていただければよかったのです。使用人は言わば家具のようなものですから、浮気や心変わりには当たりません。いつでも熱く潤った秘所で殿方の燃えるようなシャフト、即すなわち男根を受け入れる用意はできておりますのに」

「わーっ！　わーっ！　わーっ!!」

　ひたすら叫んで、マツリの暴言をかき消そうとする。

　真さな愛えと釣り合いの取れた上品な紳士にはふさわしくない行為だけど、この際他に手段がない。

「……どうかなさいましたか、八や木ぎ本もと様？」

　当のマツリが、まったく動じた様子もなく尋ねてくる。

「あ、あなたねぇ！　いくら何でも真愛さんの前でそんな」

「はて？　自分が何か問題のある発言をしましたでしょうか？」

「したでしょ！　問題だらけ！　問題率一〇〇パーセント！」

　一瞬ちらっと振り返ると、胡こ満まん堂どうもリアクションに困って顔を背けている。

　真愛はというと、まだ顔を両手で覆ったまま。

　キスと口にする事さえできない清純な箱入り娘の前で『熱く潤った秘所』だとか『男根』だとか、それはもう絶対にセーフラインからはみ出してるでしょ！

「お嬢様、お嬢様。落ち着いてくださいませ、お嬢様。お顔を上げてくださるよう、お願いいたします」

「え？　は、はい……」

　マツリに請われて、真愛が顔を隠していた両手を降ろす。

「自分の質問に答えてください。第一問、イントウとはどういう意味でしょうか？」

　真顔の横に握り拳こぶしを掲げ、人差し指だけをピンと立てる。

　ピコーンとか効果音が聞こえてきそうなほど、どこか機械じみた仕草だった。

「わーっ！　わーっ！　わー……むぐっ！」

　ダイレクトな質問に思わず大声を上げるが、マツリから目め配くばせを受けた胡満堂の分厚い手のひらが一かず大ひろの口を塞ふさいでしまった。

「咽いん頭とう？　喉のどの事ですわね」

「第二問。ヒショの意味は？」

　続いて中指も立つ。

「政治家や社長など、要職の人に仕えて業務の予定管理や各種の事務処理などを担当するお仕事の事ですわよね？　あ、それとも『あつい』という話をしておりましたから、高地や北に旅行して夏の暑気を逃れる方の避暑でしょうか？」

「第三問です。シャフトはお分かりになりますか？」

「ええと……わたくし、横文字には疎うといのですけど、機械部品の『軸』以外に何か特別の意味があるのでしょうか？」

「第四問はダンコンです」

「拳銃や小銃の弾が命中した痕こん跡せきの事ですわよね？」

「最後はちょっと難しいですよ。ジュウヨクはご存じでしょうか？」

「ああ。そちらなら分かりますわ。十の翼と書きます。儒じゆ教きようにおける『易えき経きよう』の解説書一〇編の総称ですわね」

「見事です、お嬢様。全問正解です」

　最後に残った親指まで開き、左右の手をぱちぱちと打ち合わせる。

　やはりロボットというか、シンバルモンキーの玩具おもちやを思わせる動きだった。

　恐るべし壇だんマツリ。

　彼女はちゃんと、真さな愛えには理解できないエロワードを的確にチョイスしていたのだ。

　さすがこっそりよからぬ事をいろいろ吹き込んでいる当人。

　まあ真愛の方もずっと女子校育ちの箱入り娘で、知識が極端に偏っているのだけど。

「言葉一つ一つの意味はそれなりに理解できましたけれど、全体の文脈がよく分かりませんでしたわ。機械部品と儒教がどのように関係したものなのか……」

「八や木ぎ本もと様。お嬢様にご説明いただけますか？」

　マツリがパチンと指を鳴らすと同時に、閉ざされていた口が解放される。

「で、できるか、そんな事っ！　っていうか、僕にも意味が分かりません。わー、わー、わーかりませんっ！」

「さっき叫んでいたのは、そういう事でしたの？」

「はいっ！　そうですっ！　そういう事だったんです！　わーかりませんっ！」

　我ながら無理があるとは思ったが、言っちゃった以上はこれで押し通すしかない。

　理解したなんて言えば、さっきのマツリのセリフの意味を真愛相手に解説する羽目になってしまう。

「以上、壇マツリによる楽しいクイズタイムでした。では、引き続き本題を」

　何事もなかったかのように、マツリは恭うやうやしく一礼する。

「ほ、本題って……？」

「もちろん、お嬢様の目の前で八や木ぎ本もと様が他の女性相手にはしたなく、ふしだらで、淫みだらで、不ふ埒らちで、いかがわしい行為に及んだ一件でございます」

　いつの間にか形容が増えている。

「そ、そこまで言われるような事？」

「……では一かず大ひろ様は大した事ではないと仰おつしやるのですか？　わたくし以外の女性と……そ、その……口づけを交わしても問題はないと？」

　彼女にとっては恥ずかしい言葉を、思い切って口にしたせいでそこにアクセントがついてしまった。

　マツリの問題に答えている時とは違う、真剣な表情でこちらを見つめてくる。

「そ、そうじゃないっ！　そうじゃありません！　キスしてませんから！　いきなり抱きつかれたのは確かですけど、キスはしていませんよ！」

「していない？　わ、わたくしには……お二ふた方かたの唇が、その……本当に触れあったように見受けられました」

　真さな愛えの声が、微かすかに震えている。

「それは角度が悪かったんですよ、きっと！」

「では、わたくしがこの目で見たものが間違いであると、一大様はそう仰るのですか？」

　釈しやく明めいする一大を、真愛の瞳が真まっ直すぐに見据える。

　まるで影に覆われた月げつ蝕しよくの満月のように、光であるのに闇やみを思わせる眼まな差ざしだった。瞳の表を、うっすらと涙の薄膜が覆っている。

「間違いというか、唇と唇が触れたところをきちんと目撃しましたか？　僕は、抱きついてきた彼女の顔をこの手で防いだんです。僕にとっても、予期していない事でしたから」

「予期していない……つまりあの女性のした事は、一大様にとっても不本意で迷惑だったという理解で、間違いはありませんね」

「ええ……まあ、そうです」

　ウソは言っていない。

　鈴りん音ねという初対面の女の子が、いきなり知り合いのフリをしてキスの不意打ちをしてきたのに困ったのは事実だ。

　おまけに、鷹たか奈なに追いかけられるという二次被害まで生んだのだし。

　あれ？　──この期ごに及んで一大は気づいた。

　鈴音が抱きつくところを鷹奈も真愛も目撃している。つまり、二人は一緒にいたという事なのか？

　確かにお互いに顔見知りというか、早少女さおとめまで含めて三人友達なんだからそれ自体は不自然な事ではないのかも知れない。

　だけど鷹たか奈なは直接走って追いかけてきて、真さな愛えはこうして人を出して自分を探し、車で追跡してきた。上う手まく言えないけれどどこか不自然というか、状況が微妙に嚙かみあっていないような気もする。

　お互いが相手の存在に気づかないまま、違う方向から見ていたとすればあり得ないシチュエーションではないのか。

「わたくし、安心いたしましたわ」

　思考に逃避していた一かず大ひろは、真愛の声で現実に引き戻された。

「一大様があのような女から……その……く、口づけされるのを喜ぶような方でしたらどうしようかと思っていました。迷惑でしたのね？」

「ええ、まあ……」

「間違いなく防いだのですね？」

「……はい」

　間違いではないのだけど、念を押す真愛の言い回しが微妙に怖い。

「唇を守り通したのですね！　わたくしのために」

「お嬢様」

　マツリがぽそりと口を挟む。

「今回は見事に食い止めたとしても、八や木ぎ本もと様も健康な高校生男子。しかもお嬢様とは違って市し井せいで同世代の異性に混じって生活しております。お嬢様と出会う前、既に過去にどなたかと口づけを交わしている可能性も考慮しなくては」

「……まさか……そのような事が……」

　真愛の顔が青ざめる。

「最近自分が入手した資料によりますと、日本人男性がファーストキスを経験する平均年齢は一六・四歳との事。八木本様は現在高校二年生で誕生日まで半年ほど。まさしくそのタイミングに合致いたします」

「どうなのですか、一大様？　その……わたくし以外の女性と、その……キ、キスをしたような経験は」

「ありませんよ、そんなの！」

「本当ですか？　わたくしの目を見て、誓う事ができますか？」

　胡こ満まん堂どうの片手が一大の頭を押さえつけ、真愛の方向へ固定する。

「も、もちろん誓うよ。僕は、まだキスをした事がありませんっ！」

　一かず大ひろにだってプライドはある。

　女の子の前でこんな事を断言するのはかなりの羞しゆう恥ちプレイだった。

　初めては本当に好きな人としたいという気持ちに噓うそはないけれど、男として女の子をリードしたいという見み栄えだって、そりゃまあ持っているのである。

「本当ですか？」

「本当だよ！　真さな愛えさん、そんなに僕の事が信用できないですか？」

　人間関係を人質に取るようなやり方はちょっと卑ひ怯きようだとは思いながら、こう言うしかなかった。

　どう言われたって証拠を提示できる訳ではないから、最後にはこれしかない。

　鈴りん音ね本人に証言させるという手も一応あるけれど、本当の事を話すとは限らない。鷹たか奈なとの間にも変な誤解が生じたし、真愛相手にも変な暴走をしそうだし。

「では、手で防いだというのは信じますわ。わたくしも、唇と唇が触れるところを確かめた訳ではありませんし……。壇だんさん、あれを」

「はい」

　具体的な品名は告げなくても主従の以心伝心で理解できたようで、マツリは背後に停とめてあるワンボックスの車内から白い救急箱を取り出した。

「えっと……何かあったの？　僕は別にケガとかしてないよ？」

　屋敷での試合もこちらのパンチを一発当てただけで決している。鷹奈から逃げて走った時も別に転んだりしていない。

「単純な傷などよりもずっと深刻な問題がありますわ。ただちに、適切に処理しないといけません」

　取り出した消毒液を脱脂綿に含ませる。

「え？　ちょっと？　な、何なの？」

　事態は分からないが本能的な不安と恐怖を感じる。思わず逃げようとした一大だが、体は胡こ満まん堂どうの手でがっちりホールドされたままだ。

「手で防いだという事は、この手のひらにあの女の唇が触れてしまったのでしょう？　でしたらきちんと後始末しなければ」

　真愛のしなやかな指先が一大の手をそっとつかみ、消毒薬で濡ぬれた脱脂綿で丁寧に拭ぬぐっていく。揮発性の薬品が肌の表面からすうっと熱を奪い取っていく。

「あ、あの……べ、別にそこまでしなくてもいいよ。あの後、ちゃんと手を洗ったし」

　これも出任せではない。

　ファミレスのトイレで用を足した後で普通に──という事だけど。

　ずっと鈴りん音ねと一緒だったし、本人の前で相手の唇が触れたところをきれいにしたがるのはさすがに不ぶ作さ法ほうだ。

「普通に洗浄するだけでは足りませんわ。しっかり殺菌消毒しませんと」

　にっこりと微笑ほほえみかける真さな愛えの目は、やはり月げつ蝕しよくの眼まな差ざしだ。

　まるで手相のシワまで全部ほじくり返し、拭ぬぐい去り、本人の運勢まで改変しようとしているみたいに執しつ拗ように、どんな僅わずかな汚れも逃さぬほどに手を拭き清めていく。

　最初の脱脂綿一つでは足りず、次に消毒薬をどぼどぼと振りかける。綿が吸い込みきれない液が溢あふれ、真愛の指の間からぽたりぽたりと滴したたり落ちる。

「さ、一かず大ひろ様。お力を抜いて」

　そんな事を言われても、異様なシチュエーションのせいで自然と体は強こわ張ばってしまう。

　こちらの気持ちを知ってか知らずか、真愛はゆっくりと一大の指を一本一本手に取り、脱脂綿で磨くように拭き取る。

「さ、真愛さん！　そのくらいでいいよ！　もう充分っ！　きれいになったから！」

「え？」

　一大の声に、真愛が顔を上げた。

「も、申し訳ありません。その……一度始めたらつい一所懸命になってしまって」












　彼女自身、意識しないまま熱中してしまったのだろう。戸惑い気味の笑顔が口元に残っていた。

　消毒に使われた脱脂綿は手のひらに一個。手の甲で一個。五本の指にそれぞれ一つずつの合計七個。薬品の小さなボトルは、半ばが空になっていた。

　すーすーする感触と薬剤の匂においのせいで、ちょっと体がむずむずする。

「真さな愛えさんは育ちがいいし、家の中でも清潔を心がけているのかも知れないけど、ちょっとやり過ぎだよ。ほら『スウィート・ドロップ』だって食べ物を扱ってても、ここまではやらないでしょ？」

「そ……そうですね……。わたくしとした事が……。あの……もしかして、ご不快に感じましたでしょうか？」

「いいよ。悪い事じゃないんだし。今度は適量になるように気をつけてくれれば……って、こんなトラブルは二度もないだろうけどね」

　一かず大ひろが笑顔を作ると、真愛もほっと息を継いで胸を撫なで下おろす。

　よかった。

　早少女さおとめの事情にも関かかわる事だから全部を詳細に説明する事はできないけれど、それでも真愛はこちらの話で納得してくれたみたいだ。

「ところで」──一大が安心しかけた時、再び真愛が口を開いた。

「一大様は先日、早少女さんとは単なる級友であってそれ以上の関係ではないとはっきり仰おつしやいましたよね？　それにもかかわらず彼女があのような事をしたというのは、一大様はただの友人としか思っていないのに、向こうの思惑は異なっていたと考えてよろしいのでしょうか？」

　しまった。忘れていた。

　鷹たか奈なとは違って、真愛は自分と早少女が顔見知りであるのを知っている。

「一大様はあくまでわたくしとお付き合いしており、早少女さんの暴挙にははなはだ迷惑している。だからこそ防いでしまったのですよね？」

　真愛の目が本気だ。

　さっきまでが皆かい既き月食なら、今は虚こ空くうに浮かぶブラックホール。

「ちょ、ちょっと待ってよ！」

　さっきの殺菌消毒といい、ニセの彼氏彼女の限界を突破しかけていないか、これは？

　本来真愛との関係は、保護者である志し束づかへのアピールが目的だったはず。

　もちろんこの場にもマツリと胡こ満まん堂どうという目撃者がいるから、それなりに芝居は続けなければいけないのは分かるけれど、こんなこってり濃厚というか重苦しいシチュエーションじゃなくてあっさり済ませてしまうべきじゃないのか？

　いや。今最も面倒な問題は真さな愛えが鈴りん音ねを早少女さおとめと誤認したままという事だ。

　これを放置したままだと、二人の友情が壊れてしまう。

　前に一緒にいるのを見られた時は早少女本人もアドリブでごまかしてくれたから何とか乗り切れたけれど、今は一かず大ひろが一人で対処するしかないのだ。

　仕方がない。ここは、最低限の事実を言ってしまうしかない。

「真愛さん。ちょっと誤解があるみたいだね」

「誤解？　わたくしが何を誤解しているというのですか？」

「あの人はさお……星ほし川かわさんじゃないんだ。よく似てるけれど」

「わたくしが友人の顔を見間違える……そんな苦しい言い訳でわたくしを騙だませると、一大様は考えていらっしゃるのですか？」

　ブラックホールに再び涙がにじむ。

　真愛の感情を揺らしているのは、軽く見られているという屈辱か。

　それとも信頼を裏切られているという悲しみか。

「そ、そういう意味じゃないよ！　あれは妹の鈴音さんなんだ！」

「え？　まさかそんな……。だって鈴音さんと言えば……」

　真愛が口ごもる。

「僕も初めて知ったんだけど、姉妹にしてもよく似てるよね。しかもわざわざ似せてきたみたいで。僕もからかわれたんだ。パッと見て星川さんじゃないのが分かったから、慌ててキスを防いだ訳で……」

「それはつまり、星川早少女さん本人であれば受け入れたという事ですか？」

「違いますっ！　それも違う！　今のは言葉のアヤっていうか……。相手が誰でも合意なくいきなりキスされそうになったらブロックします！」

　実際、一昨日は早少女の不意打ちを食い止めたのだし。

「なるほど……では一大様と相手の女性、双方が合意したのであれば口づけを交わすのにやぶさかではない──そのように理解してよろしいのでしょうか？」

「ま、まあ、そうです。そういう事になります」

　一生誰ともキスしないという誓いを立てている訳じゃないから、当然そうなる。

　今は半ば自じ業ごう自じ得とくの面倒な状況でがんじがらめの一大だけど、いつかは本物の彼女が欲しい気持ちは変わらないのだし。

　本当の彼女って何だろう、という疑問もあるのだけど。

「では、一大様」

　真さな愛えのまつげが、静かに伏せられる。

　一歩、二歩。

　一かず大ひろへと歩み寄り、小さく唇を開く。

「今、わたくしに……そ、その……く、口づけしていただけますか？」

　互いの体が触れあうほどの距離で、真愛は囁ささやいた。

「お願いします。わたくしの初めてを……。一大様の初めてを……」

　押さえていた手が静かに解放される。反動で一歩前進した一大は、自然と真愛に触れてしまった。

　華きや奢しやな体が震えているのが伝わってくる。

「お願いします。一大様……」

　体の震えだけではない。

　息づかい、体温、鼓動。全すべてが一緒になって肌から染み通り、血管を流れ、一大の心臓に注ぎ込まれていく。

　胸の芯しんに宿った熱が、体の表面へと逆流する。

　火ほ照てった顔が膨張して張り裂けそうだ。

　意識はしていないのに、腕が自然と動いて真愛の肩に回る。指先が背中に触れる。

「あ……」

　姿勢を変えないままの彼女から、小さな吐息がこぼれた。

　一大の腕が──止まる。

　今度は彼自身の意志で。

　そっと包み込んだだけで、抱きしめるにはほど遠い腕の──優しさ。

「そ……そんな事はできないよ。真愛さん」

　顔を寄せ、耳元に囁きかける。

「どうしてですか？　一大様とわたくしはお付き合いしていますよね？　それとも、一大様はわたくしが……嫌いなのですか？」

「そうじゃない。そうじゃないけど」

　背中に回した手を解ほどき、真愛の両肩を支える。

「その……お互いにこういう事はもっと慎重に、お互いの本当の気持ちをよく考えた上でないといけないと思うんだ。特に、真愛さんは立場があるんだし。焦る必要はないっていうか、焦っちゃいけないよ」

『本当の気持ち』や『立場』のところに、さりげなくアクセントをつける。

　マツリたちの目も耳もあるから、内緒話をするのも難しい。

　だから言外のニュアンスで訴える。

『あくまでもニセの彼氏彼女。真さな愛えの目的のため、周囲へのアピールは大切だけどやり過ぎは本末転倒』と。

「初めてなんでしょ？　だったらこんな風に状況に流されて、意地を張って当てつけみたいな形は止やめようよ。真愛さんが、本当に素直な気持ちで本当に好きな人とそうしたいって思った時に」

　あくまでも『真愛の本当の気持ち』であって『お互いの気持ち』ではないという事、そして『本当に好きな人』と言った意味は伝わっただろうか。

　箱入り娘で世間知らずなところがある真愛だからムードに流されたというか、キスの話をしているうちに流されてしまったのかも知れない。『キス』や『口づけ』の意味を、普通より重く考えているみたいだし。

　そりゃ一かず大ひろだってイヤな訳じゃない。真愛みたいな美人とキスできるのは、本当は小躍りしたくなるくらい嬉うれしい。

　けれど、あくまでも頼まれて引き受けているニセ彼氏だ。ここで自分が唇を奪ったりしたら真愛の立場が悪くなる。

「……は、はい……。わかりました。一大様がそう仰おつしやるなら……」

　一大が手を緩めると、真愛も自然と数歩後ずさる。

　微かすかに涙ぐんでいるようにも見えたが、それでも口元には笑みを浮かべようとしている。

　自然な笑顔ではないけれど、何度か見た『目だけ笑ってない』のとは違う、不安と戸惑いの中で、それでも微笑ほほえもうとしている顔だ。

　ヴヴヴヴ……！

　その時、不意に微かなノイズが空気を震わせた。

「失礼。電話のようです」

　短く告げると、マツリはくるりと全員に背を向けて屈かがみ、もぞもぞとスカートを蠢うごめかせてから携帯電話を取りだした。

　一瞬前までのロマンティックな雰囲気が、ガラガラ音を立てて崩れ落ちていく。

　どこに仕し舞まっていた、どこに？

　というか、どこに仕舞っていたように思わせたいんですか、あなたは！

　心の中だけで一大はツッコミを入れた。

　誰かこのメイドをどうにかしてくれ。

　特に後ろの胡こ満まん堂どうさん。あなたはメイドカフェの常連客としてこんな人が身近にいるのを放置していていいんですか？

　あ、いや。

『くりーむ・ちーず』に通い詰めるような人なら、むしろエロメイドは望むところなのか。

「お嬢様」

　口元を手で隠しながら、マツリは真さな愛えの耳元へ囁ささやく。

「何ですって？　それは本当ですか？」

「はい。困った事になっているようで……。お嬢様の力におすがりするしかないと」

「現場で処理はできませんか？」

「やはりお嬢様が直接出向かれた方がおもしろ……いえ、確実かと存じます」

「そうですね。わたくしも自分で確かめたい事があります。では、すぐにそちらへ」

　凜りんとした態度を取り戻し、真愛は一かず大ひろへ向き直って頭を下げる。

「申し訳ありません。急用ができてしまったようです。本日は、重ね重ねありがとうございました。これからも変わらぬお付き合いを宜よろしくお願いいたします」

「う、うん」

　変わらぬ──という事は当分志し束づかや親類相手に『真愛に相応ふさわしい彼氏』を演じる羽目になるのだろうか。

　面倒だけど、約束した以上は仕方ないか。

「胡こ満まん堂どうも、休みのところをご苦労様でした。もう戻っても構いません」

「は。了解いたしました。非番とは言っても、元々自分たちは非常に備えるのが仕事です。必要な時はお呼び立てください」

　ピンと背筋を伸ばして答えてはいるが、服装が服装だ。胸を張ったせいで、シャツの美少女がさらに歪ゆがんでいる。

　一大は苦笑を抑えるので精一杯。

「職務熱心なのはよい事です。志束おばさまにもあなたの精勤ぶりは伝えておきましょう。ですが非常に備える危険な仕事であればこそ適度に休息を取り、心身の回復を図るのは大切です。今日はわたくしのわがままで駆り出してしまい、申し訳ありませんでした」

　そう言って、真愛は胡満堂にも深々と頭を下げる。

　こんなところも彼女の人柄だと、一大は自然に感心する。

　人を使う事に慣れていて、しかし他者が自分に奉仕するのを当然とは考えない。

　忠誠を受け止めて感謝を返せるのが、育ちの良さなのだろう。

「では、一大様。ごきげんよう」

　真愛がワンボックスに乗り込むのと同時に、運転席からマツリが思わせぶりなウインクを飛ばしてきた。

「ふぅ……」

　とりあえず目の前の難局を乗り切って、一かず大ひろはほっと肩を落とす。

「八や木ぎ本もと様、先ほどは申し訳ありませんでした。痛くありませんでしたか？」

　サングラスで半分隠れた顔に恐縮の表情を浮かべ、胡こ満まん堂どうが尋ねてくる。

　しまった。

　まだこれが残っていた。

　メイドに託した伝言をきちんと守っているようで、鈴りん音ねはちゃんと店の中で待っているようだ。

　しかしそれは、このまま店に戻れば彼女と胡満堂が鉢合わせしてしまうという事だ。

　お嬢様とつき合っているはずの男性が他の女の子とデート（？）していたら、彼としては当然報告するだろう。

　真さな愛え本人が去っても、一大の危機はまだ消えた訳ではないのだ。





第５話　ガールズトーク・タイム







　マツリが運転するワンボックスに乗ったのは、移動距離の問題というよりセキュリティに万全を期すためだ。

　ほんの数分移動して到着したのは『くりーむ・ちーず』のある路地からさほど遠くないファミレスの駐車場である。

「お待ちしておりました、お嬢様」

「ご苦労様です、田た峰みね」

　外から車のドアを開けたアーノルド一号こと田峰に、軽い会釈で応こたえる。

　こちらは本来オフの胡満堂とは異なり業務中なので、大きめのサングラスは同じだが着ているのは威圧的な黒のスーツ。

「あ、来た来た～！　真愛～。助かったよぉ～」

　右に田峰、左にマツリを従えて店内に入った真愛を大きく手を振って出迎えたのは鷹たか奈なだった。

　レジで足止めされた鷹奈は、しばらくの間完全に茫ぼう然ぜん自じ失しつしていた。

　サイフを忘れて打つ手がないのにも困ったが、それ以上に『一かず大ひろが自分を置き去りにして早少女さおとめと一緒に逃げた』『そもそもその前に早少女とキスしていた』という衝撃で、心が破壊されてしまったのだ。

　十数分経たってから回復できたのは、やはり一大が言い残した『後で埋め合わせする』という言葉が記憶の底からこだましてきたからだった。

　三件のニセ彼氏を兼任している身だ。何か事情があるのかも知れない。

　お人ひと好よしで頼み事を何でも引き受けてしまう一大だけど、優先順位を考えてきちんと一つずつ片付ける。持て余して投げ出し、約束を台無しにしてしまったケースを鷹たか奈なは知らない。

　他の誰が一大の言葉を信じなくても、あたしは信じる──積み重ねてきた一六年のつき合いに、鷹奈はすがった。

　きっと早少女を連れていったのも、やむを得ない事情があるのかも。

　それにしたってキスは許せない。

　あの時の事をよく思い出してみると、一大にその気はないのに不意打ちで襲われてしまった感じだ。

　だから一大は悪くない。被害者。

　悪いのは早少女の方。

　三人でお互いに『ニセ彼女』と確認したのに、抜け駆けするなんて。

　きっと一大も早少女の真意を確かめたくて、鷹奈の介入を避けているのだろう。

　そこまで気持ちを落ち着けてから考えると、目下最も深刻なのはお金を持っていない事だった。

　真さな愛えから急に呼び出されて着の身着のままで家を出たから、サイフを忘れていた。

　ケータイは壊れてるし、両親とも道場に行ってるから自宅は留守。

　このままでは無む銭せん飲食になってしまう。潰つぶしたフォークも弁償しなきゃいけないし。

　父が武道を教えている関係で地元警察には鷹奈を知っている者も多い。お巡りさんを呼ばれても事情を説明すれば分かってもらえるだろうけど、それでは氷ひ魚お滅めつ神しん流りゆうの看板に泥を塗る事になってしまう。

　警察と親しいという事は、それだけ名誉や責任も背負っているという意味だ。

「……それでどうしようもなくなってパニック起こしそうになった時、お店に田た峰みねさんが入ってきたんだ。地獄に仏っていうのは、あの事だね」

　ファミレスの店内。改めて客席に座り、鷹奈は事情を説明した。

　ボックス席の向かいに座っているのは真愛だけ。マツリと田峰は、店外で待機している。

　鷹たか奈なは、田た峰みねたちとは面識がある。

　知り合って間もない頃、彼女の強さを知ったボディガードと手合わせをしたのだ。もちろん結果は鷹奈の圧勝だったが。

「で、田峰さんに頼んで来てもらった訳。いやぁ、本当に助かったよ。ありがとう！　立て替えてもらったお金は、帰ったらすぐに返すから！」

　パンと両手を打ち合わせ、大げさな姿勢で頭を下げる。

「お気になさらず。鷹奈さんとは友達同士なのですし、困った時はお互い様ですわ」

　単に支払いを立て替えるだけなら真さな愛え本人が出向くまでもなく、田峰に言付けるだけでも充分だった。

　にもかかわらず足を運んだのは、鷹奈と話したい事があったからだ。だからこそマツリたちにも席を外してもらったのである。

　ちなみに鷹奈の前には、エビと貝柱のトマトクリームソースパスタと一口カットリブステーキ、涼風サラダ麵が並んでいる。

　真愛が来てから、改めて追加オーダーしたものである。

「泣くのを我慢してたら何かお腹なか空すいちゃってさ。あたし、ストレスは全部食欲に来るタチなんだよね」

　口の端についた赤いソースを指先で拭ぬぐって、鷹奈が真顔になった。

　ストレスで空腹になるけれど、腹さえ満たせばストレスが解消できる訳ではない。

　何しろ根本の問題は解決していないのだ。

　そもそもこの店に早少女さおとめがいるのを見つけて入っていった事は、既に伝えてある。

「早少女の奴やつ……カズの事を自分だけのものだとか、あたしの事を全然知らない他人みたいに言ってさ……」

　落ち着くと、今度はまた弱気の虫が頭を持ち上げてくる。

　目尻に浮かびかけた涙をぐすっと拭い、こぼれる弱音を強引にせき止めようとしているみたいに、パスタを口に詰め込む。

「あたしは……あたしは早少女の事、友達だと思ってたのに……。ひとりだけ抜け駆けして無む理り矢や理りキスするなんてひどいよね？」

「ま……まあそうですわよね」

「たまたまあたしたちが現場に居合わせたけどさ。もしそうじゃなかったら、陰でこそこそやってた訳でしょ？　それって……やっぱり友達としてやっちゃいけない事でしょ？」

「え、ええ……。まあ、そういう事になりますでしょうか……」

　引きつった笑みを浮かべる真愛のこめかみに、大きな汗の粒が浮かぶ。

「温度低いね！　三人親友なんだよ！　カズの事があっても──って、あくまでもニセの関係なんだけどさ。友達を裏切るようなのってあたしは絶対に許せない。真さな愛えだってそうでしょ？」

　鷹たか奈なの指先は、いつの間にか手にしたフォークをねじ曲げていた。

　また無意識に指先が動いてしまったのだけど、今度はきれいに丸めたボールにはならず、複雑に折れ曲がった結び目状だ。

　一見すると知恵の輪にも見えるが、元が一本のフォークだから決して解ほどけて分かれる事などない。

　恐るべきパワーである。

　もしも鷹奈が本気で怒って暴れでもしたら、絶対に助からない。

　たとえ店外にボディガードが控えていたとしてもあっさりと片付けられる。それ以前に駆けつけても間に合わない。

「え、ええ。もちろんですとも。わたくしもそう思いますわ。そんな事を企たくらんだって上う手まくいくはずありませんのに。ほほほ……」

　だから真愛はそらぞらしく顔を逸そらして笑うしかなかった。

「笑い事じゃないでしょ！」

　バンッ！

　鷹奈としては軽く平手で叩たたいただけなのだがテーブルは激しく振動し、乗っている皿が全部カタカタ鳴った。

　真愛は慌てて、自分のティーカップを押さえる。

「早少女さおとめがあんな事するなんて……絶対に許せない。あの時は泣きそうになっちゃったけど、もしもう一回目の前に現れたら……あたし、自分でもどうなっちゃうか分かんない」

　ブギンッ！

　解けないはずの知恵の輪が二つに分かれた。

　鷹奈の指が動くうちに、自然と引きちぎられてしまったのだ。

「早少女だけじゃない。誰であろうと……。あたしだって武道家だから、暴力に訴えたりしたらダメって分かってるよ。だけど……このままじゃ」

　ベチンッ！　パギンッ！

　二分割なんて生やさしいものではない。

　半泣き顔の鷹奈が指先をもぞもぞ動かすたびに、鉄製のフォークがまるでティッシュのようにちぎれていく。

「お、落ち着いてください、鷹奈さん」

　淑女らしくもなく、さらに汗の量が増えた真さな愛えが慌ててなだめる。

「鷹たか奈なさんも、あくまでも形の上の恋人。ただの幼なじみなんですよね？」

「え？　あ、ああ、そうそう。そうだった。ははは……」

　表情を拭ぬぐって苦笑いに変え、鷹奈は予備のフォークで一気に残ったパスタを口の中に放ほうり込んだ。

「それと……その事ですけど、鷹奈さん」

　真愛が僅わずかに身を乗り出す。

「一かず大ひろ様によるとあれは早少女さおとめさんではないそうです」

「え？　ええっ？　だって……。あれで他人のそら似とかありえないよ！」

「そのように思うのも当然ですわね。わたくしも同様の印象を抱いだいておりましたから」

　小さく咳せき払ばらいをして、真愛は話を続ける。

「実は鷹奈さんから連絡があった時、わたくしは一大様とお会いしていたのです」

「ええっ！　だったらどうしてあたしに……って、連絡できないか」

　真愛は携帯を持ってないし、鷹奈のは壊れたままだ。だからこそ偶然に頼らないとコンタクトが取れなかった訳で。

「手の者に市中を探索させたところ、運よく所在がつかめまして。もちろん先刻の一件について確認させていただきました」












「カズ、何て言ってたの？」

「口づけもしていないのだとか。直前で手のひらを挟み込んで接触を食い止めたそうです」

「……そっか……。キ、キスはしてないんだね？　でも早少女さおとめじゃないっていうのは……」

　あのレベルの美少女がそう何人もいるはずがないし、そもそもそれ以前に顔が同じ──同じにしか見えなかった。

「早少女さんではなく。妹の鈴りん音ねさんなのだとか。他人のそら似ではなく、血縁者だから似ているという事ですわね」

「鈴音……ちゃん？　ええっ！　まさか！」

　びっくりした弾みで、鷹たか奈なの目尻に溜たまっていた涙が引っ込んだ。

「そ、そんなのウソでしょ？」

「ええ。わたくしも信じられませんが……」

「だって鈴音ちゃんって言ったらこう……丸顔でぷにっと愛あい嬌きようあって、こーんなメガネかけてたよね？」

　両手でほっぺの膨らみを表現した後、人差し指と親指で大きく輪を作って両目に当てる。

　ふたりとも本人に会った事はないけれど、以前早少女から家族の写真を見せてもらった事ならある。

　そこに写っていた鈴音の姿は福々しい丸顔で髪型も子供っぽかった。

　一かず大ひろに抱きついた『早少女』とは似ても似つかない。

　いや。丸ぽちゃな輪郭と似合ってないメガネに目を取られてしまうけれど、よくよく思い出してみれば目元とかは姉妹らしく似ているか。

「ですが、確かに冷静に思い起こしてみれば早少女さんとは微妙に人相が違っているようにも思います。一大様はすぐに気づいたと仰おつしやってましたが、早少女さんとのお付き合いはわたくしたちの方が長いのですよね」

　早少女、真さな愛え、鷹奈の三人が出会い、友達になったのは中学時代の終わり。一大が早少女と知り合ったのは高校に入ってから。しかも地味に装っていない本来の早少女を知ってからはまだ三か月程度でしかない。

「それでも……それでもカズなら気づくかも知れない。あいつ、そういうのは妙に敏感なところがあるもん」

　よく気が利く人間というのは、相手の様子に敏感に反応する。つまり観察眼と記憶力に優れているという事だ。だからよく似た他人をきちんと見分けても不思議ではない。

　それに一大は昔の鈴音を知らないから、鷹奈や真愛とは逆に先入観に囚とらわれずに判断できた可能性もある。

「あの写真は確か三年前の奴やつって言ってたから、鈴りん音ねちゃんはまだ小学生か……。成長期って一年か二年で結構顔変わっちゃう事ってあるよね？」

「確かに。特に女性はダイエットや髪型の変化でいきなり見違えるようになりますわ。まぶたの脂肪も落ちたりして人相が変わるのも充分あり得る事です」

　鷹たか奈なと真さな愛えは、微妙な表情で顔を見合わせる。

「じゃあ……あたしたちが早少女さおとめだと思ったのは、本当は鈴音ちゃん？」

「考えにくい事ではありますが、あり得ない事ではないというあたりでしょうか」

「そう言えば自分の事『あたし』って言ってたっけ。早少女なら『ボク』なのに。声もちょっと違ってたような……」

　思い起こせば、あの時の態度は変だった。

　鷹奈自身も興奮せずに冷静だったら、口調の不自然さや話の嚙かみあわなさから勘づいていたかも知れない。

　安あん堵どで鷹奈の表情が緩む。

　さっきは興奮していたせいで、言ったらマズい気持ちまで口走ってしまった。

　あれが早少女本人だったら取り返しのつかない事になってしまうけれど、実は妹というのならまだフォロー可能かも知れない。

　後は、一かず大ひろにどこまで聞こえていたかだ。

　一番の本心さえバレてないならまだ何とかなる。

　むしろバレてしまった事に乗じた方がいいのだろうか。

「それに今日、新番組の収録があるはずです。いくら何でも、彼女が仕事を蔑ないがしろにするというのはあり得ない事ですわ」

　プロとしての矜きよう恃じや責任感の問題ばかりではない。

　早少女がニセ彼氏を必要とする根拠は声優として若い男性に慣れるため、形式的にでも恋愛を経験して演技の幅を広げるためだ。

　仕事を放棄してしまっては、一大との関係を続ける大義名分がなくなってしまう。

「だ、だけどさ。捨て身になって一気に勝負に出たとか……。も、もちろんニセの恋人って事になってるんだから、そんな事する意味なんてないんだけどさ」

　真愛の言葉から意図するところを読み取り、鷹奈も意見を述べる。

「それなら、妹さんのお名前を挙げてごまかす意味などありませんわ」

　早少女本人が不意打ちでキスをしたとしたら、とにかく既成事実を作ってしまえというのが目的のはず。半端にごまかしたりしたら逆効果。

　しかもあくまでニセ彼氏という建前のもとで、全員の期待に均等に応こたえつつ、感情やその場の勢いに任せたりしないで女の子を大切にしているのが一かず大ひろだ。

　彼のそんな性格を、真さな愛えはついさっき目まの当あたりにしている。

　前提を放棄し、一大当人まで騙だまして、無む理り矢や理り抜け駆けをしても、かえって印象が悪くなって結局は損になる。

「それにしてもつじつまが合いませんわ。妹である鈴りん音ねさんが、姉の恋人のそ、その……唇をいきなり奪おうとするなんて……」

　キスに関する事を直じかに口にする段になると、真愛は赤くなって口ごもってしまう。

　直に説明を受けただけの一大だって理解できないのだ。乏しい情報から推測しているだけの真愛と鷹たか奈なには想像もつかなくて当然。

「恋人、じゃないよ。あくまでもニセの恋人。一大は早少女さおとめの、本当の恋人なんかじゃないんだもん」

「……そうでしたわね。わたくしとした事がついうっかり。もちろん鷹奈さんとも、形の上だけでの仮かり初そめのお付き合いでしたわよね」

「そ、そうだよ。それは真愛も同じでしょ？　あたしと一大はずーっと一緒に育った幼なじみだけどね」

「え、ええ。わたくしの方は今日も、志し束づかおばさまも含めて将来の事などを語らったりもしましたけれど」

　二人の間に、微妙な空気が流れる。

　目に見えない塊が言葉に乗ってお互いの顔をチクチク刺したりゴツゴツ叩たたいたりしているのだけど、先に『痛い』とか『やめて』とか言ってしまった方が負けになってしまうようなムード。

　いわば言葉によるエア雪合戦。

　しかも中に石が入ってるかも知れないレベルの。

「……まさかとは思いますが、早少女さんから一大様の話を聞いた鈴音さんが、彼の魅力に惹ひかれて略奪を試みたのではないでしょうか？」

「それ、あるかも！　だってあの子、あたしに言ってたもん。一大はあたしのものだとか何とか！」

「一大様は非常によくできた魅力的な殿方ですもの。そのように考えてしまうのも仕方ない事かも知れませんわね」

「そ、その通りだけどあくまでニセ彼氏として、だよね？　真面目まじめだし、約束は守るし」

「え、ええ。もちろんそうですわよ。わたくしたち、三人ともそれぞれやむを得ない事情で一かず大ひろ様をお頼りしている訳ですから」

「そ、そうだよね。はは……」

「そうですとも。ほほ……」

　真さな愛えは真愛で、強く出られない理由がある。

　周囲の流れに乗った形ではあるが、保護者や親類に紹介したりと地道に周辺を固めてはいるものの、接触の機会は三人の中で最も少ない。

　早少女さおとめの学校はほぼ毎日。お隣さんの鷹たか奈なはその気になれば文字通り毎朝毎晩コンタクトできるのに対し、バイト先の同僚という真愛は週に三、四日が限界だ。

　奇き襲しゆう強きよう襲しゆう何でもありになったら、この不利を覆すのは困難。

　性格的にもじっくり攻めてきちんと形を整えるのはできても、失敗覚悟で無理に力押しというのは馴な染じまない。拙せつ速そくよりも巧こう遅ちが、真愛の性分だ。

　さっきだって強引にキスをせがんだけれど、やっぱり本来の性格にはミスマッチの強引なやり方だったから失敗してしまった。

　だからこそ現時点では、三人がそれぞれニセの彼女でしかないという表面上の形式を維持する事で、他の二人の動きを封じておきたいのである。

「そうそう。真愛だって例の親戚のおじさんの件が片付いて一段落したんだし、カズにニセ彼氏頼む用事はしばらくないよね？　これを機に、社会勉強の方に力入れたらいいんじゃないかな？　ちょうどもうすぐ夏休みだしさ」

　鷹奈がにっこり笑い、フォークを箸はしに持ち替えて涼風サラダ麵をすする。

「……もうすぐ夏休み……。そうでしたわね」

「そうそう、夏休み夏休み。学校もない。だけど人間家には毎日帰るんだよね～」

　声があからさまに弾んでいる。

　こういう関係になってから初めての長期休暇。

　毎日登校する事がなくなれば早少女と一大が会う機会は減るし、真愛は元から接触タイミングが限られている。しかも夏休みに入ればバイトのシフトが変わる恐れもある。

　唯一、お隣さんの鷹奈にとってはむしろ一緒に過ごす時間が増える確率変動ボーナスタイムの到来だ。

「で、でも夏休みですと鷹奈さんも空手部の後輩さんに、ニセの彼氏を誇こ示じする必要がありませんわよね？」

「うん、そーだよ。でもニセ恋人じゃなくてもあたしとカズはお隣さんで幼なじみだもん。ずーっと昔から一緒にご飯食べたり宿題やったりするのは当たり前だったし」

　厳密に言えば、ご飯を作ってもらったり宿題を教えてもらったりしていた訳だが。

「それに真さな愛えのおじさんに対抗するために空手の稽けい古こつけてやったけど、別に今回の事が終わったからお終しまいって訳じゃないもんね。カズ、その前からちょっとやる気出してるみたいだったしね～。せっかくの休みなんだし、あたしがビシビシ鍛えてやらなくちゃ」

　どんどん嬉うれしそうに声のトーンが上がっていく鷹たか奈なとは対照的に、真愛は唇を真ま一いち文もん字じに結んだ。

　確かに付け焼き刃とはいえ修行したおかげで三み隅すみがふっかけた無理難題に勝利し、一かず大ひろの株も上がって真愛との関係も深まった。

　しかし同時に、鷹奈へも有力な手札を与えてしまったのだ。

「そ、そうですわ！　夏休みはわたくしたち三人で旅行でもしませんか？　早少女さおとめさんも誘って。軽かる井い沢ざわか富ふ良ら野のの別荘なんていかがでしょうか？」

　自分が有利にならないのなら、せめて相手のアドバンテージを潰つぶす。

　女子三人で一緒に行動すれば、誰かが抜け駆けして一大とデートしたりするのは不可能になる──とっさに思いついた真愛の逆襲だ。

「素敵なアイディアだけどさ。三人揃そろってってのは難しいんじゃない？　早少女、新しい『幻げんソワ』だけじゃなくてレギュラーの仕事たくさん抱えてるし、そんな何日も旅行なんかしてられないよ。あたしは気にしないから、真愛一人で楽しんできて」

　鷹奈の口が、大きく笑みのカーブを描く。

　真愛が旅行に行ってしまえば、その間は自分のチャンスがますます増える。

「そ、そんな事を仰おつしやらずに。わたくしひとりだと楽しくありませんもの。やっぱりどなたか一緒に来てくれる方がいらっしゃいませんと」

「でもさ。いくらニセ彼氏でもカズと一緒っていうのは、志し束づかおばさんが許してくれないよね？」

「そ、それは……確かに……」

「あたしの方は子供の頃からお互いの親も知ってる仲だし」

　勝ち誇ったような鷹奈の言葉に、真愛はついついテーブルの下でハンカチに力を込める。

　強く引っ張っているが、鷹奈とは違う。彼女一人の力では鉄のフォークどころか絹一枚を引き裂く事もできない。

　悔しいが、この話題では圧倒的に鷹奈が有利すぎる。

「な、夏休みよりも当面の問題ですわ」

「そうだね。鈴りん音ねちゃんか早少女か、まだ未確定だけどさ。本人には会ったの？　真愛が本人見て確かめてたら、問題解決してたじゃない？」

「わたくしが会った時には、一大様はお一人でした。発見した胡こ満まん堂どうも、女性連れで来るような店ではないと言っておりましたし……」

「女の子が行けないって……カズってばそんなお店に出入りしてたの？」

「わたくしが働いているのと同じ業種のようですわよ？　さほど問題があるところとも思えませんが。『スウィート・ドロップ』も女性客は皆かい無むとは言いませんが、主なお客様は男性ですし」

「そ、そう……。なぁんだ。ただのメイドカフェ……って、それもあんまりよくないっ！」

　バイトの件は仕方ない。

　元々働いていた喫茶店が後からメイドカフェに模様替えしたのだから。

　だけど一かず大ひろが個人的に客としてあんな店に行くのは、鷹たか奈なにとってあまり面白い話ではないのだ。

　メイドさんに『ご主人様』とか呼ばれて鼻の下伸ばしてる一大なんて、絶対見たくない。

「じゃあ鈴りん音ねちゃんはもう帰ったって事？　それも何か不自然な気がする。あたしが、えーと……その、怒ってるのを知ってるのに、カズが女の子を放ほうっておくなんてさ」

　興奮して思わず力を見せてしまったのは、鷹奈にとっても不本意だ。

「確かに妙なところがありますわね。胡こ満まん堂どうが見落としただけで、まだ『その女』と一緒にいると考えた方がよいのかも知れません。だとしたらあのまま解放してしまったのは早計でしたわね。わたくしとした事が……」

　うっかりしていたというか、真さな愛えもキスの件を問い詰めるので頭が一杯になってしまって重大な事を見落としていた。

　冷めかかった紅茶を一気に飲み干して立ち上がる。

「壇だんさんに言って、胡満堂に連絡させましょう。一大様がまだ近くにいるなら、女性が同行していないかどうかを確かめるよう」

「待って！　あたしも行くよ」

　鷹奈も最後のステーキを大急ぎで飲み下す。

「真愛からの又聞きだけじゃ納得できない。あたしはあたしで、はっきりとカズに釈しやく明めいしてもらわないと！　もう一回、あいつを捜してみる」

　一大の知らないところで、秘密首脳会談に基づく第二次包囲作戦が開始されつつあった。





第６話　逃げ込めばそこは地獄な天国







「もう一度、捜してみるわ。絶対に確保しないと……大変な事になる」

『はい、ＯＫ！』

　ラストシーンは、次回へのヒキのセリフで、これも口にするのはピュセル。

　第一話と二話では出番も多く、事実上序じよ盤ばんでは主人公の磨ま璃り亜あに次ぐポジションだ。

　原作を読み込んで予習して自分なりに役作りも考えてきたけれど、やっぱり実際の現場で声をアテ、他のキャラと絡んで初めて見えてくるものも多かった。

『あ、ちょっと待って。終わりじゃない。アバン用のシーン、録とり直そう』

　気を緩めかけた声優たちに、音響監督が指示する。

　アバンタイトル──オープニングよりも先に流れる部分で『幻げんソワ』では、その回の見せ場のダイジェストで視聴者にアピールする。

　だから、そのシーンの映像と音声を編集して使うのが普通だ。

「本番のテイクとは別にですか？」

　早少女さおとめが抱いだいたのと同じ疑問を、主演が口にする。

『うん。ＯＫテイクはやや抑えめの芝居にしてもらったよね？　本編だと前後の流れがあるからあれでいい。だけどアバンはちょっとインパクト強めにした方がいいから、あれより心持ち気合い込めて、迫力出して欲しい』

「はい。分かりました」

「はいっ！」

　主演と一緒に早少女も肯うなずく。

　同じ文面でも読み方でニュアンスが一変するように、本来は同じ一つのシーンでもストーリーの一部であるのと、切り取った断片だけ見せられるのでは視聴者に与えるイメージも変わってしまう。

　だからアバン用はアバン用として新しく収録し直すという事か。

『じゃ、行くよ。磨璃亜とピュセル、用意して』

　目の前のモニターに、そのシーンが映し出される。

　頭の中で、芝居の目標を反はん芻すうする。

　本編よりもニュアンス強め、派手目に。ただし違和感は出ないよう。

　まず注意を引きつける事が大事──。

「だ、誰？　あなたは……あなたたちは何者なの？」

　突然現れた魔物と、それを相手に戦う少女を目撃した磨ま璃り亜あの狼ろう狽ばいも、ほんの少しだけど激しくなっている。

　ピュセルは磨璃亜には構わず、魔物を仕留める事だけが目的だ。

　だからニュアンス強めと言っても激しく叫ぶのではない。もっと超然と、高貴に、そして容赦なく。

　側そばにいる磨璃亜にではなく、自分自身に言い聞かせるように。

「絶対に逃がさないわ。確実に、ここで仕留める！」




「絶対に逃がすな。確実に確保しろという緊急連絡があった時は何事かと思いましたが、結局大した事がなくてよかったですよ。はははっ」

　胡こ満まん堂どうはリラックスして笑っているのだろうけど、何しろ体格と風ふう貌ぼうが基本的に怖い。

「そ、そうですね。何事もなくて……。ははは……」

　緊張しながら、一かず大ひろは『くりーむ・ちーず』へと戻っていく。

　もしもいきなり鈴りん音ねが大騒ぎとかしたらどうすればいいのか。その様子を見た胡満堂が真さな愛えに報告でもしたら、また面倒な事になってしまう。

　自分は鈴音にずーっと振り回されているし、ニセ彼氏三件重なりも当事者として全容を把握しているけれど、前後を知らない胡満堂が見たら変な誤解をするに決まっている。

　緊張しながら、しかし態度には出ないように用心してドアを開ける。

「おかえりなさいませぇ～♡　ご主人様ぁ～♡」

　店内のメイドが声を揃そろえて出迎える。

　珍しく正解。今回は本当に中座していただけなので、単なる形式ではなく本当に『おかえりなさい』だ。

　さっきまで座っていた席に目を向けると──鈴音の姿はない。

　ほっと胸を撫なで下おろす。

　胡満堂は「では」と軽く目礼してメイドに案内されて奥の席に座り、後は一大の事は気にする様子もない。

　ここから先は本来のプライベートタイムなので、邪魔はされたくないという事か。

　とりあえず最悪のシチュエーションは回避できたけど、肝心の鈴音はどこへ行った？　トイレにしてはあまりに長すぎる。

「あのぉ♡　ご主人様ぁ？」

　困惑する一大に、メイドの一人が声をかけてきた。

「お連れ様ならトイレの後で店を出ていきましたよぉ♡　何だか非常階段の方へ行ったみたいですけどぉ♡」

「そ、そうですか。ありがとうございます」

　頭を下げ、さらに『胸を焦がすあつあつコーヒー♡』と『甘酸っぱいときめきのオレンジジュース♡』の代金も支払って、一かず大ひろも店を飛び出した。

　あんな暴走系の女の子を放置してはおけない。

　まだ彼女がらみの問題が解決完了した訳でもないのだし。

　古く小さなビルで、スチール製の非常階段は建物の外壁に直じか付づけだ。緑のサインのドアを出てあたりを見回し、姿がないのを確かめる。

　初夏の日もさすがに暮れかかり、ビルとビルの間から差し込む赤い光が影を長く延ばす。

「……まさか一人で帰っちゃったのか？　でもそれなら普通に出口から出るよなぁ……」

　そもそも常連である胡こ満まん堂どうの顔で会計前の外出を許してもらっていたのだ。いくら何でも支払いする前に一人で逃げるというのは考えにくい。

　無む茶ちやな要求をしてくるトラブルの種だからいなくなってしまえばすっきりするのは事実。

　でもあんな危なっかしい女の子を問題未解決のまま放ほうっておく。そんなのは一大の性分じゃないのも、また事実なのだ。

「えーと……鈴りん音ねさん？　どこにいるのかな？」

「ここよ」

　声に出して呼んでみたら、頭上から声が聞こえてきた。

　見上げると、鋼鉄製のステップとステップの隙すき間まから二階との間の踊り場でうずくまる姿があった。

「……よかった。声出してくれて。人影だけだと誰だかわかんないもん」

「つか何でそんなところにいるんだよ」

　階段を駆け上って合流する。

「トイレから出ようとしたら、ちょうど怖そうな人に連れて行かれそうだったでしょ？」

　鈴音はディテールがよく見えないので、シルエットと大まかな色で相手を認識する。

　つまり彼女からみれば胡満堂は『萌もえＴシャツの変な人』ではなく『筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうで顔の半分をサングラスで隠した人』なのだ。

「追いかけるのはマズいと思ったけど何がどうなってるのか知りたくって、ここからずっと聞いてたの。どうせ近づいたってよく見えないもん。だったらよく声が聞こえて、相手からは気づかれにくいポジションに陣取るのが合理的ってものでしょ？」

　自慢げに鈴音は小さな体を反らす。

　なるほど。彼女なりに知恵を巡らせた結果がこれか。

　非常階段の踊り場から身を乗り出せば、店の前の路地が見下ろせる。話し声を聞くだけなら体を屈かがめて隠れていても構わない。

　ちょうど通りかかった通行人の会話に耳を澄ませてみたが、全すべての音がクリアに聞こえる訳ではないようだ。さすがに距離の問題はある。

「それで、あの人はあなたの何なの？」

「あの人って？」

「ごまかさないで！　あの女の子よ！　髪が長かったし、声も話し方も全然違うからファミレスの巨乳さんとは別人よね？」

「え？　えーと、その……」

　話を聞かれていたなら、当然の展開だった。

「あ、あの人は友達で、バイト先の仲間で……」

「信じらんないっ！　どう聞いてもそういう会話じゃなかった！　キスするとかしないとか言ってたし！　何だかエロ話をしてる女の人がもう一人いたし！」

　しかも余計な拍車までかかっていた。

　真さな愛えには理解できないセクシャルトークは、中学生にはしっかり通じていたのである。

「……エロ話の人はメイドさんだよ」

「メイドさん？　この店にも来たし、やっぱりあなたはメイドスキー？　よもやお姉ちゃんにもメイド服を着せてあんな事やこんな事やそんな事やどんな事までっ？」

「どーしてそうなるっ！　バイト仲間の人は真愛さんという人！　変なエロ話をしてたのは壇だんさんって言って、真愛さんのところで働いてる本当のメイドさんなの！」

「不自然っ！　不自然で不可解で不合理で理不尽だわっ！　どうしてバイトしてるような女の子のところにメイドさんが仕えてるの？」

「そ、そこはほら！　ややこしい事情があるんだよ。お金の問題じゃなくて、本人が働きたがってるんだってば！」

「怪しいわね。その説明、信しん憑ぴよう性せいゼロよ！　絶対零度よっ！」

　単なる事実なのだけど、やっぱり鈴りん音ねは信じなかった。一かず大ひろだって他人から聞かされたら納得なんかできない。

「早少女さおとめだって声優やってるのは、お金のためじゃなく自分自身の意志だろ？」

　仕方がないので、早少女の名前を出す。

　必殺技の連発は負けフラグのような気もするのだけど。

「それもそうね。なるほど。そういうケースもあるというのは理解したわ。でもキスがどーのっていう話は何だったの？」

「お前がいきなりキスなんかしたからだよ！　そのせいで、たまたま目撃してた真さな愛えさんが変な勘違いしちゃったの！」

「でも、あの人お姉ちゃんの名前も出してたわよね？　真愛さんって言う人はお姉ちゃんの事を知ってて、その上であなたとキスしようとしてたのよね？」

　げげ！

　そのあたりはしっかり聞こえていたのか。

　何という都合のいい──というか一かず大ひろにとっては最悪の、選択式指向性聴覚。

「それってどういう事なの？　あなた、お姉ちゃんとつき合ってるのよね？　つまり真愛さんは二人が恋人同士だと知っていて、その上でキスを迫ったって事なの？」

　どう答えればいいんだ、これは？

　実際の間柄を説明するのは難しい。

　ニセ彼氏の件は内緒にしなければいけないし、普通に聞いたらニセ彼氏トリプルブッキングなんて信じられないシチュエーションだ。

　それに半端な教え方をすれば鈴りん音ねの矛先は真愛に向かう。そんな事になったら彼女が迷惑するし、事態のややこしさがさらに増大してしまう。

　それよりは何とか自分のところで食い止めなければ。

「そ、その……つまり、何だ。いろいろ事情があるんだよ。聞こえてただろ？　真愛さん、君の事を早少女さおとめだと勘違いしてたんだ。でも本当は妹だってオレが説明したら分かってくれて……」

　とは言ってもいきなり名案を思いつくはずもなし。曖あい昧まいに言葉を濁すのが精一杯だ。

「いーえ！　余計な説明なんかしなくても分かってるわ！　巨乳さんだけでは飽きたらず、他の女の子まで毒どく牙がにかけていたのねっ！　この浮気者！　変態！　色魔！　性獣！　英語で言うとカラーデビルでエロビースト！」

「な、何でそこまで言われなきゃいけないんだ。それに、明らかな誤訳だろ？」

　むしろ今まで『押しの弱い草食系』扱いで、彼女を作り損なってたのに。

　その時、下の方からリズミカルな足音が聞こえてきた。

「ん？」

　半ば本能的な危機感を覚えて、一大は口を噤つぐんで身を潜める。

　見下ろすと、見覚えのある黒いものが走ってきたところだった。

　この距離からでも立派な筋肉質とシュワルツェネッガー似の顔が分かる。トリオ・ザ・アーノルドの一員だ。田た峰みねか五ご利りかは分からないが。

　ビルからも同じような体格──ただし服装は萌もえＴシャツ──の胡こ満まん堂どうが出てきた。

「悪いな、胡こ満まん堂どう。休日に何度も呼び立ててしまって」

　確かにこの位置からなら、下の路地の会話がよく聞こえる。

「構わんさ。もう一度、お嬢様から彼を捜すよう命令が出たんだって？」

　ぞくり。

　一かず大ひろの背筋に、冷たいものが走る。

　もう一度なんて言うからには、捜されているのは間違いなく自分だ。

　さっき話はついたはずなのにどうしてもう一度追われる事になったのか。何か情勢が変化したのか。

「彼と同行している女性がいるはずなんだが、そっちは見ていないか？」

「いや。自分が見つけた時には一人だったが……」

「その女性の身柄も一緒に確保しろという命令が出ている」

　げげっ！

　確かに状況は変わった。

　どこでどういう経緯で知ったのかは不明だけど、さっきは鈴りん音ね本人の事を気にしていなかった真さな愛えが認識を新たにしたのだ。

「ど、どういう事なの？　何かあったの？」

　さすがに雰囲気を読み取ったらしく、鈴音も声を潜める。

「今度はオレだけじゃない。君も捜しているって事だよ」

「ええっ？」

「早少女さおとめと間違ったからじゃない。君個人に用があるって事だろうな」

　一大個人の都合だけで言えば、ここで素直に出て行くのが正解なのだろう。

　鈴音と真愛、本人同士の直接対決にしてしまえば一大にかかる圧力はそれだけ軽減されるのだから。

　だけど混乱が無駄に拡大しそうだし、下へ手たをすればそれぞれの事情を知られてしまう事にもなる。ニセ彼氏の件は、お互い友達にだって話していないだろう。

　やはりこの場はひとまず逃げよう。その上で真愛には後日落ち着いてから改めて、差し障りのない範囲で事情を話そう。一度解決した問題を蒸し返された形なんだし。

　鷹たか奈なの件といい宿題が山積みになっているような気もするけれど。

「いいか。捕まったらヤバいから、ここを離れよう。下に行くと鉢合わせするかも知れないんで、一いつ旦たん上に上がって時間をズラす。声を出すなよ」

　アーノルズはまだ何か相談していて上には注意を向けていないようだが、何しろプロのボディガードだ。物音や気配には敏感だと考えるべきだろう。

「う、うん」

　肯うなずく鈴りん音ねの手を取り、そっと第一歩を踏み出す。

　カンッ！

　高い靴音が響き、思わず体を縮める。

　鈴音のブーツが鉄のステップを鳴らしたのだ。

「も、もうちょっと慎重に歩けないのか？」

　ほとんど喉のどを使わず、口の息だけで尋ねる。

　幸いまだ下のアーノルドたちは気づいていないようだ。

「仕方ないでしょ。この靴なんだもん」

　今まで気づかなかったが、鈴音のブーツは結構かかとが高い。実は早少女さおとめより背が低いのをごまかそうとしていたのだ。

　おまけに極度の近眼なので、狭い階段だとどうしても一歩ずつ慎重に確かめて踏みしめる歩き方になってしまう。

「けどこのままって訳にもいかないしなぁ……」

　胡こ満まん堂どうが質問すれば、一かず大ひろが非常階段へ向かったのはすぐに分かる。本来なら他の客の事を軽々しく口にしちゃいけないけれど、さっきの件で顔見知りと認識されている。

「じゃ……じゃあそっちがおぶっていけばいいでしょ？」

「ええっ？　オレが、君を？」

「あたしの靴や歩き方がダメなら、それが手っ取り早いじゃない。名案でしょ？　さすがあたしっ！　偉いぞあたしっ！　ほら、早くしないと一気に駆け上るわよ。足音カンカン鳴らしながら！」

「わ、分かった！　分かったから声を抑えろ」

　鈴音のピンチでもあるのに、どうして脅されねばならないのか。

　それでも仕方なく背を向けて、膝ひざを落とす。

「い……行くわよ」

　ふわり。

　背中に儚はかなげな体重がかかり、細い両腕が首に回る。フリルが肌に触れる感触がくすぐったい。

「よ、よし……。そっちも声とか出すなよ」

　警告してから慎重に手を後ろに伸ばす。

「そ、そこ……お尻……！」

「わ、悪いっ！」

　女の子をおぶうなんてほとんど経験ないし、鈴りん音ねが着ているのはパニエを入れてボリュームを整えているスカートだ。なかなか脚の在処ありかが分からない。

　どうにか太ふと股ももの裏に手を当てて位置をキープし、静かに立ち上がる。

「変に動いたりするなよ」

「う、うん……っ」

　小柄な重さと、不自然な胸の詰め物の感触、スカートを飾るレースとフリルのごわごわした手触りを感じながら、一かず大ひろはそっと階段を上っていく。

　二階は内側から施錠されていたが、三階のドアは開いていた。

　下の路地を見下ろすと、胡こ満まん堂どうは一度店内に入ってからすぐに出てきて、もう一人のアーノルドと打ち合わせてから互いに反対方向へと走っていった。

　どうやら『一大は非常口から既に帰ってしまった』と判断したらしい。

「ふぅ……」

　大きく深呼吸してから、鈴音を降ろす。

「悪いな。せっかくのスカート、シワになっちゃったかも知れない」

「べ、別にいいわよ。あたしから頼んだのに、どうしてそっちが謝るの？」

「……まあ、クセみたいなもので」












　言われてみれば確かにその通りなのだけど、女の子を気遣って下した手てに出てしまうのは一かず大ひろの習慣というか習性というか、ほとんど本能だ。

「まだ油断はできないな。この近所、あの人たちが走り回ってるだろうし……」

　いっそ『くりーむ・ちーず』に戻るのはどうだろうか。一度捜した場所だから盲点になっているかも知れない。いや。胡こ満まん堂どうの馴な染じみの店である事を考えると、店員から連絡される恐れも考慮する必要があるか。

　とりあえずあたりを警戒しながらビルの外へと出る。

「今日のところはおとなしく帰った方がいいんじゃないか？　もう暗いし」

「う、うん……。で、でもあたし、駅がどっちとか分かんないし」

　どこか上うわ擦ずった──というか、どこかそらぞらしい態度で鈴りん音ねが答える。

「オレが引っ張り回しちゃったからな。ちゃんと送っていくよ」

　とは言っても一大にとっても不案内な場所だし、来る時は逃げて闇やみ雲くもに走ってきたから道順もうろ覚えだ。

　記憶を頼りに少し歩いたところで、急に鈴音が立ち止まった。

「どうかしたか？」

「その……ト、トイレが……」

「またかよ！　『くりーむ・ちーず』で済ませてきただろ？」

「し、仕方ないでしょ？　自分じゃどうにもできない生理現象なんだもんっ！」

　真っ赤な顔でスカートの前を押さえ、鈴音がもじもじと腰をツイストさせている。

　さっきは恥じらって避けていた言葉をダイレクトに口にしたのは、それだけ切せつ羽ぱ詰つまっているからか。

「どうすりゃいいんだよ……」

　きょろきょろと周囲を見回す。トイレを借りられそうなコンビニや喫茶店などは見あたらない、このあたりもまだ人ひと気けのない寂れた路地だ。

　男だったら最悪どこか物陰で済ませてしまうという法律や社会規範としては問題アリアリの強硬手段が使えるけれど、女の子にそれを強要する訳にもいかない。

「そこ！　そこならトイレあるから！」

　いきなり鈴音が指を差す。

　灰色にくすんだビルの谷間で、一際目立つ極ごく彩さい色しきの看板。

　いわゆるラブホテルがおあつらえ向きに建っていた。

「ええっ？　ま、待てっ！　トイレを借りるならどこか他の」

　きょろきょろ周囲に視線を走らせても、適当な建物は見つからない。

「は、早くっ！　もれちゃうっ！」

「ちょ、ちょっとお前っ！」

　戸惑う一かず大ひろの手を強引に引っ張り、鈴りん音ねは一直線にホテルへと駆け込んだ。

　八や木ぎ本もと一大、人生初のラブホテル利用は女子中学生に連れ込まれるというシチュエーションであった。

「ご休憩ですか？　時間は？」

　ロビーとも言えない狭くて薄暗い空間。フロントの小さな窓から、中年女性の声が尋ねてきた。高校生と中学生なのだけど、どっちも年齢不詳の服装をしているせいか何のおとがめもない。

「そ、その……トイレ使わせてもらいたいだけで……」

「そういうのは困りますねぇ。お部屋、ちゃんと借りていただきませんと」

「ねぇ……。早く、お願い……。わたし、もう我慢できない……」

　切ない声で腕にしがみつき、鈴音が訴える。

「じゃあ一番安い部屋！　一番短い時間でっ！」

　もうこうなったら仕方ない。

　サイフから数枚の紙幣を取り出してカウンターに置く。

　実際に入るのは初めてでも、この手のホテルの利用法は知っているのだ。

　何な故ぜって？

　クラスの友達に頼まれてネットで下調べした事があるから。

　ちなみに女の子じゃなくて男子。一大が取り持ってつき合うようになり、いよいよという時に『初心者丸出しで恥かきたくない』とすがられてしまったのだ。

　嗚あ呼あ、哀あわれなるかな男の見み栄えよ。

「早く！」

　フロントから差し出された鍵をひっつかみ、指定された部屋へ急ぐ。鈴音は無言のまま、早足でついてくる。

　ドアを押し開けてそのまま中へ駆け込む。

　奥のベッドルームへ向かう途中の側面にトイレがある構造のため一大が先に進まないと鈴音が入りにくいので、仕方なく前進する。できれば自分は廊下で待っていて、鈴音だけ用を済ませて欲しかったのだけど。

「ほら、早く！　終わったらさっさと出るからな」

　鈴音から顔を背けると、自然に部屋の内装が目についてしまう。

　予備知識はあっても、自分で中に入るのは初めてだった。

　特に扇せん情じよう的てきな訳でもないごく普通の、ただしちょっと薄汚れた壁紙。八畳くらいの広さにでーんとダブルベッドが置かれていて、他に家具と言えば壁掛けタイプのテレビと小さなスツールがあるだけ。

　枕元にはティッシュと、ゴム製品。

　たった一つの機能に特化した、ある意味ではすがすがしいとさえ言える部屋だ。

　あれ？

　不自然に気づく。

　鈴りん音ねがトイレに駆け込んだはずなのに、いつまでたっても水音が聞こえてこない。

　どうなってるんだ？　まさか──？

　いや。こういう時に男が声を掛けたりしていいのか？

　そっとしておくのが紳士のマナーだよな。

　だけどまるっきり何かした気配がないというのは不自然すぎる。

　何か一かず大ひろにも想像できないようなトラブルが発生しているとか？

　女の子に恥をかかせるのは最低だけど、それを気にしすぎて困っているのを見過ごすのは最低より下じゃないか！

「おい？　大丈夫か？」

　意を決して振り返る。

　鈴音が、そこにいた。

　真剣な表情でゆっくりと、真まっ直すぐに、一歩ずつ一大へと近づいてくる。

「え？　どうした？　その……近かったんだろ？」

「あれは、ウソ」

　するり──。

　真っ赤な顔で鈴音は首のリボンを解ほどいた。

　脇のファスナーを開いて床に落としたスカートを踏み越えながら、ブラウスのボタンに手をかける。

「わわわっ！　おまっ、お前っ！　何してんだっ！」

　恥をかかせるのは最低──慌てて顔を逸そらし、左手で自分の目を覆いながら右手をかざして鈴音の接近を拒もうとする。

　だが、目を閉じてしまうのは無防備になるという事でもある。

　ぐいっ！

　一大の体に、いきなり重みがのしかかる。

　主観的な闇やみの中での不意打ちに対処できない。

　押し倒された背中を、広いベッドの柔らかさが受け止める。

　反射的に手をどけ、まぶたを開くと、間近に鈴りん音ねの顔があった。

　開いたブラウスを羽織っただけの下着姿で、パッドを入れて底上げしたブラジャーが剝むき出だし。下半身もショーツが見えている。

　おぶった時に重さを感じた華きや奢しやで頼りない体で、無む理り矢や理り一かず大ひろを押さえ込もうとのしかかっている。

　華やかなゴスロリの下は、意外にシンプルな純白の上下だった。

　それなのに脚は、黒いサイハイソックスをガーターで吊つるしている。

　無理に積み上げた上でさらに背伸びをした、少し触れただけで一気に崩れてしまいそうな危うさ。

「な、ななななっ！　何のつもりだ！　トイレはどーしたっ？」

「あ、あんなのでまかせに決まってるじゃない！　ここにあなたを連れ込むためのっ！」

　だからこそラブホテルを見つけた途端に、恥ずかしげもなく『トイレ』と口にしていたのだ。息を止めて力を込めれば、顔に血だって上る。

「そのうろたえた反応。あなた、やっぱり……ど、どど、どどど……」

　荒馬の暴走みたいに『ド』の音が連発される。

「童貞ねっ！」

「中学生女子がいきなり口走るな、そーいう単語をっ！」

　とは言うものの、事実は事実だから内容は否定できない。

「これから……あなたを……お、お、おおおっ！　犯すわっ！」

『童貞』どころかもっと破壊力のある単語が飛び出した。

「ま、待てっ！　どうしてそんな事をするっ？　冷静になれ！」

　最初のキスも理解不能だったが、こっちはそれ以上だ。

　いきなり女子中学生に押し倒されてしまうなんて。

「あ、あたしは冷静よ！　じっくり考えた結論だもんっ！　お姉ちゃんのためには、こうするのが一番なのっ！」

　冷静とはかけ離れた真っ赤な涙顔で、鈴音は叫ぶ。

「い、いや。落ち着け！　落ち着けってば！　本当に訳分かんないし。どうしてこれが早少女さおとめのためになるんだ？」

　相手が興奮しているせいで、むしろ一大は落ち着いた──というか落ち着かざるを得なかった。

　何とか鈴音の顔だけ見て、半裸の体は視界に入らないように気をつけながら尋ねてみる。

「だ、だって……あなたモテるじゃない！」

「え……？」

「幼なじみの巨乳さんとか、メイドさん連れてた人とか……みんなあなたの事が好きなんでしょ？」

「違う違うっ！　あれは全部その……ちょっとした事情があって……」

　まさか『早少女さおとめも含め、全員ニセ恋人』とは言えない。

「言い訳したって無駄よ！　分かるもん……。あたしのメガネの事も……あんなに優しくしてくれて……いろんな女の子をあんな風にたらしこんでるんでしょ！」

「ど、どうしてそんな風に解釈する？　あれは本当にただの親切心っていうか、お前が変なコンプレックスにとらわれてるみたいだったから！　オレはああいうアドバイスくらいはいろんな女の子にしてたけど、ちっともモテなかったんだよ！　つき合ってなんて言ってきたのは早少女が初めてで！」

　興奮してつい口走ってしまったが、これは一〇〇パーセント事実。

　問題は、その告白の目的がニセ恋人だったって事で。

「それはお姉ちゃん以外の女の子の目が節穴だったって事でしょ？　巨乳さんとメイド連れさんも、あなたの魅力に気づいてるんだろうけど」

「そ、それは……その……」

　全員それぞれの都合で彼氏役を頼んできただけだと、事実を言ってしまえたらどれほど楽だろうか。

「しらばっくれてるのか、自分じゃ気づいてないのか知らないけど、あなたは天然のジゴロよドンファンよ女たらしよナンパ師よ！」

　どこをどうすればそんな結論にたどり着くのか。

　ちょっと前までは、不本意ながら人畜無害の便利屋キャラ扱いだったというのに。

「このままだと巨乳さんやメイド連れさんのせいでとんでもない修しゆ羅ら場ばになるわ。ううん、今日だってもうなりかけてた！」

　だから違うんだってば！

　あくまでもニセの彼氏だから、そんな深刻な事態にはならないんだってば！

　オレが三件とも引き受けたせいで話がややこしくなっているだけで！

　叫びたい気持ちを必死で抑える。

「しかもあの二人もお姉ちゃんの知り合いみたいだし。これから売り出して、スター街道を突っ走るお姉ちゃんを、そんな修羅場に巻き込む訳にはいかない！　だったらあたしがあなたを独占して、お姉ちゃんからも他の二人からも引き離すっ！」

「ちょ、ちょっと待て！」

「童貞のジゴロを倒すには、既成事実を作っちゃうのが一番、唯一、最適の方法よ！」

「童貞のジゴロって何だよ、それは！」

　一かず大ひろの叫びを無視して、鈴りん音ねは顔を近づけてくる。

　女の子の下着姿を目にするのは初めてじゃない。

　ストーカーに襲われた早少女さおとめとか。バイト先で制服に着替える真さな愛えとか。鷹たか奈なに至っては風呂上がりの半裸まで見てしまった事がある。

　だけどそれは全部アクシデントだ。

　こんな場所で、服を脱いだ女の子がはっきりと自分に迫ってくるのは一大にとっても初めての経験だった。

　しかも鈴音は早少女によく似ている。

　つまりものすごい美少女。

　今までの三人とは違い、単に好きというのじゃなく別の理由があるからだけど、はっきりとダイレクトに──ダイレクトすぎるくらいにこちらにアプローチしている。

　激しく刻まれる心臓のリズムで、胸が内側から叩たたかれて痛い。

　頭に血が上って、火ほ照てった顔が内側から血圧で張り詰める。

　いや、待て。

　落ち着けオレ！

　相手は中学生だぞ。妹と同い年だぞ。

　かわいい子から迫られたら何でもいいのか？

　困惑する一大の顔に、熱いものが触れた。

　それは──鈴音からこぼれ落ちた涙。

　瞳から頰ほおを伝い、ぽたり、ぽたりと降って一大を濡ぬらす。

　ハイテンションでおまぬけさんで、暴走空回り娘で──。

　だけど、まだ中学生の女の子だ。

　それも姉思いで、一生懸命の。

　他人から見れば支し離り滅めつ裂れつにしか見えなくても、鈴音自身にとっては真剣に考えて出した結論なのだ。

「お、お姉ちゃんのためなんだもん。お姉ちゃんのためなら、あたしの初めてなんてどうなっても平気だもん。キスだって平気って決心したんだから、それ以上だって……」

　ぽたり、ぽたりぽたり。

　降り落ちる滴のリズムが加速する。

　涙の量が増えただけでなく、鈴りん音ねの体が小刻みに震えているせいだ。

「……落ち着けよ」

　震える肩を優しく両手で支えて自分の身体からだと一緒に起こし、脱ぎかけたブラウスの前を両手でつまんで合わせる。

　元々力も体格も違う。その気になれば押し返すのもはね除のけるのも簡単だ。

「ちゃんと服着ろ。そんで、こういうヤケは無しにしようぜ」

　誰かと付き合うっていうのは、楽しいとか気持ちいいとかだけで決めていい事じゃない。

　パートナーとして、相手の悩みや辛つらさを分け合って助けたいって気持ちがなきゃダメだ。

　ニセだけ三件だけど、一かず大ひろはもうそれを経験している。

「あたし……魅力ないの？」

「そういう話じゃない。君がやろうとしてる事は、早少女さおとめが望んだ事なのか？」

「え……？」

「君が早少女を尊敬して、大切に思う気持ちにウソはない。それはオレも、話していて感じたよ。だけどあいつが望んでもいないのに、自分がよかれと思う事を内緒で実行したりしたら、それってストーカーと同じなんじゃないか？」

「あたしが……ストーカーと同じ？」












　鈴りん音ねの目に、涙がじんわりとにじみ出す。

「ま、待て！　今のはちょっと言い過ぎた！　だけど本当に早少女さおとめの事を気遣うのなら、勝手に思い込みだけで突っ走らないで、ちゃんと本人に話してみて、早少女自身が手伝ってほしい事に手を貸すのが一番だろ？」

　現に一かず大ひろは、早少女に頼まれてニセ彼氏やってる訳だし。

「あいつは自分が何をしたいのか、何をして欲しいのかしっかり考えられる奴やつだよ。もちろん完璧じゃない。迷ったり悩んだりする事だってある。そんな時に周りの人間は手を貸してやればいいだけで、本人の知らないところで他人が勝手にあいつの幸せを定義する必要なんてないんじゃないかな？」

「あたし……あたしは……」

「自分のためにって妹が自己犠牲なんかしたら、早少女はきっと悲しむぜ。大好きなお姉ちゃんのためにも、自分を大切にしろよ」

　ポン。

　頭に手を置き、そっと髪を撫なでる。

「でも、あたしは……お姉ちゃんみたいな才能もないし……。何なんにもできない子だもん。だからせめてお姉ちゃんの役に立ちたくて……」

　ぐすっと鼻を鳴らし、小さく握った拳こぶしで目元を擦こする。

　ただ透き通った涙は拭ぬぐっても拭っても、止めどなく溢あふれ続けている。

「まだ中学生だろ？　何ができるかなんてこれから考える事だってば」

　ハンカチを取り出して差し出す。

「オレの幼なじみの鷹たか奈な。お前が巨乳さんって言ってた奴な。あいつは子供の頃からすげえ空手が強くてさ。今もそのおかげで特待生で高校通ってる。本当の才能なんてのはああいうものの事を言うんだろうな。一いち目もく瞭りよう然ぜんの凄すごさがあって、その気になればそれ一本で世の中渡っていける」

　将来道場を継ぐにしても、それ以外の道を選ぶにしても、鷹奈はずっと格闘家として生きていくだろう。

「それと、メイド連れてた真さな愛えさん。あっちは大きな会社とか持ってる家の娘さんでさ」

　ケタ違いの富豪で、会社どころか財団という部分は不要だからちょっとぼかす。

「将来、家を継ぐ事が決まっているんだ。だからそれにふさわしい人間になろうと、責任から逃げないで一生懸命努力してる。まあ、ちょっとズレてるところはあるんだけどさ。そういう人もいる」

　真愛が持っている教養や美意識、倫理観、あるいは作法と言ったものは生まれつき備わっているものではない。環境からの恩恵と圧力の両方があったにせよ、彼女自身が日々の中で身につけていったものだ。

「それに早少女さおとめ。オレは昔の事はよく知らないんだけど、子役で主役張ってたって事はその頃からかわいくて、演技力もあったんだろ？」

　こくり。

　ハンカチを濡ぬらしながら、鈴りん音ねが肯うなずく。

「小学生だから、やっぱり生まれつきの才能がデカかったんだろうな。だけどそれだけで何もかも上う手まくいく訳じゃなかった。早少女はその才能のせいで傷つき、苦しむ羽目にもなったんじゃないか？」

　鈴音は、もう一度無言で肯いた。

「才能なんてもので、しかも十代の半ばにもならないうちにすべてが決まっちゃうなら、早少女の人生はそこで終わってた。だけどあいつはもう一度やり直そうって決めて、今は声優としてステップアップするために必死に頑張ってるじゃないか。才能だけじゃなく、努力が今のあいつを作ってるんだ」

　一かず大ひろにニセ彼氏を頼んだのも、その努力の一環だ。

　変なコスプレ衣装を買ったり、エロ本を探したり、そんな事も全部彼女の真剣さの表れ。

　ようやく涙が収まったのか。鈴音が顔を上げる。

「君は、壁にぶち当たってずっと引きこもってたお姉ちゃんと、再起して頑張ってるお姉ちゃんと、どっちが好きなんだ？」

「……それはもちろん……今のお姉ちゃん……。だから……だからあたし……」

「偉そうな事言ったけどさ。オレも自分に何ができるか、何をしたいかなんてよく分かんないよ。だから一人前に働いている早少女がまぶしいんだろうな」

　頭を撫なでていた手を離し、今度は肩を叩たたく。

「ま、要するにオレみたいに高校生になったって将来のビジョン持ってなくて、ふらふらしてる奴やつだっているんだ。間近にものすごい例があるからってそれに気け圧おされず、自分なりのスピードで成長していけばいいって事だよ」

「……そ、それって胸の話？　あたしがどんなにお姉ちゃんに似せても、バストの、胸の、乳の、カップのサイズだけはまだ追いつかないって、そーいう事を言いたいのねっ！」

「何でそーなる」

　苦笑だけど、一大の頰ほおが緩む。

　まだ目尻を擦こすっているけれど、鈴音が彼女なりに元のテンションを取り戻した──取り返そうとしているのが分かったから。

「じゃ、じゃあさっさと服着ろよ！　こんな所、さっさと出ないといろいろマズいからな」

　改めて明後日の方を向いて、鈴りん音ねが着直すのを待つ。

　沈黙の中、さらさらと衣きぬ擦ずれの音だけが聞こえる。

「……もう、大丈夫。こっち見ても……」

　小さくこぼれた鈴音の声に振り返る。

「ＯＫ、じゃ行こうぜ」

　うつむき、縮こまった肩を軽く叩たたいてから、手を引いて部屋を離れる。

「……ずいぶんお早い上がりで」

　キーを返すと、フロントが不審そうに訊たずねてきた。

「だから本当にトイレ借りただけですってば！」

「それにしちゃちょっと長かったみたいですけど？」

「彼女だけじゃない！　オレの腹が下ってたの！」

　半ばヤケで理由をでっち上げ、そのまま外へと出る。

　既に日はすっかり落ちて、西の方に僅わずかな赤みが残っているだけ。夕方には寂れた雰囲気だったこの一帯も、今は色とりどりのネオンに照らされている。

「どうする？　駅まで送っていくか？」

「ううん。そこのバス停まででいい。実は……お姉ちゃんのマンションに何度も遊びに行った事あるから、この街も少しは分かってんだ」

「そうか。じゃあ、これでさよならだ。ちゃんとメガネ買うんだぞ」

「うんっ！」

　ちょうど走ってきたバスに鈴音が飛び乗った。見えなくなるまでずっと手を振り続けているのが、後ろの窓越しに見えた。

「ふぅ……。何つーか、嵐みたいな子だったな」

　今日は真さな愛えがらみで面倒だったけど、まさかの追い打ちだった。メインの後のデザートとしてはこってり腹にもたれすぎる女の子であった。

「でもまあ、子供だしな。これから落ち着きも出るだろうさ」

　二歳しか違わなくても中学生と高校生の違いのせいで、一かず大ひろも妙に気が大きくなる。

「おっと。これがあった」

　思い出して、ケータイの電源を入れる。

　鷹たか奈なからの連絡をシャットアウトしていたけれど、もう鈴音と離れたから大丈夫。

　今日はいろいろ迷惑をかけたからちゃんと謝らなければ。鈴音や早少女さおとめに迷惑がかからないように配慮した上で、事情も説明しなければ。

　だが、コールしても応答はない。『お客様の都合で云うん々ぬん』という無機質なアナウンスが返ってくるだけだ。

「変だなぁ……。あいつも電源切ってるとか？」

　首を傾かしげたその時──。

　ドドドドドドッ！

　大型動物の群が突進してくるのにも似た轟ごう音おん。

「ひっ？」

「カ～ズ～っ！」

　最初に逃げた時の再来だ。

　声を上げ、鷹たか奈なが突っ込んでくる。

　ただし今度はタイミングよく来てくれるタクシーはなかった。

　逃げたいという本能的な恐怖と、せっかく会えたんだからちゃんと話をしろと理性が訴える義務感のダブルバインドで足がすくむ。

「見つけたっ！」

　どっ！

　鷹奈が全身で一かず大ひろに飛びかかる。

　勢いに押されて尻しり餅もちを突いてしまう。

　ボリュームのあるバストがぷるんと揺れながら一大の胸に押し当てられる。

　華きや奢しやな鈴りん音ねとは違う、圧倒的な存在感とエネルギー。

「や、やあ……鷹奈」

「捜したんだからっ！　ずっと……ずっと捜してたんだからねっ！」

　何な故ぜか目には涙まで浮かんでいる。

「えーと……その……今日はいろいろ悪かった。ごめんっ！　それと戦い方教えてくれたのは感謝してる。おかげで勝てた！　ありがとう！」

　パンと両手を打ち合わせて拝みながら、一気にまくし立てる。

「……それはいいんだけど……カズ、こんな所で何してたの？」

「えっ？」

　肩越しに背後へと向けられた鷹奈の視線を追って振り返ると、そこにはラブホテルの看板が燦さん然ぜんと輝いていた。

　路地を出てすぐバス停だから、ほとんど移動していないのだ。

「答えて、カズ！」

　のしかかったまま、鷹奈が右手を握る。

　長いつき合いで分かっている。これは無意識の行動だ。

　ただし熊をも倒し、鋼鉄を引きちぎり、コンクリート塊を粉砕する鉄てつ拳けん。

　鈴りん音ねが乱発する言葉だけの物騒さとは訳が違う。その威力は嫌というほど知っている。

「それにさっきのファミレスの女の子、あの子はどこに行ったの？」

　僅わずかに涙を浮かべながら、至近距離で問い詰めてくる。

「そ、それはだな……。つまり……その……」

　落ち着け。落ち着いて考えろ。

　鷹たか奈なは何をどこまで知っている？

　それを勘違いせずに話さなければ。

「い、家の前でいきなり飛びつかれてオレもびっくりしたんだよ！　それでお前が死に物狂いの形相で追っかけてくるから、反射的に逃げちゃったの！　んでもって、あの子とは今日が初対面。クラスメイトの妹なんだよ！」

「妹？　本当に妹なの？」

「ああ、そうだよ。お前も知ってるだろ？　オレ、学校じゃ女の子の相談いろいろ引き受けたり、カップルの仲を取り持ったりしてるよな。で、お姉さんからオレの事を聞いて興味持ったらしくて、わざわざちょっかいかけに来たの！　そんでもってこの近くの店で、変な事するなって諭してたんだよ！」












　固有名詞を出さずに何とか説明する。

　一応これでもウソではないのだ。ただその『お姉さん』が鷹たか奈なの友人でもある早少女さおとめで、自分がニセ彼氏をやっているという事実を伏せただけで。

　かなり無理のある叙じよ述じゆつトリックだけど、まるっきり事実にそぐわない理由をでっち上げるよりはいい。

「はは……。そうか、妹か。妹で間違いないんだね。なぁんだ。はは……」

　目尻に涙を溜ためたまま、鷹奈が脱力したように笑う。

　固めていた右手を解ほどき、強こわ張ばった眉み間けんを揉もみほぐしている。

　助かった。

　鷹奈から見れば、知らない子にいきなり抱きつかれたという事実は変わらないのに、たった一つ『妹』というキーワードを出しただけでいきなり納得してくれた。

　多少不自然だけど、そこにツッコミを入れてヤブヘビになったら元も子もない。今は鷹奈が拳こぶしを引っ込めたのを素直に喜ぼう。

　そもそもニセの恋人でしかないのに、どうしてあんな風に怒っていたのかが謎だ。

　まあ鷹奈はガサツっぽい反面、妙にウブというか潔癖なところがあるから、単にオレが往来で女の子に抱きつかれたりしてたから、不潔だと思ったんだろう。

「わ、分かってくれたなら嬉うれしいよ。オレも、あの子には困ったんだ。無む茶ちやというか強引というか、行動が唐突でさ」

「カズ、あの子とその……キ……キスとかしてないんでしょ？」

　真っ赤な顔で質問する。

「してないっ！　絶対にしてない！」

「ホントに？」

「本当だってば！　誓ってしてない！」

「ウソついたって目を見れば分かるんだからね！」

　当人は自信満々に断言してるけれど、鷹奈は結構単純な性格だから隠し事は難しくないというのが一かず大ひろの評価である。

　前にも部屋に早少女を隠した時にもごまかしきれたし。

　だけど今回は実際に何もしていないのだ。しっかり目を見開き、真まっ直すぐに鷹奈の瞳を見つめて答える。

「オレがウソついてないって、お前なら分かるだろ？」

「あ……あたし、なら？」

「ああ。そうだよ。つき合い長いんだから」

「そ、そうだよね。うん、あたしとカズの間だもんね」

「確かにキスされそうになったよ。だけど、ちゃんとブロックしたんだ、この手で！　お前が空手の稽けい古こつけてくれた成果で！」

「そうなの？」

「そうそう。おかげで助かった。本当に感謝してる！」

　今も、ウソはついていないけれど隠し事がワンポイント。

　相手の動きに即応する練習のおかげでキスを食い止めたのは今日の一回だけじゃない。

　先日芝居のなりゆきで、早少女さおとめからもされそうになったのだ。

「ふふ……っ。そっかぁ。あたしのおかげかぁ」

　妙に嬉うれしそうに鷹たか奈なは目を細めた。

「じゃあ、結果的にあたしの力でカズの唇は守り通せたって訳よね？」

「ま、まあそういう事になる……かな？」

　間違ってはいないけれど、男としては微妙なフレーズだ。『唇を守り通した』なんていうのは。

「そ、その……ファーストキスは大事にしてよね！　カズだって、初めては本当に好きな人がいいんでしょ？　だからかわいい女の子からキスされそうになってもディフェンスしたんでしょ？」

「そ、そりゃそうだ」

　誰でもいいから彼女が欲しいと思っていたけれど、最初のキスはその『彼女』がいい。

　ちゃんとつき合って、お互いに気持ちが通じるようになって、二人それぞれが心から望んだ時に、自然な成り行きで。

　身勝手だけど、それが本当の気持ち。

「あ、あたしもそう思ってるの！　偶然だね！　あたしたち、やっぱり気が合うね！」

　両手両脚をついた鷹奈が、なぜだか顔を真っ赤にしてるものだから、一かず大ひろは季節外れのコタツを連想してしまった。

「偶然っていうか……普通はそうなんじゃないか？」

「そ、そっか！　そうだよね。うん。あはは……何言ってんだろ、あたし」

「その……分かってくれたなら、どいてくれないか？　往来でこの体勢はさすがにマズいと思うぞ」

　飛びつかれた時から、ずっと『押し倒され状態』のままだった。

　しかもすぐ先にはラブホテル。

「え？　あっ！　ご、ごめんっ！」

　ぴょんとバネ仕掛けみたいに飛とび退のき、コタツは女の子にトランスフォームした。解放された一かず大ひろも立ち上がって土つち埃ぼこりを払い落とす。

　真さな愛えのニセ彼氏を始めた時に買ってもらったスーツだけど、今日一日でずいぶんくたびれてしまった。

「そうだ。買い物つき合ってって頼まれてたよな？　来週の土曜でいいか？」

「う、うんっ！　その日でいいよ。大丈夫っ！」

「他にも何かオレにできる事あるか？　空手のトレーニングとか、無理言っていろいろ助けてもらったからな」

　ご機嫌うかがいだけでなく素直な感謝の気持ちもある。ここしばらく、鷹たか奈なには世話になりっぱなしだ。

　無む茶ちやなニセ彼氏もほとんど依頼されないし。

「えっと……そ、そうだ！　実は今日、ケータイが壊れちゃって。せっかくだから買い換えようと思うから、それを選ぶのもつき合って！」

「まあ……そのくらいなら買い物のついでだし」

「あたし、機械に弱いからカズがちゃんと見立ててね。それから着メロの設定とかもよく分かんないから、それもお願いっ！」

「べ、別にいいけど……。あくまでお前のプライバシー侵害しない範囲でな」

「あ、あと、もうひとつ！　な、夏休みっ！」

「夏休み？」

「な、夏休みになったら、一緒に海に行こうよ！　昔みたいに！」

「まあ……そのくらいなら別に構わないけど」

　昔は鷹奈の両親が忙しい時は一大の親が、逆の時は鷹奈の親が、三人の子供をまとめて引率して遊びに行ったりもした。

　山にキャンプに行ったり、海水浴に行ったり。日帰りではなく海辺の民宿に泊まりがけで楽しんだ事もあった。

　さすがに中学生になり、鷹奈が女子校に入ってからはそういう機会も減ったが。

「その時に着る水着も一緒に選んで！　今度買い物に行く時！　いいでしょ？」

「ま、まあ……服も選ぶんだから水着も、まあ……」

　ちょっと恥ずかしいけど、向こうから頼まれたのならこっちが頑かたくなに拒絶しても角が立ちそうだし。

「や、約束だからねっ！　絶対だよ！　一緒に、海に行くんだからね！」

　何度も念を押し、鷹たか奈なは小指を差し出した。

　空手のせいでタコができている手でも、小指は細くてかわいい、女の子らしい形だ。

「何だよ、本当に子供の頃みたいだな」

　苦笑しつつ、一かず大ひろも指を絡める。

「ゆびきりげーんまーん、うそついたらはりせんぼんのーますっ、ゆびきった！」

　小さな声で、重ねるように唄うたう。

「本当に約束破ったら、拳げん骨こつ一万回だからね！」

「それは物理的に無理だろ」

　鷹奈のパンチ一万発に耐える物体の心当たりがない。

　人体なら、本気の一撃で確実に絶命だ。

「じゃ、じゃあ！　予定とか後で一緒に考えようねっ！」

　真っ赤な顔で、鷹奈は走り出す予備動作としてその場でぴょんぴょん垂直跳びする。

「ん？　どうした？　一緒に帰ろうぜ」

　お隣さんだから、当然帰路は同じルートになる。

　ところが、鷹奈はぽっと顔を赤らめてもじもじと指先を絡めてうつむいた。

「そうしたいんだけど、ちょっと用事あってさ。じゃあねーっ！」

　火のついたロケット花火みたいな勢いで走り去っていく。夜の暗がりの中で、その姿はすぐに見えなくなった。

「……変なの……」

　唐突な展開に、一大はぽかんと立ち尽くすしかない。

　妙にテンパったり、はしゃいだり、そんでもって照れたり。

　元々気分屋だけど今日の鷹奈は振れ幅が大きすぎないか？

　まあ、いい。

　大波乱の一日が終わったのだし、こっちも家に帰って寝よう。

　そんな事を考えていたら、ケータイが着メロを奏でた。

　液晶の表示は『星ほし川かわ早少女さおとめ』。

「もしもし」

『あ、一大？　どうかしてたの？　仕事終わってすぐ電話かけたんだけどつながらなくて心配したんだよ。真さな愛えの親戚の件、上う手まくいったの？』

　どうかはしてたぞ、お前の妹が──言いかけた言葉を慌てて飲み込む。

　鈴りん音ねだって敬愛する姉に、頭ごなしに叱しかられるような展開は嫌だろう。自分から告げ口みたいにするよりは、彼女自身が打ち明けた方がいいんじゃないだろうか。

　それに今の疲れた精神状態だと、どうしても文句や愚痴が交ざってしまう。

　姉を思っての事と言ってもあくまで今日のダメージ源は鈴りん音ねであって、早少女さおとめ本人には何の責任もないのだし。

「ああ。そっちは大丈夫。ただ、その後でちょっとな」

『何？　何かあったの？　大丈夫？』

「いや。別に大した事じゃないっていうか、大した事だったんだけどもう解決したっていうか。少し込み入ってるんで、明日の放課後にでもな。それより、そっちの仕事はどうだった？」

　それでも早少女は唯一の『共犯者』なのだし、鷹たか奈なや真さな愛えの状況も多少は伝えておいた方が後々困らないはずだ。もちろんあの二人の立場やプライバシーには充分配慮しなきゃいけないのだけど。

『うん。自分で言うのも何だけど、満足のいく芝居ができた。共演者の人たちやスタッフともいい空気作れたし、これから二クール分、思いっきり頑張れそう』

「そうか。それはよかったな」

『一かず大ひろのおかげだよ。ただ作品内容的に女の子同士の関係がメインで、ボクが担当するキャラは男性キャラとの恋愛エピソードとかないんだ。だからまだニセ彼氏の成果が出たかどうかは分かんないけどね』

　つまりまだ当分は、早少女の修行にもつき合わなければならないという事か。

『何だか声に元気ないけど……。ね、今どこ？　外だったらどこかで落ち合って一緒に晩ご飯でも食べない？　ボクももう九く比ひ戸とに戻ってるし』

「いや。せっかくだけど遠慮する」

　心遣いはありがたいけれど、今必要なのは栄養よりも休息だ。

　誰とも会わず、ただゆっくり疲れを追い払いたい。

『そう？　ちょっと残念。じゃ、明日学校でね！』

　ぷつん。

　名残惜しそうな響きを残して、早少女からの電話は切れた。

「まあ……仕事が上う手まくいって何より、かな？」

　真愛の件は親類からの横やりが一つ片付いた。

　志し束づかが『これ以上なら正式に親族会議にかける』と言っていたから、敢あえて大おお事ごとにしようとするのでもない限り、当分はこのままだろう。

　早少女の方も新レギュラーが軌道に乗りそうだし、仕事の幅も広がっていくはず。

　アニメファン向けの作品でヒロイン級の役が増えれば、当然恋愛の芝居もする事になる。その時にちゃんとプロとしての水準に届いていたら、こっちでもお役御免。

　ちょっと残念だけど、別にニセ恋人関係を解消しても他人になってしまう訳じゃない。

　憎み合って別れる訳じゃなし、真さな愛えとも早少女さおとめとも友達なのは変わらないはずだ。

　まあ、早少女の場合はクラスメイトにどう説明するかというハードルが立ちはだかっているのだけど。

　残るは鷹たか奈なか。例の後輩が納得したかどうかは知らないが、少なくともあの後わざわざアピールするような事はない。

　それはつまり、もうある程度ケリがついたという事ではないだろうか。

「まあ、あいつとは今さらニセ彼氏がどうこうって仲でもないしなぁ」

　夜風に吹かれながら歩く一かず大ひろの顔に、苦笑が浮かんだ。

　鷹奈とは生まれた時から──というより生まれる前からの幼なじみだ。多分、これから一生腐れ縁は続いていくだろう。

　例えば、鷹奈が理想である『自分よりも強い男』を見つけて結婚しても、お隣さんとしての関係のままなんじゃないだろうか。

　多分ニセ恋人をやったなんてのは、たくさんの思い出のひとつとしていずれ笑い話になるエピソードだ。

「あいつと海かあ……って、あれ？」

　口にして、気がつく。

　前は小学校の頃だったし、一大の両親が一緒だった。あの頃は門下生も少なくて、鷹奈の親も比較的ヒマだった。

　だけど現在はどうだ？

　一大の親は仕事の都合で遠方だし、氷ひ魚お家の方も道場が忙しく休みが取れない。

　そもそもこの歳としになって、遊びに行くのに親と一緒なんてのはさすがに嫌だ。

「……という事は、オレと鷹奈、二人っきり？」

　あいつは無邪気に昔と同じ気持ちで言ったのかも知れないけど、さすがにもう高校生で、しかも男と女だ。

「……日帰りだ。日帰りじゃなきゃマズいよな……。これはこれで、いろいろ面倒な事になりそうだぞ」

　もうすぐ波乱の一学期が終わる。

　来る夏も平穏ではなさそうな予感が、一大の脳裏をちりちりと焦がしていた。





エピローグ　～夜のガールズトーク・タイム～







　バスを乗り継いで鈴りん音ねが向かったのは駅──ではなく、早少女さおとめのマンションだった。

　今日の事は、はっきり自分の口から姉に話さなければ。それと、これも言っておきたい。

『素敵な彼氏を見つけたね、お姉ちゃん』

　誠実で、優しく、自制心があって──あの人になら早少女を任せてもいいかも知れない。

　自分もいつか、あんな男性と巡り会えるだろうか。

　一かず大ひろ本人はもちろん魅力的だけど、さすがに姉と取り合いたいとは思わない。こっちは後から割り込んだのだし。

　バスを降り、マンションのエントランスに向かう。

「あ、そうだ。帰ってきてるかどうか確かめないと」

　セキュリティの厳重なマンションなので、先に早少女が帰宅して招いてくれないと家族であっても中には入れない。

　鈴音がケータイを取り出したその時──。

「やはり、こちらに来ましたのね」

「え？」

　長い髪のシルエットが、マンションの前に立ちはだかっていた。

　近視で、夜で、逆光だから姿ははっきりしないけれど、声と口調には覚えがある。

　メイドカフェの前で一大と話し合っていた人。確か真さな愛えという名前だ。

「あなたがバスに乗っているところを手の者が見つけまして。駅方面のルートではなかったというので、それでしたらここだろうと」

　表情は見えない。口調も穏やかだ。

　それなのにまるで何か巨大なものと対たい峙じしているような威圧感を感じる。

　それも災害や獣のような自然の猛威とは違う。巨大な建築物や軍隊、人間が作り出したもののプレッシャーだ。

「一大様とどういう関係なのか……。いえ、何をしたのかを正直に話していただきますわ。星ほし川かわ鈴音さん」

　びくっ！

　いきなり名前を呼ばれて、背筋が震える。

「ち、違うわっ！　あ、あたしは謎の美少女Ｘっ！」

「……なるほど。注意して観察すれば、早少女さんとは顔も、声の感じも違いますわね」

「バ、バレてる？　発覚して、露見して、判明して、確定してる？」

　細かいところまで全部聞こえていた訳ではないけど、この人はちょっと怖い。

　一かず大ひろにいろいろ詰め寄ったり、何だかずっと手を握ったりしていた。

　本当にただのバイト仲間なんだろうか？

　もしもお姉ちゃんの恋こい敵がたきなら、あたしが今この場で退治しなくちゃ！

「あ、いたいたー。おーい、真さな愛えーっ！」

　鈴りん音ねの悲壮な決意を軽く吹き飛ばすような、明るく弾む声が聞こえてきた。

　やっぱりディテールは見えないけど、揺れ方で分かる。

　巨乳さん──ファミレスで衝突してしまった鷹たか奈なという人だ。

「えっと……。鈴音ちゃん、だよね？　早少女さおとめの妹の」

「ち、違うわっ！　このあたしは謎の美少女Ｘ！」

　もうバレバレなのだけど、思わず両手でバツのポーズまでつけてしまう。

「……それはもうよろしいですから」

　案の定、真愛が冷たい言葉で告げる。

「前に見た写真よりきれいになったね。あたし、早少女の友達で氷ひ魚お鷹奈。名前くらいは聞いた事ない？　よろしく」

「よ……よろしく……お願いします」

　すっと差し出された右手に、握手で応じる。

「鷹奈さん、ずいぶんご機嫌のようですわね」

「うん。だってあたしたちの勘違いだって分かったからさ♪」

「この子が早少女さん本人でないとしても、一大様に無む理り矢や理り近づいた事には間違いありませんのよ？」

「あ。その件なら大丈夫。あたし、カズ本人に会って確認してきたから。本当に、別に何でもないんだって」

「信用できますの？」

「もちろん。だってカズは長いつき合いだもん。ま、あたしたちの間には、他人が後から入り込めない強ぉ～い絆きずながあるの」

「……楽天的でよろしい事ですわね」

　な、何なの……？

　疑問の言葉を、鈴音は飲み込んだ。

　何なのだろうか、この妙な空気は。

　最初は自分が包囲殲せん滅めつ戦の犠牲になるかと思ったのに、いつの間にか鈴音をそっちのけで二人が張り合っているようにも感じられる。

　戸惑っているところへ、第三の──そして本来ここにいるべき一番の重要人物が現れた。

「あれ？　みんなどうかしたの？　それに鈴りん音ねまで」

　帰宅した早少女さおとめである。

「お、お姉ちゃんっ！」

　思わず飛びつく。

「どうしたの、鈴音？　今日遊びに来る予定なんかなかったでしょ？」

「そ、その……いろいろあって……」

「鷹たか奈なと真さな愛えには前に写真だけ見せた事あったっけ。ボクの妹で鈴音。中学の三年」

　抱きついた鈴音の髪を優しく撫なでながら、早少女が紹介する。

「ええ。存じております」

「今日、ちょっと話したもんね」

　やはり真愛は静かに、鷹奈は陽気な声で答えた。

「え？　何かあったの？」

「その……お姉ちゃんが仕事している間にいろいろあって。今、ちゃんと説明するから」

「そう？　まあ、こんなところで立ち話も何よね。よかったらボクの部屋に上がってよ」

　オートロックと警備員で万全のドアを通り、四人は早少女の部屋に入った。

「四人じゃ狭いけど、適当に座って。お客様が来るなんて想定してなかったから、あんまり出せる物がないけど勘弁してね」

　キッチンから飲み物とお菓子を用意しながら、早少女が勧める。

「せっかくならみんなでパジャマパーティってところだけど、明日月曜だもんなぁ。学校行くのに制服着替えなきゃいけないし……」

「家から送迎用の車を回させますから、少し夜よ更ふかししても大丈夫ですわよ。早少女さん、お手数ですけれどわたくしの代わりに電話をかけていただけますか？」

　会話はにこやかで親しげだ──少なくとも表面上は。

　鈴音は、ますます三人の間柄が分からなくなった。

　仲のいい友達なのは間違いなさそうだけど、言葉の端々に不穏な気配が漂っている。

「早少女の住まいって初めて入るけど、本人のイメージ通りっていうか、さっぱりすっきりって感じだね」

　ベッドにすとんとお尻を置いて、鷹奈があたりを見回す。アニメや声優のポスターが何枚か飾られているだけで、女の子らしいインテリアは少ない。

「天てん弓きゆう院いん不動産で紹介した新築ですのよ。特に保安に優れた住まいをご希望でしたから」

　ローテーブルの前できちんと膝ひざを畳んで正座しているのは真さな愛えだ。

「え、えっと……あのね、お姉ちゃん」

　真愛の向かいに腰を下ろした早少女さおとめに寄り添うように座って、鈴りん音ねは今日の出来事を告白した。

　姉をスキャンダルから守るため、一かず大ひろを自分に引き寄せようとつきまとった事。いきなりキスをしようとして失敗した事。そして最後にはお説教されて納得した事まで。

「……姉妹でそんなとこまで一緒じゃなくてもいいのに」

「え？　何が？」

　苦笑いしながら呟つぶやいた早少女に、鈴音は首を傾かしげる。

「ふふぅん。要するに、早少女は妹にカズの事を彼氏って紹介してるんだ？」

　ポテトチップスを頰ほお張ばりながら、鷹たか奈なが微妙に横目で早少女を見る。体格の割に大きめな手でつかんで一気に口に入れている姿は、ちょっと肉食系。ポテチだけど。

「……なるほど……。発端はそういう事でしたのね。人騒がせな事ですわ」

　真愛も両手で器を包むように持って、飲み物を口に運ぶ。これが陶器の湯飲みで中身が緑茶ならサマにもなるのだろうけど、あいにくガラスのコップにアップルジュースだ。

「あ、あのね、鈴音。ボクと一大の事は……絶対誰にも言わないでね」

「それはいいけど……」

　姉らしくもないはっきりとしない態度に、鈴音の返答も鈍ってしまう。

「鈴音さんがご心配された通り、芸能人としての立場もありますものね。学校のお友達など既に知られてしまった分は致し方ないとしても、早少女さんが一大様とおつき合いしているという事は公にしない方がよろしいでしょうね」

「うんうん。あたしもそう思う。彼氏バレしたら大変だし、そういう相手はいないって風にしてた方が早少女のためだよ」

　やはり友達らしく、二人とも姉の仕事への影響を考えてくれている──早少女がいい人間関係を築いている事が鈴音には嬉うれしい。

　ただ、何か含みがあるように聞こえるのは気のせいだろうか。

「今日はあたしが勝手に先走っちゃって、お二人にもホントご迷惑かけちゃいました。ごめんなさいっ！」

　改めて二人に向け、それぞれ一回ずつ思い切り頭を下げる。

「あまりお気になさらず。元はと言えば、早少女さんが中途半端にしか説明していなかったのが勘違いの原因ですし」

「そうそう。結局は何もしてなかったんだから結果オーライって事でさ」

　真さな愛えは上品に、鷹たか奈なは大らかに、笑って鈴りん音ねを許してくれた。

　ああ、そうか。

　この三人が友達なだけじゃない。きっと一かず大ひろを加えた四人が強い絆きずなで結ばれているんだろう。だから鷹奈と真愛も、一大の事を真剣に気遣うし、姉との仲がどうなってるかも気にするのか。

　だけどその事を正面切って言っちゃうのは照れくさいから、微妙にギクシャクしてるに違いない。

　現状の空気を、鈴音はそう解釈した。

　だからこう言った。

「八や木ぎ本もとさんってすてきな人ですよね。優しくて、気が利いて……」

「何、それっ！　まさか鈴音ちゃん、カズの事好きになったとか？」

　油まみれの手で指を差す。

「まさかそのような事は、断じてありませんわよね」

　コップがガラスのテーブルに置かれる硬質な音色、それより冷たい声が響く。

「え？　ええっ？　そ、そうじゃないですよ！　だってお姉ちゃんの彼氏なんだし……」

　予想外のリアクションだった。

　いくらなんでも、親友とその彼氏を心配する態度としてはちょっと不自然じゃないだろうか、これは。

「ま、まあ鈴音がボクの彼氏に手を出さないっていうなら、それでいいじゃない！　この話は終わり終わりっ！」

『ボクの彼氏』を強調して、早少女さおとめがパンと手を叩たたく。

　正確で自然な発音を心がける姉にしては妙なアクセントだった。

「そうですわね。早少女さんの、彼氏。ただし、その事は表沙ざ汰たにできない間柄の。仮に……そう、あくまで仮の話ですけど、お二人の間に実は最初から何の関係もなかったという事になっても不自然ないほどに秘密にするのがよろしいですわよね」

　ちょっと怖い言い回しだけど、きっとこの人なりに姉を心配しているのだろう。セキュリティが厳重なマンションを紹介したのと同じくらいに。

「こ、ここで重大発表っ！」

　いきなり鷹奈が右手をぴゅんと挙げる。

　先生からの『誰かこの問題分かる人？』という問いかけに対し、絶対の自信で応じる生徒みたいな動きだった。

　そう、まるでライバルを押しのけて自分の優先権を主張するような。

「あたし、夏休みになったらカズと海に行くから！　もうあいつとも約束したし！」

「う、海……というと海水浴ですか？」

「当たり前でしょ。山で海水浴はできないもん」

　うろたえ気味の真さな愛えに、堂々たる胸を堂々と張って答える。

「早少女さおとめは仕事だし、真愛だって家の事とかバイトとかいろいろ忙しいでしょ？　だったら幼なじみのあたしが、カズが退屈しないようにいーっぱい遊んであげなくちゃね！」

「しまった……。一か月も学校がない」

　姉が呟つぶやいた言葉の意味が理解できず、鈴りん音ねは首を傾かしげる。

「あいつは誠実だし、優しいし、女の子との約束は絶対守るんだよね～」

「そ、そうだよね。ボクも彼女なんだし、鷹たか奈なに迷惑かけないように何とか時間を作らないと……」

「いいってば。早少女は今回の仕事に懸けてるんでしょ？　だったらそっちに専念した方がカズだって喜ぶよ」

　鈴音も完全に同感の指摘なのに、どういう訳か早少女はしゅんとうな垂れた。

「鷹奈さん。夏の海にはいろいろ危険もございますわよ。思わぬ事故に遭わないとも限りませんし、下へ手たな遠出はなさらぬ方が安心では？」

　これも当たり前の忠告。

　なのにどうして得体の知れない寒さむ気けを感じるのか──鈴音には理解できない。

「ははっ！　平気平気。ちょっとやそっとのトラブルくらい、あたしなら実力でぶっ飛ばせるもん」

「そ、そうだよね。鷹奈は強いもんね。は、ははは……」

「でもお気をつけてくださいね。うふ、うふふふふ……」

　笑い声もどこかぎこちなく、虚うつろに聞こえる。

「ま、あたしとカズは子供の頃から家族ぐるみで海とか山とか何度も遊びに行ったし」

「ああ、そういう事ね。幼なじみだから、子供の頃の友達づきあいの延長って事だよね」

「そういう健全で微笑ほほえましい間柄というのは羨ましいですわ。わたくし、同じ年頃の友人には今まで恵まれませんでしたから」

「そ、それにさ……っ！」

　早少女と真愛に応じる鷹奈の声が、不意に緊張する。

「昔は親の車で一緒に出かけたけど、今度はそういう訳にはいかないからね。ひょっとしたら……ひ、ひ……日帰りは無理かもっ！」

　宣言と同時に空気が固まる。

　二人きりで泊まりがけ──鈴りん音ねにしてみればどうかと思う事だけど、早少女さおとめの恋人と分かった上で堂々と言っちゃうくらいだから、当人たちの間では構わない事なんだろう。

　たった二歳違いでも、中学生と高校生。

　まだ恋をした事もない子供には分からない、複雑な心の動きというものがきっとあるに違いない。

　そう自分を納得させた鈴音の目には、三人の表情は映っていなかった。












あとがき




　お待たせしました。おかげ様で『しゅらばら！』も四巻となりました。

　しかもドラマＣＤにまでしていただきましたよ！

　これを書いている時点ではまだ僕も現物を聴いていませんけど、素晴らしい仕上がりになりそうでワクワクしています。

　今回早少女さおとめのお仕事シーンがあるので、せっかくだから取材を兼ねてＣＤの収録現場を見学に──という話もあったのですけど、ちょっとスケジュールが折り合わなくて断念してしまいました。

　次の機会には何とか……するためには、まず小説本体が頑張って『次の機会』を呼び寄せるようにしなくちゃいけないんですけどね。




　さて、毎度おなじみになりつつある『担当Ｋさん・勇者伝説』。

　残念ながら今回はそれほど強烈なエピソードはありません。せいぜいが謎の美少女Ｘの下着についての提案があった程度で。

　その謎の美少女Ｘ。あとがきから先に読む方のために具体的な事は伏せますが、もちろん三巻の時点でちゃんと『正体』は考えていました。実を言うと設定自体は最初から存在していて、どのタイミングで使おうかとずっと考えていた次第。

　決していきあたりばったりではないんです、ホント。

　この作品、三人のヒロインの間を行ったり来たりする都合上一冊の中で結構日数が経過しがちなので、今回はちょっと目先を変えて短い時間で一かず大ひろがめまぐるしくあたふたする話にしてみましたがいかがでしたでしょうか？

　そのせいでミキ＆タケシや桃もも乃のの出番がなくなっちゃったのは心残りですが。




　次回は夏休み突入編の予定！

　二巻の冒頭でもちょっとお見せしましたが、今度は本格的な水着回になります！

　読んだ方が少しでも楽しい気持ちになれるよう頑張りますので、しばしお待ちください。








二〇一二年一月　　岸きし杯はい也や


















　著者

　岸 杯也（きし・はいや）

　　スイッチバックで折り返したり通過待ちのために停車したりと、何から何まで新幹線らしくない。それもそのはずで法律上は単なる在来線だったりする。

　　『こまち』という名前といいピンクの入ったデザインといい、新幹戦隊の紅一点みたいな存在。




　イラストレーター

　プリンプリン

　　１９８Ｘ年１月12日生まれの自称Ｂ型

　　毎日卵かけご飯を食べて生きてます。




　　代表作

　　ぷれいぶっ！（電撃文庫）　挿絵

















　　カバー・口絵・本文イラスト／プリンプリン

　　装丁／清水大輔（design CREST）
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